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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　母はすべてを受け容れる






　ごうごうと鳴る夜の風が、生なま臭ぐさい潮しおの香りを肌はだに叩たたきつけてくる。

　生まれた時から嗅かぎ慣れた匂においだ。異国の人間、特に隣りん国ごくシルディーンの連中なら露ろ骨こつに顔をしかめるかもしれないが、デュランダール・サイラス・ド・クルセージュにとっては産うぶ湯ゆに等しい匂いだ。唯ゆい一いつにして至上の宝である祖国クルセージュを象しよう徴ちようする匂いだ。

　大陸の内陸部に広がるシルディーンと違い、大陸の西端をナイフで切り落としたような形をしているクルセージュは、海に面している場所が多い。どこに行っても潮の匂いが満ちているため、普段は意識に上のぼることさえ少ない。

　ゆえに、この匂いが鼻を突くように思えるのは相当に疲れている時であり、今がまさにそうだった。

「軍議は明日の朝とする。余はしばし眠るので、貴様らも英気を養うがいい」

　船から軍港へ足を下おろしたデュランダールの一言で、彼の配下である屈くつ強きような男たちがひそかに安あん堵どの息を吐いた。いずれも選び抜かれた名将、猛もう将しようであり、「残ざん虐ぎやく王おう」の命令とあらば骨身を惜おしまず戦い続ける男たちだ。二日連続での海戦ごときで疲ひ弊へいしきるほど、やわな神経は持ち合わせていない。

　しかし彼らの顔には、疲労の色が濃い。クルセージュを蝕むしばんだ内乱が決着して一年以上経たつが、賊ぞく軍ぐんの残党掃そう討とうはまだ終わっていないのだ。船ふな酔よいとも陸おか酔よいとも無む縁えんの肉体に、同どう胞ほうの血の毒はじわじわと回りつつある。

　それもこれもすべては〈翼つばさの祈いのり〉と、奴らにそそのかされた愚ぐ弟ていのせいなのだ。腹の底から込み上げる怒いかりを力に変えて、デュランダールは足音荒あらく王城の最上階にある自室へと向かった。

　深夜の城内に起きている者は衛えい兵へいぐらいだ。他に起きている者がいても、気性の荒あらいことで有名な王の乱暴な足音を聞けば、震ふるえ上がって身を隠かくす。使用人は主あるじの眼につかぬように働くべきであるし、軍人以外を下に見る傾向の強いデュランダールにとって、城内で働く者など物言う家具である。媚こびへつらいさえ必要ない。

　ただ職責を全まつとうし、王城をクルセージュの威い光こうを示すに相応ふさわしい場所として維い持じしてくれればいいのだ。デュランダールが「残虐王」であり続けているのと同じように。

　まだ国内が不安定であるため、自室の前までは背後に付き従っていた近この衛え兵へいの気配が自主的に退いた。振り返ることもなく、華か美びな浮き彫ぼりが施ほどこされた扉とびらに手をかける。このような装そう飾しよくは質しつ実じつ剛ごう健けんを旨むねとするデュランダール本来の趣しゆ味みではないが、王の部屋の扉なら仕方があるまい。

　安堵の息を吐く自分を許せず、唇くちびるを引き結んで扉を開けたデュランダールを淡あわい光が迎えた。半なかば、予測していたことではあった。

「まだ起きていたのか、プレアーナ」

　扉同様、重厚かつ豪ごう奢しやな調度品が揃そろった室内に浮かび上がる白い人影。プレアーナ・ミレディ・ド・クルセージュ。デュランダールの妻であり、つまりはクルセージュの王おう妃ひである。

「夫である国王陛へい下かが夜を徹てつして戦い続けていらっしゃるのに、のんきに眠っていられるはずがありませんわ」

　デュランダールより年下とはいえ、三十は過ぎているはずのプレアーナであるが、清せい楚そな容よう貌ぼうには少女めいたものが残っている。穏おだやかな笑みを浮かべた彼女は、当たり前のようにそう言って微笑ほほえんだ。慈じ愛あいに満ちた「母」の表情が、ちり、とデュランダールの腹の底を焼く。

　プレアーナと添そって早一年が過ぎた訳だが、最近彼女と会うたびによくこういった感かん触しよくを味わう。正直不ふ愉ゆ快かいなのだが、顔を合わせない訳にもいかない。自分と彼女は国王夫婦であり、この王城と同様に、クルセージュを象徴する存在なのだから。

「……ふん。生あい憎にくと賊軍どもが、余を寝かせてくれなくてな」

　賊軍という冷たい響ひびきに、プレアーナは一瞬だけ髪と同じ柔やわらかな金で縁ふち取どられたまつげを伏ふせた、ように思えた。

　実際はどうだったかよく分からないが、彼女を妻とした当時は、近寄るだけで苛か烈れつな瞳ひとみで睨にらみつけられた。あの時と比べれば、雲うん泥でいの差の反応であることは確かだ。

「元夫の配下を賊軍呼ばわりされて、その態度か。お前は頭のいい女だ。そして冷たく、計算高い女だ。ある意味、『残虐王』の妻としては相応ふさわしいがな」

　ちりちりと胃をあぶる青い火に任せ、デュランダールは妻をなじり続けた。

「腰こし抜ぬけテオドールなどにはもったいない器量よ。あやつから奪ってやって正解だった。そう思わぬか？　プレアーナ」

　プレアーナを前にして彼女の亡夫、何もかも自分と正反対だった弟テオドールを思い出すたび、デュランダールは不思議な精神の高こう揚ようを感じる。

　子供の頃から虫の好かない弟だった。いずれ国王となる自分の片かた腕うでとなるべく勉強してくれたのはいいが、勉強のしすぎですっかり頭でっかちになってしまった。強きクルセージュを体現するように振る舞う兄の行動を、小こ賢ざかしい理想論で制しようとしたのだ。

　仮想敵国である東のシルディーンを筆頭に、南のマルグレートや北のラグラドールなど、愛しきクルセージュを脅おびやかす存在は枚まい挙きよに暇いとまがない。西の大国としての立場を守るためには、傲ごう慢まんなぐらいでちょうどいいのだ。勉強はできるくせに、根本的なところで頭の悪い弟だった。

　その愚おろかさの骨こつ頂ちようが、王たる兄に武力で牙きばを剝むいたことである。〈翼の祈り〉に焚たきつけられ、彼らの支し援えんを受けて巨大な勢力となり、祖国を二分する戦乱を引き起こした。デュランダールが国政への口出しをはばからぬ〈翼の祈り〉の聖職者どもを嫌きらい、彼らの権限に制限を加えたことが怒りを誘さそったらしい。

　さすがのデュランダールも、煙けむたい存在ながら一定の信を置いていた弟に後ろから刺さされるとは予想していなかった。そのため内乱は長引き、収束した現在も残党狩りを続けている状況だが、今となってはこれでよかったとも思える。

　テオドールを煽あおって内乱を引き起こした責任を追及し、〈翼の祈り〉の連中を国外追放してやった。教団本部からは聖女アーシェルの名前で猛もう抗こう議ぎが来たが、知るものか。テオドールを担かついだ内乱が成功していれば、クルセージュは彼らの属領に成り果てていたのだ。

　目の上のこぶだった連中を一いち網もう打だ尽じんにできたのは、敗北したテオドール一家への「残虐王」に相応しい処断が綱こう紀きを引き締めたおかげと自負している。テオドールだけではなく、気の早い愚弟が未来のクルセージュ王と称していたその息子むすこも並べて、公開処しよ刑けいを行った。

　テオドールの妻だったプレアーナも殺した。ただしその立場を、あるいは精神を、だ。戦いくさに明け暮れる身には邪じや魔まであると、長年空位だった王妃の座に彼女を迎むかえたのだ。最初は半狂乱で抵てい抗こうし、暴あばれ続けていたプレアーナは今ではすっかり従順になり、その腹にはデュランダールの子供まで宿っている。

　憎にくき弟の妻の腹まで征服した。かくて愛いとしき祖国の中に、「残虐王」の支配が届かぬ場所はなくなったのだ。

「……正解だとは、思っておりませんわ」

　しばらく沈ちん黙もくを続けていたプレアーナが、やがてゆったりと微笑んだ。

「ですが、今の私の夫はあなたです。そして……」

　新たな命が育つ腹を優しく撫なでるその顔は正しく慈じ母ぼのもの。私に触さわらないで、と細い腕を振り回して抵抗を続けていた時とは別人のようだ。

「私の息子は、あなたの子」

「……まだ男だと決まった訳ではあるまい？　産み月までは、半年以上あるはずだぞ」

　やけにきっぱりと断言されていぶかしむデュランダールであるが、プレアーナは静かに首を振った。

「いいえ。私には分かるのです。この子は私たちの息子であり、未来のクルセージュ王ですわ」

　やめて下さい兄上、この子は未来のクルセージュ王なのです!!

　軟なん弱じやく者もののくせに、自身については背そむいた段階で覚かく悟ごを決めていたのか、助命嘆たん願がんをしなかったテオドール。しかし息子の命だけは助けてくれと、最後の最後までわめいていた。

　プレアーナも同じように叫さけんでいた。デュランダールの膝ひざに取りすがり、美しい金きん髪ぱつを振り乱して涙を流した。後ご生しようです陛下、あの子はまだほんの子供です。王位継承権など放ほう棄きさせます。流る刑けいでも構いませんから、どうか命だけは!!

　夫よりは妻の嘆願のほうがましな内容ではあったが、聞き入れるに足らないところは同じである。テオドールの叫びはただの妄もう言げんであるし、プレアーナの言うとおりにすればテオドール派に無用な希望を残すだけだ。こんな馬ば鹿か二人の間に生まれた息子などに、愛しいクルセージュが守れるものか。

　そういう意味ではプレアーナの賢かしこさは、愚弟にはもったいないものであろう。しかしデュランダールの男としての部分が、本能的な不快感を訴うつたえているのも事実だ。

「死んだ弟も息子も気の毒にな。生きるため、余に傅かしずこうというのか」

　父親が誰であろうが、彼女の息子がクルセージュ王になるのは事実なのである。しょせんこの女にとっては、夫も息子も生きるための踏ふみ台。こうもあっさり鞍くら替がえできるものかと鼻を鳴らすが、プレアーナは慈母の微笑みを絶たやさない。

「新たな生きる希望を下さったあなたと、共に生きていこうと思います」

　まだふくらみはそれほど目立たぬ腹の子を、その父を、この国を、すべてを抱だき締めるようなプレアーナの笑み。徹てつ底てい的てきに征服したはずの女に、はるかな高みから見下ろされているような心地を覚えた。

　男が相手だったら殴なぐっていたかもしれない。しかし相手は女で、しかも未来のクルセージュ王を懐かい妊にんしている。さすがのデュランダールも容よう易いに暴力を振るえない相手だった。

　不ふ機き嫌げんを解消する道を失い、舌打ちしたデュランダールが無言で寝室へ向かう。夫の広い背中を見送りながら、プレアーナは微笑み続けていた。











第一章　大混乱






　シルディーン王国北の辺境、アズベルグ地方。

　北にある傭よう兵へい国家ラグラドールより招しよう聘へいされた傭兵たちの通路として以外、なんの価値もないと蔑さげすまれてきた土地である。水みず捌はけの悪い土地は年中じめじめとしており、長い冬の季節には硬かたく凍りついて交通を断絶する。食料自給率が低い上に交通の便も悪いため、冬期の食料確保に失敗して餓が死しする農民も多かった。

　だが、それゆえの利点もあった。旨うまみのない土地は誰だれも欲しがらないため、東のオーデル地方や西のレイデン地方のように争いの種にならない。良くも悪くも外部からの接せつ触しよくが少なく、それゆえに人々はますます国教〈翼つばさの祈いのり〉の教えに閉じこもり、保守的かつ排はい他た的てきになっていくのだった。

「ですけど、よそからの接触がないことが、この素晴らしく陰いん鬱うつな景観を守ってくれていたのですわよね……」

　アズベルグ内でもさらに北、黒い森のそのまた奥にある「ライセンの石屋や敷しき」の一階にて、「死神姫」ことアリシア・ライセンは前向きな発言をした。ただし没ぼつ落らくした名家の子女として生まれ落ちた結果、貧まずしい境きよう遇ぐうを積極的に受け入れてきた彼女特有の前向きさである。安く手に入るからと愛読してきた恐怖小説そのものの光景を喜ぶ感性を持たない人間には、共感しにくい。

「……そういうところは、お変わりないですね」

　ライセン家に仕つかえる御ぎよ者しやであり、輿こし入いれの際アリシアを生家まで迎むかえに行ったロセが遠い眼をする。顔立ちも胸の隆りゆう起きも地味な、取り立てて人目を引くところのない平へい凡ぼんな少女の思わぬ図太さを、最初に体感したのも彼だった。

「お前は最初からこの土地を気に入ってくれていたものな、アリシア」

　なつかしそうにつぶやいたのは、アリシアの夫であるカシュヴァーン・ライセンだ。マントの裏地の紺こん以外黒でまとめた衣装も、実年齢より十歳上に見られる強こわ面もても、初めて妻と出会った時から変わっていない。

「はい！　それに初めてお会いした時から、カシュヴァーン様のことが大好きでした!!」

　広間の奥、二階へ続く大階段の上から下おりてきたカシュヴァーンのことを思い出してアリシアは頰ほおを緩ゆるませる。眼鏡めがねをかけてなお怪あやしい視力しかない彼女であるため、細部はまるで覚えていない。自分を大たい枚まい叩はたいて買ってくれた旦だん那な様さま、ということさえ分かっていれば、当時のアリシアはためらいなく大好きだと言えたのだ。

「そうだな。しかし当時の俺は愚おろかなことに、お前の愛らしさをまるで理解していなかった……」

　カシュヴァーンはカシュヴァーンで、アリシアの身に流れる名家フェイトリンの血筋以外に興味がなかった。初対面の花はな嫁よめに恨うらみ言ごとを言われると予想し、半なかば意地悪く期待すらしていたのに、実際の反応は全開の笑顔にて「旦那様、お買い上げありがとうございます!!」だった。

「いえ、私こそ、カシュヴァーン様のかっこよさが見えていなくて……」

「そんなことはない。俺のほうが、お前の可か愛わいさを見る眼を持っておらず……」

「うん、お互い限定の視力は昔よりはるかに落ちてるからね？　この話はもういいよね？　ま、それぐらいいちゃいちゃしてくれたほうが、俺の未来の花嫁も早く産まれてきそうだけど」

　笑顔でたしなめる銀ぎん髪ぱつの少年は、二人のできた「息子むすこ」であるルアークだ。最初は暗殺者として「両親」の前に現れた彼は、仲間となってしばらくも、軽けい薄はくな仮面で本心を隠かくし続けていた。現在はある程度開き直り、名実共に息子となる欲よく望ぼうを隠さない。

「ルアーク、息子が産まれる可能性もあるんだからな？」

「うふん、その時は、ルシアナの出番かなって」

　何度か披ひ露ろうしてきた女装時の偽ぎ名めいを名乗り、しなを作ってみせるルアークをカシュヴァーンは軽く小突く真ま似ねをした。

「俺としては、お前がこうして俺たちの側そばにいてくれれば、在り方などどうでもいいんだが……まあいい。こういう風に考えられるようになったのもお前のおかげだな、アリシア」

　剣だこの目立つ節くれた指が伸びてきて、アリシアの亜あ麻ま色いろの髪かみを優しく撫なでる。粗そ野やに見られがちなカシュヴァーンであるが、最初に触ふれられた時からずっと、この指はアリシアの髪の流れを乱さない。

　アリシアがそう褒ほめれば、カシュヴァーンは「お前の髪の触さわり心地ごこちがいいからだ」と笑ってくれる。妻の肌はだと髪の艶つやの良さだけは、彼も早い段階から認めていた。周囲を不安にさせるほどの夫おつと馬ば鹿かに成り下がった現在は、妻に触れているだけで気力を回復するほどである。

　しかし今のカシュヴァーンの表情はアズベルグの空のような薄うす曇ぐもりだ。この地の冬の名物である稲いな妻づまを想起させる苛か烈れつさは最近なりを潜ひそめているが、抜けるような青空は遠い。季節は正に、アズベルグでは貴重な春を迎えようというのに。

「だが、俺は……お前と違って、子供の頃からずっと、貧しく閉へい鎖さ的てきなこの土地が嫌きらいだった」

　疲ひ弊へいした顔には、左眼を縦に分断するような傷口がやけに目立つ。この傷と、出かけるために装着を始めた黒革の眼がん帯たい程度しか、見た目上の変化は見受けられない。

　しかしその心に、魂たましいには大きな変化があった。メイドの血を引く成り上がり、悪名高き「アズベルグの暴君」が本来持っていた繊せん細さいさと誠実さを、まさかの金で買った花嫁が取り戻してくれた。

　だからこそ、今の状況がこたえているのだ。

「クルセージュの『残ざん虐ぎやく王おう』が〈翼の祈り〉の連中を追い出したと聞いた時は、すかっとしたがな。そういう意味でもあの方は、俺のあこがれの王だった」

「カシュヴァーン様……」

　そっと髪から離れていく手が寂さびしく、何か彼の気を引き立てるようなことを言おうとしたアリシアに先んじて別の声が響ひびいた。

「俺もお前の父親にあこがれていると言ったよな、カーシュ」

　カシュヴァーンと鏡映うつしの位置に傷を持つ黒髪の青年、ゼオが笑う。明るく、快活に。ルアークの軽薄さに近い印象だが、一歩悪意へと傾かたむいている。

　アリシアが嫁とついで来てしばらく、この屋敷は「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」と呼ばれることが多かった。カシュヴァーンの母マリアンヌや、ゼオをすごい眼で睨にらんでいる、カシュヴァーンの幼おさな馴な染じみ兼けん執しつ事じトレイスの姉リリア。彼女たちを筆頭に大勢の女性が、屋敷の裏手にあった薔薇の廃はい園えんに埋うめられたせいだ。「怪かい物ぶつ」ことカシュヴァーンの父、レジオール・ハルバーストの手によって。

　現在その廃園自体は焼失しているが、「ハルバーストの薔薇屋敷」なる恐怖小説となって、今でも読み継つがれている。アリシアはそのおどろおどろしい描びよう写しやを愛し、ゼオは「己おのれに振り向かない女に狂った男の執しゆう着ちやくを尊敬している」と以前にも言っていた。

「父王という存在は、強すぎても弱すぎても困るよな。俺の父親とお前の父親を、足して二で割れたらちょうどよかっただろうに」

　ゼオがゼオルディスであった頃であれば、カシュヴァーンは無言で怒りを溜ため込んだか、あるいは率そつ直ちよくに怒いかりをぶつけただろう。彼との相そう似じを認め、一定の決着を見た現在はさらりと受け流した。

「二種類の動物を合成……そういうお話もありましたよね!!」

　アリシアはただ己の趣しゆ味みを披露しただけだが、小さく笑ったカシュヴァーンはゼオに向かってにやりと笑う。

「お前なりにはっぱをかけてくれているつもりなんだろうが、心配無用だ、友よ」

「……はっ、この期ごに及んで俺を友達扱あつかいか？」

　すまし顔が気に入らないのか、肩かたをそびやかすゼオにもカシュヴァーンは動じない。

「お前が俺を友達だと思っているかどうかは知らんが、俺は思っている。そういうことだ」

　貴様の意見など知らん。暴君らしく断言してから、わざとらしくアリシアの肩を抱だき寄せて、

「だが、人間は相手に何かもらうと、返さなければいけないような気になるそうだ。そうだろう？　アリシア」

「ええ！　優すぐれた商売人はそれを用いて、相手の懐ふところに入るのですわ!!」

　商売国家マルグレートについての勉強を進めるうちに、彼らの商売についても身につけ始めたアリシアだ。きゃっきゃと楽しそうな彼女を愛いとおしそうに見やりながら、カシュヴァーンはゼオに対しては不敵な表情のまま、

「お前は俺などより、よほど心理戦に長たけている。人の心を知っていて、どう突けば思うような反応を得られるか分かっている。裏を返せば、自分にもそれが通用するということだろう。違うか？」

　人の弱さを知らぬ者に、心の機き微びを利用した策は使えない。同じことをされた場合に己の心が痛むかどうか、判定することができないからだ。幼おさなくして王家の都合で振り回され、愛する母の変へん貌ぼうを見せつけられて育ったゼオだからこそ、自分を被ひ験けん者しやとして他人を傷つけることができたのだ。

「お前は本当に、つまらない男になったな」

　呆あきれたように吐き捨てるゼオに、カシュヴァーンは「最大の褒め言葉だと受け取っておこう」とうそぶいた。

「なら、面おも白しろいほうの友達を早く助けないとな」

　フロリアン・マーベル。最愛の妹をゼオに殺されたも同然の彼であるが、ゼオが王子としての名も地位も捨てた後も、その側にいてくれた青年。

　シルディーンで起こった内乱終結後、各地を放ほう浪ろうしていたゼオとフロリアンであったが、マルグレートの第二王子ジェリオに眼をつけられた。白い肌の民たみ憎にくしでシルディーンやクルセージュの転てん覆ぷくを企たくらんでいた彼は、フロリアンを人ひと質じちにとってゼオを手て駒ごまにしようと目論もくろんだのだ。

　だがジェリオの父王殺しが発覚し、怒れる兄ファルハドに呼び戻された現在も、フロリアンは解放されていない。どこにいるかさえ分からない。クルセージュとラグラドールの戦いが始まってしまい、マルグレートとの連絡が取れなくなってしまった。

　ただ連絡がつかないだけ、とは思えない。夫の息子殺し未み遂すいを告発し、亡ぼう命めいを願い出て逃とう亡ぼうしたプレアーナ妃とユベル王子もジェリオの庇ひ護ご下かにあったはずだが、彼女たちはいなくなってしまった。

　死体は見つかっていないが、見張りは派手に殺されていたのだ。駒こまとして使える彼女たちはまだしも、ゼオにしか効かない人質が無事かどうかは分からない。

「そうだな。死体に恩は売れないからな」

　いつもの調子で軽く締めくくったゼオであるが、フロリアンを見捨てないこと自体でその心中は分かっている。カシュヴァーンはそれ以上追及しなかった。

　追及する余裕がなかった、とも言える。その表情に再び雲がかかった。

「しかし、外部との接触のなさによって守られていた、か。確かに一理ある。俺が悪目立ちして反感を買うまでは、労力を使ってまでアズベルグにちょっかいをかけようという暇ひま人じんはいなかったからな」

　貧しい僻へき地ちとして蔑まれていたのも今は昔。南のフェイトリン地方の名を冠した名家より妻を娶めとり、北の傭兵国家ラグラドールの一部とは人種と宗教を超えた繫つながりを育てつつある。豊かな西のレイデン地方を後こう見けんし、王家とも繫がりの深い東のオーデル地方との仲は改善された。そして何よりアズベルグ自体からもサファイア鉱こう脈みやくが発見された。

　実はサファイア鉱脈の存在自体は、比ひ較かく的てき早い段階から可能性を感じていたカシュヴァーンである。ごく限られた人間にしか漏もらさずにいたのは、余計な火種を呼び込まないため。

　宝の山を掘ほり当てたばかりに、獣けものたちに群むらがられて袋だたきにされる例は枚まい挙きよに暇いとまがないのだ。貧しいこの地に地場産業として根づかせるためにも、公表の時期は慎しん重ちように選ぶ必要があった。

　メイドの血を引くカシュヴァーンが暴君と揶や揄ゆされながら大だい胆たんな改革を行えたのは、アズベルグなどどうなってもいいと低く見られていたからである。だがアリシアを手に入れたことを皮切りに、外部からは分不相応な野望を持つ男であると見られるようになった。たとえ本人としては、降りかかる火の粉こを払っていたに過ぎなくてもだ。

「ですけど、私と結婚された時点で、これ以上の改革を望むなら力が必要だとお思いだったのでしょう？　どうせ過去には戻れませんし、このまま突き進むしかないですわ」

　あっけらかんと突き放してきたアリシアに、カシュヴァーンは苦笑した。

「……そうだな」

　どうにもならないことは、どうにもならない。案外くよくよと考え込むことの多いカシュヴァーンは、妻の潔いさぎよさに感化されたようだ。その顔には、一筋の陽光が差し込んでいるように見える。

「すべてがいいようにはならん。ひとまずは『残虐王』の真意と『残ざん酷こく王妃』たちの行方ゆくえを摑つかまなければな。さて、そろそろ準備ができたか」

「残虐王」ことクルセージュ王デュランダール。ゼオとは少し違う意味で自分と似ている男のことを、カシュヴァーンは先せん駆く者しやとして尊敬していた。だからこそ彼の行いに衝しよう撃げきを受け、その余波を引きずっているが、いつまでも落ち込んではいられない。

　ここでおしゃべりしていたのも、ただの暇つぶしではない。ずっと緊張をささやかれていたラグラドールとクルセージュにて、ついに戦せん端たんが開かれてしまった。一部はオーデル地方にまで波及したそれの全ぜん貌ぼうを摑むため、出発の準備が調ととのうのを待っていたのだ。

「いってらっしゃいませ、カシュヴァーン様、トレイス」

　出陣せんとする二人を見送るため、アリシアはにっこりと微笑ほほえんだ。

「おいしいお食事を作って、怪け我がをされている方の手当てをして、サファイアの流通経路についての相談を進めておきますわ。戦せん闘とう以外のことは妻である私にお任せ下さい」

　嫁いできた段階で、貧しさゆえに専属メイドが不要なほど家事に長けていたアリシアである。貧ひん弱じやくな肉体と視力は戦闘にはまるで向かないものの、他の分野で前線に立つ夫たちを支えようと学んできたのだ。人体解かい剖ぼうの本を読んで眼を輝かがやかせるなど、趣味を実用化した部分もあることは否めないが。

「……やれやれ。お前という原石を見抜けなかったブライアン・バスツールの間抜けさには、いくら感謝してもし足りないな」

　頼もしそうに微笑んだカシュヴァーンは、だがな、と続けた。

「分かっているな？　アリシア。お前の一番の仕事は、俺をいつでも好きでいることだ」

「あら、そんな簡単なことでよろしいんですの？」

　不思議そうに聞き返した妻を見つめて、口の端を吊つり上げる。

「言げん質ちは取ったぞ。戦果を上げて帰ってきたら、とびきりご褒ほう美びを弾はずんでもらうからな」

　ちゃっかりした発言が、破は廉れん恥ち警けい戒かい網もうを刺し激げきしたようだ。先に屋敷の外へ出ようとしていたトレイスがまなじりを吊り上げ、アリシアも「おなかが痛い」に襲おそわれて顔を赤らめた。

「ま、待ってました!!」

　腹より上の部分、平たい胸の奥にある心臓をきゅうと絞しぼるような感覚は彼だけが与えてくれるもの。つらさをつらさとして感知しないよう、無意識に閉じていた心を開いてくれた王子様。

　彼の励はげみになるのだと思えば、少々のご無体も甘かん受じゆしよう。だから、

「……ご無事でお戻りになって」

　各国の思おも惑わくは乱れに乱れており、誰もが正確な情報を把は握あくしていない。だからこそカシュヴァーン自みずからが赴おもむくのであるが、規き模ぼの大きさも相まって、さすがのアリシアも不安を隠せなかった。

　と、不意に伸びてきた腕がアリシアの肩を抱いた。

「妻のほうが無事じゃない可能性もある、いてててて」

　ゼオが言い終わる前にルアークがその手を引き剝はがし、カシュヴァーンは余裕たっぷりに笑った。

「それはつまり、お前も俺に早く帰ってきてほしいということか？　あまり可愛いことを言ってくれるな」

「痛いぞカーシュ。それが本心なら、どうして俺の足を踏ふむんだ」

「男心は複雑なんだよ」

　分かったな？　とあまり笑っていない眼で付け足したカシュヴァーンが軍ぐん靴かを引き、入れ替わりにアリシアを引き寄せた。くいとあごを取られ、素直に薄く唇くちびるを開く。

「眼は閉じないのか？」
















「だ、だって、できるだけ長くカシュヴァーン様を……、んっ」

　可愛らしい願いに煽あおられたのか、やや性急な口づけに頭がくらくらする。現時点で帰りの目め処どが立っていないこともあり、執しつ拗ように口内をまさぐられて酸さん欠けつになりそうだった。

　ただし、やめてほしいとは思わなかった。ちなみにトレイスは直立不動でずっと眼をつぶっている。

「アリシアの視力じゃ、眼を開けてても意味ないだろうにねぇ」

「そもそも近すぎても見えないんだし、意味がないよな」

　聞こえよがしなルアークとゼオの講評を無視して熱い時間を共有したライセン夫妻は、ゆっくりと体を離した。まだぼうっと上気したアリシアの頰をひと撫でしたカシュヴァーンの眼からは、迷いが消えている。

「それでは、行ってくる。いいか、くれぐれもルアークの側を離れるんじゃないぞ？」

　最後に念押ししたカシュヴァーンは、まだ眼をつぶっているトレイスの頰を軽く叩たたいてから彼を伴ともなって屋敷の外に消えた。ロセが準備していた馬車に乗り込み、オーデル地方へと向かっていく。周囲を騎き馬ば兵へいが取り囲んだ一団は、黒い森の向こうへ吸い込まれていった。

「行ってしまわれたわね……」

　もう扉を閉めなくてはならない。ぼんやり見送っている暇があったら、自分で宣言したように、留る守すを守る者たちのためにおいしい食事を作るか、傷ついてアズベルグまで避ひ難なんしてきたオーデル地方の人々の手当てをするか、サファイアの流通経路についての相談を進めておくべきだ。

　頭でそうは思えど、なかなか決心できない。ルアークやゼオも同じ気持ちなのだろう、彼らも黒い森の向こうをじっと見ている。アリシアも未練を捨てきれないでいたが、ふと眼鏡の縁ふちに手を当てかけ直した。

「まあ、私ったら本当にいけない妻だわ。いくら旦那様に帰ってきてほしいからといって、戻って来られる幻げん覚かくを見るなんて……ご褒美は何がいいかしら……」

「アリシア、悪いけど俺にも見えてるから」

「まあ、ルアークも、そんなにカシュヴァーン様に会いたかったの？」

「俺にも見えているぞ、アリシア」

「ゼオ様にも？　そうですわね、ゼオ様も本当はカシュヴァーン様のことが大好きですものね。ご褒美の用意をなさる？」

　のんきな会話に荒あら々あらしい蹄ひづめの音が重なる。視力はひどいが聴ちよう覚かくに問題のないアリシアは、ここでやっと何かおかしいと気づいた。

「あら、本当にカシュヴァーン様？　それに、レクサンドール子し爵しやく様さまも？　困ったわ、レネに怒られてしまうわ……」

「大丈夫アリシア、バルロイおじさんも幻まぼろしじゃないよ。あとレネもいるし」

　律りち儀ぎにルアークが訂てい正せいしてくれたとおり、引き返してきた馬車から降り立ったカシュヴァーンたちの他に、馬上から身軽に降り立つ二つの影があった。

「よう、アリシア嬢じようちゃん、邪じや魔まするぜ」

　片方は浅黒い肌を盛り上げる筋肉を皮かわ鎧よろいで簡単に覆おおった、典型的なラグラドール人の男。カシュヴァーンの剣と恋の師し匠しようを自認するバルロイ・レクサンドールだ。

「お邪魔いたします。バルロイ様、結婚して下さい結婚して下さい」

　その隣に音もなく立った白はく髪はつの少女はレネ。アリシアよりさらにぺたんとした体型の持ち主ぬしであるが、バルロイを心から慕したっており、近年はちょっとそれが前に出過ぎている。

「レネやめろ、この非常時に」

「レネ、その意気よ！」

　渋じゆう面めんのバルロイの制止とアリシアの応おう援えんが重なった。間を取るように、カシュヴァーンが割って入る。

「確かに非常時だぞ、レネ。不要な話は慎つつしんでもらおう」

「さすが俺の弟で子し、分かってるじゃねえか」

　満足そうなバルロイに軽くうなずいてから、カシュヴァーンはレネのほうを向いた。

「俺はお前のもの宣言までしておきながら、腰こしの引けている不ふ肖しようの師匠が迷めい惑わくをかけてすまんな、レネ。俺からもよく言っておく」

「いえ、そこもバルロイ様の良さですから」

「おいこらちょっと待て!!」

「非常時だぞ、バルロイ。余計な話は控ひかえろ。こっちの予定を大幅に変えてくれたんだ、つまらん情報じゃないんだろうな？」

　師匠の怒りを受け流したカシュヴァーンは、じろりと彼をねめつけた。この短時間で引き返してきた理由は、バルロイたちにあるようだ。

「ったく……あのな、怖れていたことが起こっちまったようなんで、緊きん急きゆう報告に来た」

　無ぶ精しよう髭ひげが散ったあごを搔かき搔かき、バルロイが勝手知ったる足取りでライセン家に入ってきた。当たり前のようにそこにいるゼオと眼が合い、分かりやすく嫌いやそうな顔をする。

「いるとは聞いていたが、本当にいるとはな」

「いなくなってやろうか？」

「そうしてほしいところだが、飼かい主が見つかってからだ。おいカシュヴァーン、こいつにも聞かせていいのか？」

「犬扱いかよ」と肩を竦すくめるゼオの頭越しに聞かれたカシュヴァーンは、「構わない」とうなずいた。

「飼い主が見つかるまでは、おとなしくしているだろうからな。変に仲間外はずれにして、すねられても困る。アリシアも含めて、全員で持てる情報は共有しておく。ただでさえ情報がとっちらかって、訳が分からん状態だからな」

「やっぱり犬扱いかよ」「あんたって、猫っぽいけど本質は犬だもんね」「お前もな」とやり合うゼオとルアークを家の奥へと押しやりながら、カシュヴァーンはアリシアの手を取った。

「そういう訳だ。大おお仰ぎように出て行った直後ですまんが、一緒にバルロイの話を聞いてくれるか？」

「ええ、もちろん!!」

　何やら不ふ穏おんな状況ではあるが、だからこそ共にいられることは嬉うれしい。アリシアははしゃいだ声を上げた。

「レクサンドール子爵様は、部下のみなさんをお連れですよね!!　今夜はみなさん、お食事もされるでしょう？」

「アリシア、屈くつ強きような傭兵たちだからといって、『肥ひ料りよう要いらず』を食って無事とは限らないからな？　煮に凝こごりを食べさせるよりはましだが、香こう辛しん料りようとして精製した分、成分が濃のう縮しゆくされているんだからな？」

　獣けもの避よけにも使われる毒草「肥料要らず」はフェイトリンにもアズベルグにも自生しており、最近アリシアはこれを香辛料として商売する道を模も索さく中ちゆうだ。妻の容姿に対する眼はアズベルグの空より曇って久しいカシュヴァーンであるが、性格に対する評価は公正なものである。先回りして釘くぎを刺さした。







　カシュヴァーンに機先を制され、頑がん丈じような被ひ献けん体たいを諦あきらめたアリシアであるが、バルロイがもたらした情報はささいな落らく胆たんなど簡単に吹き飛ばしてくれた。

「〈翼の祈り〉が、戦線に参加、ですか……？」

　かすれ声で聞き返したアリシアに、バルロイが重々しくうなずく。関係者が一堂に会した応接室は、重苦しい空気に満ちていた。

「では、クロエ様やレオニア様やナディール様やギゼは……!?」

「そいつは、まだ分からん。分からんが、本当に参戦したとなりゃあ、当然無関係ではいられないだろうな」

　現在の〈翼の祈り〉上層部の主おもだった人間は、アリシアたちとも関係が深い。ラグラドール人の神である大地の女神以外を信じないバルロイであるが、だからこそ聖女アーシェルのごり押しをやめた現在の教団には好感を持っている。渋面で大きなため息をついた。

「クルセージュが〈翼の祈り〉の連中を追い出したのは事実だが、そいつは前体制の無理が祟たたってのこと。クロエ嬢ちゃんが積極的に恨みを晴らそうとしている、とは考えにくいが……いざ間近で戦闘が起これば、下を抑おさえきれなかった可能性はあるな」

〈翼の祈り〉の本ほん拠きよ地ちはラグラドールにあるのだ。「残虐王」の傍ぼう若じやく無ぶ人じんに対する怒りが内在しているところに、突然戦端が開かれた。今が好機、とばかりに加勢した可能性はあるが……

「確かな情報ではないんだな」

　母を見捨てた〈翼の祈り〉への恨みを持つカシュヴァーンであるが、バルロイ同様、現在の教団には期待している。特に当代アーシェルことクロエとアリシアの仲がいいため、彼女に何事かあったかと思えば平静ではいられない。その自覚があるからこそ、確認の言葉は慎重な響きを持っていた。

「残念ながらな。末端の連中が戦闘に参加しているのは間違いなさそうなんだが、教団本部の指示かどうかは不明だ。そこんところをしっかり確かめたいんだが、お前も知ってのとおり、情報が錯さく綜そうしている。教団本部とも連絡が取れねえ」

「……元〈玩具おもちやの兵隊〉と思おぼしき連中が動いているらしいな」

「ああ。おかげで、俺たちの情報網もうもずたずただ。アズベルグにかまけすぎちまったな」

　頭ず抜ぬけた戦闘能力に加え、請こわれれば誰の味方にでもつく傭兵たちは様々な陣営から情報を収集している。時には偽にせの噂うわさを流して旨うまみのある戦いを誘ゆう発はつさえする彼らなのだが、人間性を犠ぎ牲せいにして研とぎ澄すまされた暗殺者集団〈玩具の兵隊〉の残党が相手では、さすがに分が悪いようだ。

「ゼオ、お前は元〈玩具の兵隊〉を何人か味方につけていたよな。奴らから何か聞いていないか？」

　カシュヴァーンが水を向けるが、ゼオはあっさり首を振った。

「俺も確認してみたが、奴らも何も知らないとさ。信じる信じないは、別として」

　一度はそう言ったものの、何か引っかかったようだ。かすかに眉まゆを寄せ、

「ただ、ジェリオに従っていた連中が、三分の一ぐらい姿を消した。奴は嫌われていたからな。父王殺しの巻き添ぞえを食うのが嫌で、行方を眩くらませたのかもしれないが……」

「アリシア嬢ちゃんにさえ嫌われたお前に言われるんじゃ、ジェリオ殿でん下かも形無しだな」

　バルロイが混ぜっ返すと、アリシアが「あら、でも今のゼオ様のことは好きですわ」と律儀に訂正した。

「そうだな、でもアリシアは俺のほうが好きだろう？」

「ええ、もちろん！」

　すかさずカシュヴァーンが割り込んでくれば、笑顔全開でうなずくアリシアである。ゼオは「ははは、お前らのそういうところ、本当に嫌いだな」と笑った。

「そうか、だが俺も今のお前のことは嫌いじゃないぜ。ところでバルロイ、今回の件……やはり、クルセージュ王の差し金だと思うか？」

　ぬけぬけと言ったついでにカシュヴァーンが話を戻すと、バルロイはひと呼吸置いてうなずいた。

「可能性はある。何年もの間、ただの一傭兵として働いていた奴がいきなり団長の首を飛ばして自害、なんて報告もあった。相当前からの仕込みだな。執しゆう念ねん深ぶかさと周到さを感じるぜ」

「いつか来る日のために敵地へ侵しん入にゆうし、何もなければそのまま一般人として人生を終える、か。そういう仕込みをされてた連中も、そういえばいたね」

〈玩具の兵隊〉時代のことを思い出し、ルアークも苦い息を吐く。デュランダール黒幕説が退しりぞけられることはなく、カシュヴァーンの表情に苦悩の陰かげりが差した。

「俺たちがクルセージュに援えん軍ぐんを頼んだ、仕掛けるならあの時に……いや」

　ゼオルディス王の乱行にて起こった内乱を引き合いに出した瞬しゆん間かん、自分でも脇わきの甘さに気づいた様子だ。

「そうなると、後ろから〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉を掲かかげたマルグレートに襲いかかられる可能性がある。神様退治をやらせて、後こう顧この憂うれいを断たってからゆっくり、というつもりだったのかもしれんぜ」

「私たちが、マルグレートと仲良くしすぎたからかもしれないですわね。クルセージュとシルディーンは、ずっと仮想敵国でしたし……」

　バルロイが落ち着いた口振りで可能性を示し唆さし、アリシアも同意した格好になった。

「お前らしくもねえな、カシュヴァーン。アリシア嬢ちゃんのほうが冷静じゃねえか」

　駄だ目め押おしとばかりに指摘されてカシュヴァーンは苦い顔をしたが、今度はアリシアは夫の味方に回った。

「でも、私も、デュランダール陛へい下かがこのようなことをなさったとは、あまり思えないのですわ。あの方の性格に合わないような気がします」

「なんだ、女の勘かんってやつか？」

「そうですわね……」

　真ま面じ目めな顔でアリシアが考え込むと、バルロイは「嬢ちゃんの場合、野生の勘って感じもするけどな」とからかった。

「分からんぜ？　人間、変わる時はあっさり変わるからな。俺たちに見せていた顔が、本当の顔とは限らんし」

「女好きで通している傭兵団長様は、女から押されると案外たじたじだという話も聞くしな」

「うるせえ」

　復活してきたカシュヴァーンに茶々を入れられたバルロイは、べっと子供のように舌を出す。

「だが……まあ、確証に欠けることは確かだ。俺たちも粗野でがめつい傭兵扱いされがちだが、マルグレート人同様、商売人の側面も強いんでな。不確かなものを売ると、今後の商売に響く」

「売り逃にげは自分たちの首を絞しめますものね!!」

　一見大きな利益を生みそうでも商道徳に反する行いであれば、結局のところ商売人自身をも損そこねるのだ。力強く同意するアリシアを見て、バルロイもうなずいた。

「発ほつ作さじみた始まりだった今回の戦いだが、こっちまで場当たり的な対処をしていると足をすくわれそうだ。ちいと腰を据すえてかからせてもらうぜ。そういう訳だからアリシア嬢ちゃん、滞たい在ざい費ひはなしで」

「勉強はさせていただきますわ!!」

　先ほど以上に力強くアリシアは請うけ合ったのだった。

　その後のカシュヴァーンとの交こう渉しようの結果、滞在費について折り合いをつけたバルロイ一行はライセンの屋敷の敷しき地ち内ないにてしばらく厄やつ介かいになることとなった。

　今後の方策について話し合ううちに時間は過ぎ、アリシアはきちんと説明した上で香辛料としての「肥料要らず」を若い傭兵たちに振る舞って好評を得た。ゼオはその昔ライセン家の絵師であるリュクが描いたフロリアンの絵を見つけて感心し、調子に乗ったリュクはカシュヴァーンの誕生日祝いの絵を半ばで放置していることを忘れて新たな作品を安請け合い。ルアークの密告により主の拳こぶしを招まねくといった、いつものやり取りを交かわしているうちに、あっという間に一夜が明けた。







　翌日の朝の静せい寂じやくは、早馬のいななきによって破られた。

「……あら……？」

　悲鳴のような馬の声や蹄の音が止まったと思ったら、乱暴に扉とびらを開く音がそれに続いた。一度寝たらめったなことでは目覚めないアリシアも、不安定な情勢によって知らぬ間に緊張していたのだろう。うとうとしながら寝しん台だいから下り、手早く着替えて部屋の外に出る。

　廊ろう下かの向こうに輝かがやくものが見えた。この距離でアリシアの視力でも反応できる輝かしいものといえば、夫か貴金属である。

「カシュヴァーン様……」

「〈強きよう〉公こう爵しやく閣かつ下か!!」

　同じ階から呼びかけたアリシアの声にかぶせて、一階の広間から飛んできた声には聞き覚えがある。カシュヴァーンの持つ一代限りの爵位をきちんと呼ぶのは親しい相手がほとんどだが、特にこの声は耳慣れていた。

「あら、セイグラム？」

　レイデン地方の領主ティルナード・レイデンの執事であるセイグラム・アーレイだ。何事か、と少し足を速めたアリシアが一階へ下りる階段まで辿たどり着いた時には、セイグラムが一階に下りたカシュヴァーンと、その後ろに控えたトレイスへ摑みかからんばかりにしていた。いつも白々しいほど冷静な面おもてに激しい動どう揺ようが表れており、ひとつ縛しばりの黒髪が乱れて顔のあちこちに貼はり付いている。

「クルセージュ王崩ほう御ぎよの報が流れておりますが、もうお聞きになりましたか!?」

「なんだと!?」

　セイグラムの動揺が感染したかのように、カシュヴァーンも驚きよう愕がくを露あらわにした。信心深いトレイスが思わず〈翼の祈り〉の聖句を唱える。

「私も耳を疑いましたが、なにせ情報が錯綜しておりまして、前線の情報がまるで伝わってきません。そんな中、突然この話だけが広まったのです。おかしいとは思いましたが、本当ならば近きん隣りんの勢力図が一気に書き換わる一大事!!　ティルナード様の結婚式もまた延期になってしまいます。早急に確かめたく思いまして、参上いたしました」

「……言っておくが、まず女王陛下の結婚式が前提だからな？　ティルたちをおまけ扱いする気はないが、あまりおおっぴらにそういうことは言うなよ？」

　動揺しつつも、根っこは変わらぬセイグラムにカシュヴァーンは呆れ顔になった。その分冷静さを取り戻したらしく、言葉を探す間を置いて口を開く。

「〈翼の祈り〉参戦の報は聞いたが、そっちは初めてだぞ」

「私は逆にそちらが初耳です」

　険けわしい表情で話し合う二人の側へ、アリシアはとと、と小走りに駆かけて近づいた。

「おはようございますカシュヴァーン様、セイグラム。ねえセイグラム、妃殿下とユベル殿下のことは、何か聞いている？」

「……いくつか話を聞きましたが、こちらは完全に流りゆう言げん飛ひ語ごですので、お耳に入れる必要はないかと」

　一瞬のためらいの後、いつも過ぎるほどに率直なセイグラムとしては珍めずらしく言葉を濁にごした。おそらくは聞くに堪たえない、醜しゆう悪あくな内容なのであろう。

「ところでバルロイ様たちもこちらとうかがいましたが、いらっしゃいますか。手持ちの情報のすり合わせをしたく思いますが」

「昨日きのうはいたんだが、今朝方〈翼の祈り〉参戦の情報の真しん偽ぎを確かめるために、出て行ってしまったな。俺が共有すべき情報は聞いているので、差し当たっては問題ないが」

　息せき切って登場したセイグラムに起こされたアリシアであるが、もっと前にバルロイたちは出発していたのである。昨日は派手に飲み食いしていたが、やるべき時はびしっと決める傭兵たちなのだ。

「〈翼の祈り〉が参戦ですか……こちらも、確定情報ではないのですね」

　次々と持ち込まれた情報のすべてが正しければ、一番危ないのはクルセージュである。ただし隣りん国ごくであり、婚こん姻いんを介した同盟を結ぶ話も何度か出ていたシルディーンも無関係ではいられない。

「そうだ。ひとまず、この話は外に広めないでほしい。とはいえ、もう遅いのだろうが……」

　カシュヴァーンの重々しいつぶやきに、再び馬のいななきが混じった。荒々しい蹄の音が迫せまってくる。

「ティルナード様たちでしょうか？　申し訳ありません、一刻も早くこの情報を確かめたく思い、先行いたしましたが……到着は明日になるかと思っておりましたが、腕うでを上げられたようですね」

「いや、違うよ」

　セイグラムの発言を否定したのは音もなく現れたルアークである。大きな緑の瞳ひとみが、なぜかちらっとトレイスを見た。

「なんだ？　ルアーク」

　怪け訝げんな表情をするトレイスが聞き返すが、ルアークは答えない。アリシアやカシュヴァーンも似たような顔をしているものの、「息子」に絶対の信頼を置いている二人は、少なくとも相手が敵ではないことを察知して事態を静観していた。

　程なく、馬身から噴ふき上がる汗が見えるような勢いで走る音が屋敷の前で止まった。どかどかと乱雑な足音が続き、扉が大きく開け放たれる。

「邪魔するよ！　ありゃ、なんだい、騒さわがしいねェ」

　堂々と侵入してきたのは、真まっ赤かに真っ黄に真まっ青さおと、色しき彩さいの暴力で肢し体たいを飾り立てたラグラドール人の美女である。バルロイ同様傭兵団の団長を務つとめるシャンテ・キャストリーだ。

「ひっ」

　彼女の姿を見た瞬間、条件反射でトレイスが引きつった声を上げた。しかしシャンテは以前までのように彼にちょっかいをかけることなく、その主あるじへと鋭するどい視線を向ける。

「ご機き嫌げんよう、強公爵閣下。マルグレートの王が死んだって噂が流れているが、どうする？」

「えっ？」

　まさかの情報に、アリシア以下その場の全員がぎょっと眼を見開いた。

「今、デュランダール陛下崩御という話を聞きましたが……まさか、マルグレート王まで？」

「あン？　あのごつごつしたじいさんが死んだってェ？」

　シャンテはその報は初めて聞いたらしい。大きくまばたきした彼女へと、カシュヴァーンは質問を飛ばした。

「シャンテ、先にお前が持ってきた情報について確認したい。亡なくなったというのはファルハド陛下のことか？　前王バイアト陛下とごっちゃになっていないか？」

「こっちもそれを聞きたくて来たのさ」

　あっけらかんと、シャンテはそう言ってのけた。まさかの切り返しに黙だまったカシュヴァーンを見つめて、にやっと笑う。

「その顔だと、他の噂もずいぶんとまァ、いろいろと入ってきているようだねェ」

「シャンテ様は、他にどんな話をお聞きですの？」

　アリシアが尋たずねると、シャンテはそうさね、と記憶を辿る顔をした。主に十代の美少年ばかりを侍はべらせて悦えつに入いっている彼女にとって、自分以外の女はおしなべて敵であるとして素そっ気けなく扱うが、アリシアは数少ない例外だ。夫以外は眼に入っていない既き婚こん者しやである上に、変な男にしかもてない彼女は敵になり得ないからである。

「ただじゃ教えない、と言いたいところだが、この状況を収束させるほうが先だろうねェ。ラグラドールとクルセージュが戦場になっちまい、マルグレートも代替わりしたばかりとあっちゃ、残る強国はこのシルディーンだけだ」

　ラグラドール人は基本的に国こく粋すい主義者であり、白い肌の民など財さい布ふとしか見ていない。白い肌の民が彼らを差別してきたからであるが、近年シルディーンにはカシュヴァーンや女王エルティーナなど、ラグラドール人を公おおやけの場に招しよう待たいするような権力者も現れ始めた。幾いく分ぶん敵てき愾がい心しんが薄れてきていることに加え、財布がなければ傭兵団も成り立たないと商売人らしい考えも働いている様子だ。

「と言っても、おそらくはそっちも知ってそうな情報ばかりさ。やれクルセージュ王が弟の呪のろいで死んだ、いやマルグレート王こそが呪いで死んだ、この調子だとそのうちシルディーンの女王も殺されるんじゃないかい？」

「前王や前々王に呪われて？　あり得るな」

　自じ虐ぎやくとも皮肉ともつかぬものを飛ばしたのは、騒ぎに気づいて起きてきたゼオである。直後にトレイスの肘ひじ鉄てつが脇腹に入り、大おお袈げ裟さに咳せき込み始めた。

「まあ……！　クルセージュの亡きテオドール殿下が大だい活かつ躍やくですわね!!」

　アリシアは自分好みの単語の羅ら列れつについ興こう奮ふんしてしまってから、しゅんと肩を落とす。

「ごめんなさい、呪いと聞くと我が慢まんができなくて……」

「王家にも状況は逐ちく一いち報告しているんでな。頼むから向こうの使者の前で余計なことを言うなよ？」

　シルディーン元王の自虐発言を聞いたところではあるが、釘は刺しておくべきだろう。妻を軽くたしなめたカシュヴァーンは、シャンテに別の角度から質問する。

「流言をばらまいているのは、やはり元〈玩具の兵隊〉か？　ラグラドール内にも潜せん伏ぷくしていた連中がいたようだが」

　武力と情報収集の双方で、ラグラドール人を制することができるとすれば元〈玩具の兵隊〉ぐらいなのだ。これまでは傭兵たちのほうが圧倒的に数と連れん携けいで勝っていたので、実戦はとにかく情報戦では勝負にならなかったが、伏ふく兵へいの存在が明らかになったことで逆転した。

「全部が全部そうじゃあないが、奴らの暗あん躍やくは間違いないねェ。……あたしの子こ猫ねこちゃんの中にも、ひとりいたよ。いきなり斬きりかかってきたんで、対処せざるを得なかった」

　シャンテの部下にまで、元〈玩具の兵隊〉が混じっていたらしい。見た目が好みであれば入隊の判定が甘くなる彼女であるが、武人としての能力はバルロイにも匹ひつ敵てきする。その眼をごまかしていたとなると、残党の中でもかなりの手て練だれだったのだろう。

「今回のようなことがなければ、過去を隠したまま、お前の部下としてそれなりに幸福に生きていけただろうにな……」

「どうだろうねェ。あたしのことが本当に好きなら、正体を明かすか、あるいは知らんふりしていてくれりゃよかったのさ。結局のところ、あの子の心を開かせる力があたしになかったんだろう」

　さばさばとシャンテは認め、トレイスがつられたようにしんみりした顔になった。沈んだ空気の中、アリシアは長身の彼女を見上げて笑う。

「知らんふりをして従ってくれている方は、他にいるかもしれませんわ」

「……そうだねェ。あたしを慕ってくれる子たちのために、がんばらないとね」

　ぽんぽんと亜麻色の頭を叩いて笑ったシャンテは、ぐるりと周囲を見回した。

「ところでバルロイはどこだい？　三十越えたおっさんの顔などあまり見たくもないが」

「手持ちの情報のすり合わせをしたいんだろう？　一度戻るように連絡するから、少し待ってくれ。情報だけではなく、俺たち自身が行き違っていると収拾がつかなくなる」

　セイグラムには共有すべき情報は持っている、問題ないと言ったカシュヴァーンであるが、シャンテまで別の情報を携たずさえてきたとなると話は別だ。心得顔のルアークはすでに姿を消し、トレイスも会談の場を用意するために召めし使つかいたちへ指示を出し始めた。







　引き返してきたバルロイも加え、緊急軍議が行われたものの、手持ちの情報を共有し合うだけで終わってしまった。

「結局のところ、確かなのは、元〈玩具の兵隊〉が暗躍しているってことだけか」

　ラグラドール人たちとセイグラムは用意された客室へと引き揚げていった。議長を務めていたカシュヴァーンは、軽く伸びをしながらぼやく。

「それ以外は、確証を持てないということですものね」

　相あい槌づちを打つアリシアも少々焦あせりを感じるが、ここで急せいては元も子もない。正確な情報は時にどんなものより貴重な資源なのだ。

「差し当たって、一番の懸けん案あんは」

「プレアーナ様たちの行方ですわよね……」

　彼女たちについてはセイグラムが口に出すのをためらうほどの、胸が悪くなるような噂話しか流る布ふしていないのだ。心情的に心配であるし、政治的にも肝かん要ような部分である。

「そうだな。ここが解決しないと、仮に他のすべてが解決したとしても俺たちへの責任追及は免まぬかれない」

　仮に戦闘が収まったとしてもだ。自領に逗とう留りゆう中ちゆうの他国の王おう妃ひと王子が消息不明、という問題はそのまま残るのである。むしろ戦闘勃ぼつ発ぱつにより、責任追及を免れている状態と言えよう。

　ジェリオの仕し業わざであることは判明しているものの、アズベルグ領内で拉ら致ちされた事実は消えないのだ。デュランダールがただの被害者であれば共にジェリオたちを締め上げればいいが、彼がすべてを画策したとすればまずい。監かん督とく不ふ行ゆき届とどきを理由に、どんな難なん癖くせでもつけられる。

「あのさ、カシュヴァーンおにいちゃん、アリシア。俺に、王妃様たちの行方を追わせてくれない？」

　その場に残っていたルアークが、難しい顔をしている「両親」に提案した。

「ルアーク、しかし……」

　一瞬止めようとしたカシュヴァーンをさえぎって、彼は理由を説明する。

「素す性じようを隠して生きてきた元〈玩具の兵隊〉まで、大活躍中って話だからね。ここは元〈玩具の兵隊〉一番の『死神』の出番だと思うんだ」

「……誰かを伴わせたいところだが、足手まといにしかならんだろうな」

　代案もないと悟ったカシュヴァーンは、苦笑いしてみせた。

「そういうこと。いやー、一番はつらいよ」

　皮肉でもなく笑うルアークを、アリシアは少しだけ不安そうに見やる。

「もうすぐあなたのお誕生日なのだから、できれば早めに帰ってきてね」

「分かってるよ、アリシア。アリシアのお誕生日にも、可能な限り間に合わせるよ。今年は気のきいたものは用意できそうにないから、アズベルグの平和ってことで我慢してね」

　ルアークの本当の誕生日は不明なので、「両親」の誕生日の間をとった日に設定されている。カシュヴァーンが年の終わり、アリシアが春の初めなので、その日はもう眼と鼻の先なのだ。

「俺も行く」

　そこへゼオの宣言が加わり、カシュヴァーンが何か言いたそうな顔をした。

「いや、ルアークと一緒にって話じゃない。腕にはそれなりに覚えがあるが、『死神』と行動を共にできると思うほど自うぬ惚ぼれてはいないさ。お前はまずシルディーン内の再さい捜そう索さくだろう？　俺はマルグレートに行く」

　一いつ拍ぱく置いて、付け加えた。

「このどさくさで、フロリアンの馬鹿が殺される前に見つけて恩を売らないとな」

「そうですわね……」

　アリシアも重いため息をついた。ジェリオを裏切り、そのジェリオも処しよ罰ばつを受けた現在、ゼオの価値はないに等しい。当然人質を生かしておく意味もないのだ。殺す意味もないのだが、放ほう逐ちくを期待するのは楽観家のアリシアでも困難な状況である。

「それに、ジェリオのところにいた時のことを思い出してみたが、奴への反はん抗こうに応じなかった元〈玩具の兵隊〉の連中はジェリオに忠誠を誓ちかっているという風でもなかったし、少し調べてみたい。手勢を貸してくれないか？」

「お前の見張りも兼かねて、ということか？　いいだろう。人員の選抜をして、明日中に出発してくれ」

　ルアークならまだしも、この先行きの見えない状況でゼオを単独で放り出すなど処しよ刑けいに等しい。是ぜ非ひもなく承しよう諾だくしたカシュヴァーンを見て、ゼオが呆れた顔をする。

「あっさり行かせるなぁ」

「マーベルもいない今、お前ひとりを泳がせたところで、何ができるとも思えないからな」

「今のままですと、居い候そうろうされているだけですしね!!」

　笑顔のアリシアに追い打ちを食らい、さすがのゼオも苦笑せざるを得ない。

「分かったよ。ただのゼオになった以上、食い扶ぶ持ちぐらいは自分で稼かせがないとな」

　もう怪物王子ですらないのだ。そう言って笑うゼオの顔は明るく快活なものではあったが、以前のようなうそ寒さは消え失うせていた。







　翌日の朝早く、セイグラムが前日言っていたように、彼の主たちが息せき切ってライセン家を訪ねてきた。

「ライセン、無事か!?」

「カシュヴァーン様、大丈夫ですの!?」

　口々にそう言いながらカシュヴァーンへ駆け寄ってきたのは、明るい茶色の髪をした若者と見事な赤毛の美女だ。レイデン家当主ティルナード・レイデン、その婚こん約やく者しやであるノーラ・フィラル・ド・ガーゼットである。

「どうした、顔色が悪いぞ。さては、またおかしな情報が……!?」

　今度はなんだ、と緊張するカシュヴァーンの顔を見上げて、ティルナードは久しぶりに泣きそうな眼をした。

「ああ、よかった……お前が死んだ、などという情報が流れているんだが、生きていてよかった!!　殺しても死なない男だとは思っていたが、幽ゆう霊れい好ずきのアリシア様の好みに合わせていたら、と……!!」

「カシュヴァーン様は冷静な判断力をお持ちの方ですけど、こと奥様に関してだけは、夫馬鹿としか言いようがありませんからね……!!」

　ノーラまで瞳を潤うるませている。普段ならさすがに信じなかっただろうが、飛び交かう訃ふ報ほうにだいぶ神経をやられている様子だ。

「まあ……確かにカシュヴァーン様は、幽霊になってもかっこいいでしょうけど……個人的には角つのか牙の追加を推すい奨しようしたいわね」

　アリシアがいつもの調子で同意すれば、カシュヴァーンが大袈裟に眉を上げた。

「これは驚いた、女王陛下より先に俺が死んだか」

「カシュヴァーン様」

　トレイスにたしなめられて、カシュヴァーンは肩を竦める。

「分かっている。女王陛下も間もなくみえるということだからな、くだらん発言は控えよう」

　深刻になりすぎないのが彼らのいいところではあるが、時と場合と相手が大事だ。忠告を真面目に受け止めたカシュヴァーンは、ティルナードに向き直った。

「それはそうと、ちょうどいい、ティル。先日連絡していたと思うが……」

「……ああ」

　騒ぎを聞きつけたか、階段を下りてきた人影を見てティルナードが表情を引き締める。

「久しぶりだな、ゼオ」

「ああ、久しぶりだな、ティル。元気そうじゃないか」

　今も背に残る傷きず痕あとを刻きざんだ、元いじめっ子との再会である。アリシアたちとの出会いを経へて、心の傷はあらかた浄じよう化かされているとはいえ、悲しい反射による緊張が二人を包んだ。

　そこへノーラが、豊かな胸を張り出すようにして割り込んでくる。

「ちょっと、ティルナード様と話すなら、その前に私に挨あい拶さつをなさったら!?」

「これは失礼。久しぶりだな、ノーラ。相変わらず美しい」

「あ、当たり前じゃないですの。だって私、ティルナード様に愛されまくっておりますもの!!　私たちの愛は無敵!!　今さらあなたが出てきたところで、ぜーんぜん揺ゆらいだりなどしませんのよ!?」

　ノーラもゼオのことは苦手だ。大たい抵ていの人間は彼のことを苦手としているので無理もないが、未来の夫を庇かばおうと、彼女は強気に言い返した。
















　昔のティルナードはゼオルディスだったゼオと、彼がけしかけてくる子供たちに対抗することができなかった。心身に刻まれた傷を慰い撫ぶしてくれた最初の後見人は、ティルナードを「名家レイデンのおぼっちゃん」としてしか認識していなかった。しかし今のティルナードは、心から自分を愛してくれるノーラと、鞭むちを手に近づいてくるセイグラムに支えられているのである。

「ノーラ、ありがとう。セイグラムもありがとう、でも落ち着け」

　二人を微び妙みように違う言い方で制したティルナードは、しっかりとゼオを見み据すえた。

「──僕は元気だが……、お前はそうでもないな、ゼオ。マーベルの件、僕も心配している」

　カシュヴァーンから伝え聞いた情報を元にした率直な労いたわりを聞いた途と端たん、ゼオが次の言葉に詰まった。

「はああ……私のティルナード様、かっこいい……!!」

「直球ながら、それゆえにこの方には効きそうな切り返しですね。十点加算です」

　ノーラが感かん極きわまった声を出し、セイグラムが手にした鞭でぱしぱしと己の手の平を叩きながら採点した。ゼオはつまらなそうに唇をとがらせる。

「お前たちときたら、俺がちょっと諸しよ国こく漫まん遊ゆうを楽しんでいる間に、どいつもこいつも可愛げをなくしやがって……」

　ティルナードなら優位に立てると思っていたらしく、ふくれるゼオを見やってカシュヴァーンが口を開いた。

「ティル、頼みがあるんだが。ゼオはこれから、マーベルその他の状況を探さぐりにマルグレートへ行く。ジェダを同行させてやってくれないか？　他にも何人か、俺の部下を同行させる予定ではあるが」

「え？」

　当とう惑わくする彼の後ろに、ルアークをあと五歳年長にしたような銀髪の青年が出現した。

「いいか、ジェダ」

「……ご命令とあらば」

　ジェダは直接ゼオに恨みはないものの、主との確かく執しつは理解している。仕事であれば即断できる彼にしては珍しい、刹せつ那なのためらいがそれを示していた。他の面々も止めるべきか、思案の間があった後、ティルナードが重い口を開く。

「まあ……元〈玩具の兵隊〉と渡り合うことを考えれば、ジェダが行ってくれたほうがいいか。僕にはセイグラムもいるし……」

「ルアークは妃殿下と王子殿下の行方を追っているのでな」

「レネは絶対、ゼオ様と一緒には行ってくれないでしょうしね」

　アリシアも横から言い添えると、ティルナードは不安そうにジェダを見つめた。ジェダは、無言で彼にうなずく。

「ジェダに異存はないようだし……、よし。なら、許可しよう」

「ティルナード様!?」

　事態を見守っていたノーラが悲鳴じみた声を上げた。

「よろしいんですの？　ジェダは、その……」

　ジェダの性質を熟じゆく知ちしている誰もが、この組み合わせに危機を感じているのだ。もちろんティルナードはその筆頭であり、きっとゼオを睨みつけた。

「おい、ゼオ。ジェダは純じゆん粋すいなんだ。すぐに周りの影響を受けるんだ。お前、変なことを教えるんじゃないぞ!!」

「それを面と向かって俺に教えるお前が、純粋で疑うことを知らないよな」

　そこは変わりないな、と嬉しそうに笑ったのも束つかの間ま、ゼオはそれ以上話を発展させるのをやめた。

「だが、分かった。楽しそうな玩具だが、遊んでいる暇はなさそうだからな。来い、ジェダ」

「分かりました」

　ティルナードに一礼したジェダは、ゼオに続いて屋敷の外へと出て行った。すでにジェダ以外の人員は選ばれて、屋敷の前に待たい機きしているのだ。

　二人が去ったところで、ティルナードが耐えきれなくなったようにカシュヴァーンへ訴えた。

「だ、大丈夫かな……バルロイとセイグラムにゼオの成分まで入ったら、僕はもうジェダを扱いきれる自信がないぞ……!!」

　癖くせのない素地に曲くせ者もの二人が混入したおかげで、突とつ拍ぴよう子しもない言動も増えたジェダである。カシュヴァーンとはまた違う器うつわの持ち主であるティルナードだが、よりによって、というのが素直な心情であるようだ。

「あら、そのお三方が合体したら強そうですわね！　元々ゼオ様は、カシュヴァーン様とルアークの成分があるという話でしたし」

　楽しげなアリシアであるが、多少なりとも気き遣づかいを覚えた彼女は、たとえゼオがいなくなろうとも合キ成メ獣ラという単語を持ち出そうとはしないのだった。楽しくて仕方がなかった怪かい奇き仮か装そう舞ぶ踏とう会かいのことを思い出すと、あれからまだ一年足らずしか経過していないことが不思議に思える。当時のアリシアたちにとってクルセージュは仮想敵国だったが、現在は完全な敵国となった可能性が高い。

「大丈夫だろう。ふらふらよろよろ、危なっかしいが、ルアークの兄とレイデン家の守しゆ護ご者しやという地じ盤ばんを得て、だいぶ人格が固まってきたように思えるぞ」

　アリシアと出会い、かんしゃく持ちとの噂がほぼ消えたカシュヴァーンが言うと説得力がある。

「それに、ティルだって成長したんだしな。正直俺では、セイグラムの主人は務まらなかったと思う。そういうお前の成分がジェダに入っている限り、大丈夫だろう」

　護ご衛えいとして常日頃側に張りついているのだから、現在はティルナードからの影響が一番大きいはずなのだ。

「結局のところ、人間関係は相性だ。ゼオは素直な人間には、案外自分も素直になるからな。銀髪も好きだし、ジェダを取られないように気をつけろよ？」

「は？　馬鹿をおっしゃいますな。ティルナード様にお仕えする喜びを一度味わった者が、他の主など選ぶ訳がないではないですか」

　真顔で言い放ったセイグラムの手は、いまだに鞭をぱしぱしと打ち鳴らしている。

「な？　俺にセイグラムの主は無理だろう？」

「私がお仕えしたく思う方は、カシュヴァーン様ただおひとりですからね……？」

「分かっている。ありがとう、トレイス」

　謎の対たい抗こう心しんを出したトレイスの頭をひと撫でしたカシュヴァーンに、黒髪のメイドが近づいていた。料理人のダンと共に、ここが「ハルバーストの薔薇屋敷」だったころから仕えてくれているセイラだ。

「カシュヴァーン様、王家の方々がおみえでございます」

「分かった」

　近づいてくる音は聞こえていたが、元〈玩具の兵隊〉たちが側にいないので、さすがに誰かまでは分からない。伝言を受け取ったカシュヴァーンは、自らの手で扉を開け放った。

「久しぶり、でもないかしら？　カーシュにアリシア」

「エルティーナ様！」

　やって来たのは、薄曇りの空の下でもまばゆく輝く美び貌ぼうを持つ金髪の男女である。女性のほうはエルティーナ・フィラル・ド・シルディーン。シルディーンの女王であり、元々非常な美人であるが、今の彼女は内側から発光するような輝きを発していた。ドレス姿ではなく、内乱中によく着ていた乗馬服で髪も素っ気ないひとつ縛りであるのにだ。

「まあ……エルティーナ様ったら、まぶしいぐらいにお美しいですわ……」

「ありがとう。愛の力かしらね、やっぱり」

　普段より化け粧しようが薄めのせいか、白はく磁じのような頰がほんのりと薄うす紅べに色いろに染まる様がよく分かった。その横で宰さい相しようことジスカルド・オーデル侯こう爵しやくも似たような顔をしている。カシュヴァーンはにやにやしながら元犬けん猿えんの仲の男の眼を覗のぞき込み、祝福を告げた。

「改めまして、婚約おめでとうございます、女王陛下、オーデル侯爵」

「……う、う、む」

　エルティーナに結婚そのものをないことにされた衝撃により、「汚お泥でいの民」と蔑んできたバルロイを恋の師匠とするに至ったジスカルドだ。その過程でカシュヴァーンとの仲も改善されたので、兄弟子からの祝福を面おも映はゆそうにしながら受け入れた。

「そのあたりの話をじっくりお聞かせいただきたいですが、この状況をなんとかするほうが先ですね」

「残念なことに、そうよ。ごめんなさいね、ノーラ。せっかく一緒に式を挙げようということになったのに、また延期になってしまいそう」

「いいえ！　滅めつ相そうもありません!!　身に余る僥ぎよう倖こうでございますわ!!　うちの母など、今から卒倒せんばかりで……!!」

　水を向けられたノーラこそが、今にも気を失いそうだった。

　結婚式を挙げかけては邪魔が入り、悟さとりの境地に達しかけたところでまさかの大逆転、王宮で女王と合同での挙式である。セイグラムはご満まん悦えつで眼鏡をくいくいさせているが、ノーラは元々この屋敷のメイドだ。大貴族であるガーゼット家の養女になったとはいえ、実の母同様畏おそれ多い気持ちから脱しきれていないのだ。

「喜んでくれたなら嬉しいわ。ならばなおさら、このアズベルグにまで戦線が拡ひろがる前に、争いを止めないと」

　エルティーナもノーラの心境は分かっていようが、眼前の国難を解決しない限りまた結婚式は延期である。あえて本題に話を戻した。

「ここにいる者たちはすでに聞き及んでいることと思いますが、現在ラグラドールとクルセージュは交戦状況。被害はオーデル地方の一部にまで拡がっています」

　張りのある声で、エルティーナは戦況の説明を始めた。

「なお、〈翼の祈り〉参戦は事実とのこと」

「なんだと!?」

　愕がく然ぜんとしたのは、騒ぎを聞いて一階へ下りてきたバルロイだった。師匠の存在に気づいたジスカルドは、軽く一礼してからうなずく。

「おはようございます、師匠。ラグラドールへ派は遣けんしていた斥せつ候こうから連絡が来ました。残念ながら、そのようです」

「お、おう……」

　自分で師匠として扱えと言っておきながら、真面目に弟子としての態度を取られると後ろめたさを覚えるバルロイである。だが今は、そんなことを言っている場合ではない。ジスカルドの勲くん功こうを褒めたい気持ちも含めていったん脇に置き、要点を質問した。

「それは、現聖女アーシェルも納得してのことか？」

「その様子はありません。末端が先走ったように見える、とのことです。ただし、あくまで主観の情報。教団の上層部が今どうしているかは分かりません。最悪の可能性も、考えておいたほうがよろしいかと」

「クロエ様……」

　友の状況を憂い、アリシアはそっと瞳を伏ふせた。

　硬こう質しつな美少女と見せかけて、素手で大の男を打ちのめせるほどの筋力を持つクロエであるが、荒あら事ごとを好む性格ではない。此こ度たびの戦いを彼女が望んで起こしたとは思えず、どういう状況であれ、きっと心を痛めているだろう。願わくば、体を痛めつけられるような状況にないことを祈るばかりだ。

　真の聖女と呼ばれた過去もある妻の肩をそっと抱いて、カシュヴァーンが口を開いた。

「ちなみにクルセージュ王やマルグレート王崩御の話はまだ真偽不明だ。マルグレートの件は、クルセージュの噂が出てきた後にわっと広まったらしいので、前王崩御とごっちゃになっただけと睨んでいるが……クルセージュのほうは、まだ分からん。なお、俺はこのとおりぴんぴんしている」

　ここ数日で持ち込まれた情報を総そう括かつしてみたものの、つまりはよく分からないということなのだ。確定したと見ていいのは、〈翼の祈り〉参戦だけだろう。

「そのようね。国外のことも気になるけれど、王としてまずは我わが国の被害を最小限で食い止めないと。差し当たって、国内の最前線はオーデル。アズベルグは、その補給基地として位置づけます。いいわね？　カシュヴァーン」

「異存ありません。ただ、食料の補給に関しては、あまり期待しないでいただきたいが……」

　オーデルは風ふう光こう明めい媚びな平地が多いが、起き伏ふくが激しいアズベルグの地は天然の要よう塞さいであり、土地勘がない者が深くまで侵しん攻こうしてくるのは難しい。頼みもしない長逗留をしたジェリオなら地図を作成している可能性もあるものの、彼は処罰を待つ身のはずである。万一オーデルが突破された場合に迎むかえ撃うつには相応しいが、いまだに冬期の餓死者が出る貧しい土地なのだ。

「それについては、レイデンにお任せを！　ラグラドール人の抜け道を使えば、さほどの時間をかけずに兵ひよう糧ろうを運ぶことが可能です」

　オーデルに勝まさるとも劣らぬ豊かな地の領主であるティルナードが、毅き然ぜんと請け合った。

「ありがとう。頼りにしてるわ、ティルナード」

　エルティーナが唇を綻ほころばせると、ティルナードは感極まった顔をする。

「女王陛下が、僕を名前で……！」

「ティルナード様、今からでも遅くありません。陛下に鞍くら替がえしてはどうですか？」

　主大事が過ぎるセイグラムのすべてを台なしにする進言に、ノーラのまなじりが吊り上がった。たちまち始まった言い争いをよそに、エルティーナはバルロイにも声をかけた。

「ラグラドールにも正式に出兵をお願いしたいけど、いいかしら」

「たっぷり弾んでいただければね。とはいえ、こっちもシルディーンの援えん護ごは助かる」

　常ならばシルディーンの援助など撥はねつけそうな傭兵たちであるが、今は非常事態だ。やせ我慢することなく、素直に差し出された手を取った。

「決まりね。では、シルディーンとラグラドールの合同部隊をオーデル地方に派兵します。アズベルグは後方支し援えんとして協力すること。ただちに軍議を開きます。カシュヴァーン、早速だけど、どこか広い部屋を貸してちょうだい」

「……この人数だと、この屋敷では食堂しかないですね。アリシア、お前も来い」

　仲間が増えるのはいいことだが、この屋敷はそもそも人の出入りが少ないので、一度に大勢が集まる場所がないのだ。アリシアがまた特産品の話を始めぬように願いながら、カシュヴァーンは一同の案内を始めた。







　周辺の地図を囲んでの軍議は長時間に及んだ。食事休きゆう憩けいを挟はさんでなお話は続き、大まかな方針を決めた後は各集団ごとに情報の伝達や小規模な軍議を必要とする。明日以降の動きが決まったのは、夕食後にまで及んだ話し合いの席でだった。

「……はぁ」

　緊急事態に足並みを揃そろえてはみたものの、細かなことを突き合わせれば、元々利害関係の奥に潜んでいたひびが浮き上がる。以前に比べれば相当軽減されているとはいえ、神経を削けずられるやり取りも幾度となくあった。成り行きでシルディーンとラグラドールの緩かん衝しよう材ざいを務めていたカシュヴァーンは、自室に入った時点で疲労困こん憊ぱいしていた。

「カシュヴァーン様、お疲れ様です」

「いや、お前が空気を読めな……ではなく、爆ばく弾だんを放り込み……いやいや、場の硬こう直ちよくを長引かせないでくれて助かった」

　自国に有利な流れにしようとして、主にバルロイ対ジスカルド、シャンテ対エルティーナという空気が醸じよう成せいされるたび、アリシアがよりえげつない要求を持ち出して話をうやむやにしてしまうのだ。加熱した頭に冷や水をかけられた者たちは、今ここで自分たちが争っていても仕方がないと思い出すのだった。

「まあ、お役に立てたようで嬉しいですわ！　ですけど、本当に忙いそがしくなるのは明日からですものね。さ、カシュヴァーン様、早くおやすみに……っ、あ」

　手早くベッドメイクをしたアリシアが寝台から振り返った途端、背中から抱き締められた。滑すべるように近づいてきた夫の長身が、彼女をすっぽりと包み込んでいる。

「悪いが、先払いでご褒美を、いいか？」

「さ、さささ先払いは私はあまり、踏み倒される可能性を考えますと、んんッ……！」

　商売人根こん性じようごと吸い取るように、少し強引にあごを取られて唇を奪われる。しかしアリシアを黙らせた後は、カシュヴァーンは小さな頭に体重を預けるようにして疲れた息を吐き出した。

「頼む。さすがにお前を前線には出せないからな。とはいえ俺も、今回は後方支援の指し揮きを執とるため、アズベルグを動かないことにはなったが……」

「オーデル地方の被害状況によっては、カシュヴァーン様も前線へ赴かれるかもしれませんものね……分かりましたわ、いらして」

　先払いは嫌だが、払わないのも居い心地ごこちが悪いものだ。──払えないのは、もっと嫌だ。彼と引き離されていた時分の空くう虚きよさを思い出し、振り返って両腕を広げる。

　無言で身を寄せてきたカシュヴァーンを、ぎゅっと強く、抱き締めた。体格差の関係上抱きついているようにしか見えないだろうが、気持ちとしては確かに抱き締めていた。

　互いの心臓の音が響き合うような距離で、どれぐらいいただろうか。「おなかが痛い」感じはせず、かつて父の腕に抱かれていた時のような安らぎを覚え始めた頃、カシュヴァーンが低い声で問いかけてきた。

「デュランダール陛下が、本当に俺たちを裏切ったと思うか……？」

　最近の彼にしては珍しい、どこかすがるような響きを聞いて直感的に理解した。あまり表に出さないよう気をつけているが、カシュヴァーンは父に似た憧どう憬けいを抱いていた相手に裏切られた気分で、ひどく傷ついている。

　デュランダールと実父レジオールが似ているという話ではない。象しよう徴ちようとして、あるいは理想としての「父親」、そして「夫」。カシュヴァーンとアリシア同様、はじめは互いの利益の一いつ致ちから再婚した二人が愛情を育はぐくみ、その結晶として子供をもうけて幸福な家族となった。

　貴族の政略結婚も再婚も珍しい話ではないが、血の通う家庭を築きずける者は少ない。ましてや、カシュヴァーンはアリシアを金で買い、デュランダールに至っては夫と息子を殺して奪ったのだ。

　デュランダールも、カシュヴァーンが羨うらやましいと口にしていたことを思い出す。苦い後こう悔かいをたたえたあの表情に、噓うそはなかったように思う。

「私は陛下が裏切ったとは思っておりませんし、亡くなってもいないと思いますわ」

　まずはアリシア自身の考えを率直に声に出した。

「ですけど、本当のことは分かりません」

　続けてさらに率直に突き放せば、胸元に苦笑の気配が広がる。

「……そうだな。それは、今から分かることだ」

　疲れて妻に甘えてきたカシュヴァーンであるが、あくまで一時的なこと。愛した女に振り向いてもらえなかった悲しみに囚とらわれ、現実と妄もう想そうの境界をさまよい続けていた父とは違うのだ。己を苛さいなむ真実と向き合わぬ限り、疲労の原因は消えないのだから。

「ところでアリシア。お前はサファイアの流通経路と同時に、『肥料要らず』を香辛料として流通させる経路も模索しているそうだな」

「ええ、そうなんです！」

　吹っ切れた顔になったカシュヴァーンに聞かれて、アリシアははりきって答えた。

「ダンにも相談しまして、今はいろいろと試作品を作っている段階ですわ。香辛料の中には興奮剤として用いられるものもあると聞きます。兵士のみなさんにこれを飲ませるのはいかがでしょうか!?」

「いや、アリシア、それはちょっとな……薬物を用いて、暗殺者に仕立て上げるような話は聞いたことがあるが……とにかくだ」

　わざとらしい咳せき払ばらいで曖あい昧まいに濁すと、強引に話を進めていく。

「俺が言いたいことはひとつだ。『肥料要らず』など使わずとも、俺はお前単体で、十分興奮できる」

　とん、と軽く肩を押された。ほとんど触れられただけに等しかったが、呆あつ気けなく体たい幹かんを狂わせたアリシアはそのまま仰あお向むけにカシュヴァーンの寝台へと倒れ込んだ。

「あら？」

　アリシアの体重は軽々と受け止めた寝台が大きく軋きしむ。カシュヴァーンが彼女の上に乗り上げてきたからだ。

「明日からはさらに気を揉もむ日々が始まる。その前に、たっぷりご褒美の前払いを頼むぜ。たっぷりとな。言っておくが、ルアークもいないので、助けを呼んでも無む駄だだからな？」

「ジェ、ジェダをゼオ様と一緒に行かせたのは、このため……!?」

　愕然とするアリシアの眼鏡がひょいと奪われた。片手でそれを枕まくら元もとに避難させながら、カシュヴァーンはもう一方の手で優しく妻の頰を包む。

「死神姫と添うならば、暴君ぐらいでちょうどいいだろう？」

　悪あく辣らつな笑みを浮かべるカシュヴァーンは、やはり「アズベルグの暴君」。意気消しよう沈ちんしているより何倍も魅み力りよく的てきな表情を見ていると、この後のことも忘れて微笑んでしまうアリシアなのだった。

　翌朝、レネに「大変参考になりました」と告げられた時には、夫婦揃って赤面した。











第二章　亡命者来たる






　アズベルグ地方に王家の補給基地が置かれてから早七日。日に日に春めいていくために日照時間が長くなり、夕食の準備を始めるころにはまだ外が明るい。

　そんな時間にカシュヴァーンが帰ってくるのも、最近は珍めずらしいことではなくなった。

「お帰りなさいませ、カシュヴァーン様!!　今日もお早いお帰りですわね!!」

　台所にて料理人たちと香こう辛しん料りようについて熱い談義を交かわしていたアリシアは、話をいったん中断して一階の広間に出て夫を迎むかえた。

「ああ、そうだな。おかげさまで、と言うべきか」

　トレイスにマントを預けるカシュヴァーンの表情は、どこか煮にえきらない。

「アズベルグを後方支し援えんの拠きよ点てんとする必要がなくなるかもしれん。前線の位置は、今やクルセージュとの国境ではないからな。最早完全に、クルセージュ内に侵しん攻こうしている」

　そうなれば、富めるレイデンの協力もあるとはいえ、アズベルグの少ない備び蓄ちくから兵ひよう糧ろうを捻ねん出しゆつせずにすむ。何よりアズベルグが戦せん闘とうに巻き込まれる可能性はこれで潰ついえたと見ていいだろう。領主としては喜ぶべき場面のはずだが、カシュヴァーンは納得がいかない顔をしており、アリシアもその理由を知っていた。

「クルセージュは、そんなに旗色が悪いのですか……？」

「そのようだな。向こうからけんかを売ってきたはずだが、当初の勢いがまるでない。そうなると、けんかを売られたほうが調子づく。ずるずると深追いしてしまった結果が今の状況だ。バルロイやクロエが、抑おさえてくれてはいるんだが……」

　戦況が変わったことによって余裕ができたため、情報はある程度正確に入るようになってきていた。戦せん端たんを開いたのはクルセージュ側であり、元々彼らが攻めてくるかもしれない、とぴりぴりしていたラグラドール人がそれに呼応した。デュランダールが〈翼つばさの祈いのり〉の聖職者を追い出したことにより、内心怒いかりを溜ため込んでいた〈翼の祈り〉の一部の兵士も扇せん動どうに乗ってしまった。

「クロエ様も、よくやって下さっていると思うのですが……穏おん健けん派はを標ひよう榜ぼうされていただけに、内側に蓄ちく積せきしていた怒りを制せい御ぎよしきれないのかもしれませんね」

　一時は聖職者の道を選ぼうとしていたトレイスである。教団の動きには一ひと方かたならぬ思いがあるようで、いつも控ひかえめな彼にしては珍しく口を挟はさんできた。ちなみに破は廉れん恥ち警けい戒かい網もうが働いた際には少しも遠えん慮りよしない。

「クルセージュも兵を引かないのですよね」

「引かない、というより引けない、が正しいかもしれん。強きよう硬こう政策で鳴らしてきた国だ。ひとたび弱みを見せれば、溜め込んでいた反感で一気に突き崩くずされる可能性がある。事実、今そうなりかけている」

「残ざん虐ぎやく王おう」と呼ばれることを誇ほこるように、デュランダールは内外を問わず平等に無む慈じ悲ひな対応をとってきた。弟とその息子むすこを殺害してプレアーナを娶めとったのがその最たるものだが、弟に与くみした者たちの残党狩がりは内乱が終わった後も執しつ拗ようなまでに続けられたとか。怒れる王に捕ほ縛ばくされた反逆者たちは、血も凍るような方法で処しよ刑けいされたという。

　そんなクルセージュだからこそ、いざ事を起こした後は、反感を抱いだく気にもなれないほど徹てつ底てい的てきに敵を蹂じゆう躙りんせねばならないのだ。傲ごう慢まんな強者の敗北は周りの溜りゆう飲いんを下げるだけで、誰だれも同情してくれないのだから。

「……デュランダール陛へい下からしくありませんわ」

「……俺もそう思う」

　生育環境から価値観まで、あらゆる意味で両極端な夫婦の意見が一いつ致ちするという貴重な瞬しゆん間かんが訪おとずれた。

「本当に……お亡なくなりになっていて、舵かじを取る方がいないのでしょうか。次代の王となるはずだったユベル殿でん下かも、いまだ行方ゆくえ知しれずですし……」

「可能性はある。実際、陛下の目もく撃げき情報は途と絶だえている。戦いとなれば前線に立つことを惜おしまぬ勇ゆう猛もうさでもまた、畏おそれられてきた方だったのにな」

　ただ偉えらそうなだけでは嫌きらわれるだけだ。「残虐王」が憎にくしみと等しい畏い敬けいの念を集めていたのは、デュランダールが残虐だが卑ひ劣れつではないからである。実の弟を手にかけた蛮ばん行こうに眉まゆをひそめる人々も、弟を下した戦いの内容にけちをつけはしない。

「かつて内乱を起こしたテオドール殿下の元部下が挙兵したという噂うわさも入ってきている。連中に捕とらえられているのかもしれないな」

「ご家族を、人ひと質じちに取られて……？」

　いまだ行方知れずのプレアーナとユベルのことが、最悪の点と線で繫つながった。トレイスも息を吞のんだが、カシュヴァーンはゆっくりと首を振る。

「可能性はあるだろうが、続報を待とう。どうにも妙な塩あん梅ばいだ。下へ手たな勇いさみ足を踏ふむと、思わぬ落とし穴にはまりそうな気がする」

「そうですわね、ルアークもそろそろ帰ってくるでしょうし。妃ひ殿でん下かたちさえ見つかれば、残虐王もきっと……」

　戦闘終結の気配が漂ただよい始めたことによって、プレアーナたちの発見がなおのこと重要になってきた。アリシアは視線を遠くにやり、トレイスは「アリシア様、そちらには守り石しかありませんよ」と進言する代わりにカシュヴァーンを見上げる。

「マルグレートが、裏で糸を引いているのでは？」

「やはりお前もそう思うか」

　この状況で利益を得る者といえば、彼らを疑うのが筋すじである。クルセージュとの共きよう闘とうも、マルグレートの静かなる宗教侵しん略りやくがあったからなのだ。

「だが、現在のマルグレートを率ひきいるのはあのファルハド陛下だ。性格はもちろん、時期的にも動くとは考えにくい。父王の死に奮ふん起きして一気に行動を起こし、ジェリオを抑え込んで下さったが、あの方は本質的に穏健派だしな。実際、マルグレートでこの機に乗じてクルセージュへ攻め込むような動きは見られない」

　マルグレートの情報も徐々に入ってきている。傭よう兵へいたちの情報網もうが機能を回復しつつあることに加え、ゼオも連絡をよこしてくる。状況が状況であるためか、皮肉抜きの連絡は簡素で分かりやすく、バルロイたちが集めた情報と比べても矛む盾じゆんはなかった。

「ジェリオがこの状況を予見して、兵を伏せていた、という可能性はあるがな。しかし、いくらなんでも不確定要素が多すぎるだろう」

「そういえば、ジェリオ殿下は結局どうなったのですか？　あの方が亡くなった、という報せは聞いておりませんけど」

　さらりとアリシアが尋たずねれば、カシュヴァーンは肩をそびやかした。

「イズマイール殿下の助命嘆たん願がんが通ったようだぞ。これも〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉のおかげか？　命いのち冥みよう加がな野や郎ろうだ」

「まあ、よかった！　きっと私たちに感謝して、これからは勉強価格で取引をして下さいますわね!!」

　ジェリオには散々な眼に遭あわされたものの、恨うらみを引きずらないのがアリシアのいいところだ。裏表のない態度で喜ぶ妻の髪を、カシュヴァーンは優しく撫なでてやった。

「お前を見習って、ひとまずはいいほうに考えるとしよう。差し当たって、アズベルグが戦場と化す展開はなさそうだ。オーデル地方の被害も、幸さいわいにそれほどではない。あそこは王家とも縁深い豊かな土地である分、周囲から狙ねらわれ続けていて、兵の練度も高いからな」

「よかったですわ！　オーデル侯こう爵しやく様さまもエルティーナ様も、安心ですわね!!　ノーラたちも一緒に豪ごう勢せいな結婚式を挙げられますわ!!　アズベルグ産のサファイアをぜひとも使っていただいて、あわよくば『肥ひ料りよう要いらず』も」

「とにかく、この戦乱を収めることが先決だ」

　特にノーラとティルナードは、これまで何度も結婚式をぶち壊こわしにされてきたのだ。女王暗殺未み遂すい事件の悪夢も覚めやらぬうちに、毒殺事件など起こしては気の毒すぎる。カシュヴァーンは強引に話を打ち切った。

「さて、アリシア。夕食までには、まだ時間があるな」

「え？　ええ……」

　流し眼に背筋がぞくりとしたアリシアは、助けを求めるようにトレイスを見た。逃にがさないとばかりに、カシュヴァーンが先手を打つ。

「トレイス、分かっているな」

「はい」

　こっくりとうなずいたトレイスは、確かに分かっている顔をしていた。釈しやく然ぜんとしない部分は多いものの、戦闘自体は収束に向かっている。夫婦の時間を妨さまたげる理由はないと。

　しかし理性がそう判断しても、体が従わない。根が生はえたようにその場に立ち尽つくしているトレイスは、カシュヴァーンに半はん眼がんで睨にらみつけられて泣きそうな顔で反論を始めた。

「わ、分かっています。分かっていますが、まだ外は明るいではないですか……！　せめて夜までお待ちになればいかがか、と……!!」

「ト、トレイスの言うとおりですわ!!」

　心の準備というものがあるのだ。二人揃そろって力説を始めると、カシュヴァーンは少し考えてから、そっとアリシアの肩に触ふれた。びくっと身じろぐ妻をあやすように少し笑ってから、長身を折り曲げて耳元にささやきかける。

「分かっている。まだすべてが終わった訳ではないし、日も高い。本来なら自重すべきところだろう」

「分かっていらっしゃいますのね。それでは私は、引き続き夕食の準備を」

　笑顔で身を翻ひるがえそうとしたアリシアの肩をしっかり押さえたまま、カシュヴァーンはとびきり甘ったるい声で続けた。

「だが、お前への愛は、我が慢まんできるようなものではない」

「……カーシュ様……」

　見え透すいた罠わなにあっさりと引っかかってしまったアリシアの眼が、とろりと潤うるんだ。効果を切らさぬように妻と視線を合わせたまま、カシュヴァーンはできた執しつ事じに問いかける。

「なあ、分かっているよな。俺の最初にして最高の友であるトレイス？」

「うぐぅ、わ、かり、ました……!!　夕食の席には遅れないで下さいよ!!　くそっ、リュク、どこにいる!!　お前は本来仕上げねばならない絵を放置して、全く……!!」

　卑ひ怯きよう者ものめ、と言外に訴うつたえたトレイスが大おお股またに使用人たちの住まう区く域いきへ入っていく。先日ゼオに褒ほめられたことに気をよくしたリュクは、カシュヴァーンの肖しよう像ぞう画がや「家族の肖像」といった大仕事を放り出して、息抜きと称したゼオの絵を描くことに夢中なのだ。

「さて、俺たちは夕食前に運動でもするか？　お姫様」

　楽しげに笑ったカシュヴァーンが、軽々とアリシアを抱だき上げた。慌あわてて彼にしがみつきながら、アリシアも赤い顔でうなずく。

「はい……、たくさん仲良くしましょうね、旦だん那な様さま……」

「おや、ずいぶん積極的じゃないか」

　色いろ好よい返事に頼もしそうな顔をするカシュヴァーンであるが、アリシアは微び妙みように期待とずれた返事をよこす。

「香辛料には精力剤の一面もあると、この間カシュヴァーン様が教えて下さいましたもの。その効果も謳うたい文もん句くに入れれば、爆ばく売うれ間違いないですわ……!!」

「……俺をそっちでも被ひ献けん体たいにするつもりか？」

　幾いく分ぶん気勢を削そがれた面おも持もちのカシュヴァーンであるが、めげずに腕うでの中の体を抱かかえ直した。あっという間に二階へ続く階段を上のぼりきり、一目散に自室へと向かう。

「だがな、アリシア。言っただろう？　俺はお前単体で、十分に興こう奮ふんできると。例外を被献体として選ぶとは、お前らしくもない愚ぐ策さくだと分からせて」

「カシュヴァーン様!!」

　ぺらぺらしゃべっていたカシュヴァーンの滑すべりのいい舌を止めたのは、最初にして最高の友の呼び声だった。

「チッ、トレイス、どうした」

「今舌打ちしましたね!?」

　全力で階段を駆かけ上がってきたトレイスは、整わぬ息の隙すき間まから目ざとく突っ込んできた。

「あら、どうしたのトレイス。まさか……あなたも被献体になりたいの？」

「違います！　人聞きの悪いことを言わないで下さい、まだ私は死にたくありません!!」

　一気にカシュヴァーンの眼がん力りきが強くなったので、トレイスは大おお袈げ裟さに手を振って否定した。

「……そうだな。お前のお相手は、別にいることだし」

「シャンテ様のことは関係ないでしょう!?」

　挑ちよう発はつされて口を滑らせたトレイスは、主あるじの生なま温ぬるい視線を浴あびてはっと表情を引き締めた。

「そのようなことはどうでもいいのです！　実は、クルセージュから亡ぼう命めいされてきた方が……!!」

「!?　妃殿下とユベル殿下が見つかったのか!?」

　にわかにカシュヴァーンは色めきたち、アリシアも「まあ！」と声を上げた。思えば最初にプレアーナたちが亡命の受け入れを願ってきた、あの時に彼女たちの希望を尊重すべきだったかとは思っていたのだ。

「いえ、そうではないのです！　実は……」

　無理もない早とちりを諫いさめたトレイスは、ここではなんだからと、二人に主の私室へ向かうように進言した。







　トレイスに言われるまま、アリシアたちはカシュヴァーンの私室に入った。相変わらずこの素晴らしく不気味な屋敷には相応ふさわしくない、普通すぎてつまらない部屋である。

　この状況で不ふ埒らちな真ま似ねに及ぶほどカシュヴァーンも馬ば鹿かではない。トレイスが亡命者たちを連れてくるのを、そわそわしているアリシアと一緒に待ち続けた。

「お待たせいたしました、カシュヴァーン様、アリシア様」

　緊張した面持ちのトレイスが、三人の亡命者を案内してきた。一番背の高いひとりは護ご衛えいなのか、粗そ末まつな鎧よろい姿すがたの上からすっぽり頭ず巾きんをかぶっているため顔が分からない。

　他の二人も同じく頭巾をかぶっていたが、室内に入ったところでおもむろに素顔をさらした。亡命中であるために服装は質素にしていたが、海かい賊ぞく伯はく爵しやくの称号を持つ彼ら夫婦の名は、

「ランフォード伯爵様！　クレメア様も!!　お久しぶりです!!」

「久しぶりね、アリシア」

　後ろの護衛に向かって微笑ほほえむアリシアを見て、クレメア・ランフォードは肩を竦すくめた。亡くなった妹と違って目立つ美人とは言いがたい彼女であるが、疲れた様子ながら、エルティーナに似た幸福の気配が彼女を取り巻いている。

「クレメア様、なんだか、雰ふん囲い気きが変わられました？」

「そっちは護衛だけどね。でも、そういう妙な勘かんの良さは変わりないのね」

　あくまで護衛から視線を外はずさないアリシアを見て、クレメアはため息をついた。出会った当初の刺とげ々とげしさはそこにはなく、頰ほおや体全体の線が丸みを帯おびている。

「実はね……子供ができたの」

「まあ……、おめでとうございます!!」

　ぱあっと顔を明るくしたアリシアに、クレメアもはにかんだ笑みを浮かべた。少し日焼けした手が、宝物に触れる手付きでふくらんだ腹部を撫でる。隣に立つ彼女の夫、レビン・ランフォードも照れ臭くさそうにしながらその様子を見ていた。

「ありがとう。正直私もレビンもそこそこの歳としだから、ちょっと心配だけど、無事に産まれてくれるといいわね……」

　亡き妹への屈くつ折せつした思いに取り憑つかれ、特に夫に対して攻撃的だったクレメアであるが、例の降こう霊れい術じゆつによって誤解が解けたおかげだろう。刺々しさはすっかり鳴りを潜ひそめている。

「おめでとうございます。危険な戦況下に妊にん婦ぷを置いておけないという気持ちは、俺も分かりますが……いや、今はどれぐらいの時期ですか？　いろいろとお聞きしたいことはありますが、まずクレメア様がゆっくりできる部屋を用意させなければ……女王陛下へも連絡を……」

　カシュヴァーンは妻の懐かい妊にんを心待ちにする夫の側面と領主の側面がぶつかり合って、少々混乱している様子だ。

　クルセージュの、特にオーデル地方と国境を接するランフォード伯爵領の不ふ穏おんな状況を考えれば亡命受け入れもやぶさかではないが、一領主の権限で決められることではない。しかし身重のクレメアを放り出す訳にはいかないし、彼女たちの口からクルセージュの内情も聞けるだろう。

「いろいろと気を遣つかってくれて感謝します、ライセン強きよう公こう爵しやく。ですが、今回の亡命は、私の体だけが理由じゃないの」

　思わせぶりな発言をしたクレメアがレビンに目配せすると、彼は妻の比ではなく焼けた顔に苦笑を浮かべた。

「騙だまし討うちのような形になって申し訳ない。貴公の執事を責めないでくれ、俺たちがわざと説明しなかったんだ」

　そう言って、クレメアと共に一歩後ろに下がった。代わってずいと進み出てきたのは、やけに体格のいい護衛だ。自分は何をしでかしたのかとトレイスが青ざめ、カシュヴァーンがとっさにアリシアを背に隠かくす。

　先手必勝とばかりに護衛に摑つかみかかろうとしたカシュヴァーンだが、その直前で相手が頭巾を肩に落とした。現れた顔を見た途と端たん、カシュヴァーンはもちろん彼の背に隠れていたアリシアもぎょっと眼を見開く。

「ざっ……!?」

「デュッ……!?」

「静かにしてもらおうか、二人とも」

「残虐王」ことデュランダール・サイラス・ド・クルセージュは、至し極ごく冷静な声でそう言ってのけた。

「あら、まあ、デュランダール国王陛下も、妊にん娠しんされたんですか……？」

　しげしげとその腹部を見つめるアリシアをよそに、カシュヴァーンはレビンを鋭するどく睨みつけた。

「ランフォード伯爵、これはどういうことだ!!」

「見てのとおりだ。俺たちだけではなく、この方の亡命も受け入れてほしい。もちろん、一時的に」

「一時的……？」

「然さ様よう」

　悠ゆう然ぜんとうなずいたデュランダールは、亡命者とは思えぬ口振りで堂々と言った。

「女王陛下にも目通りを願い、兵を貸していただかねばならん。我わが妻と息子を、取り戻すために」

　その眼が動き、口をぱくぱくさせているトレイスを映うつす。

「すまぬが、腹の子に優しい話ではない。ランフォード夫妻には、別室を用意してもらえるか」

「はっ、た……っ、ただいま!!」

　ほとんど条件反射でうなずいたトレイスは、遅れてカシュヴァーンに視線をやった。とにかくクレメアを休ませねばならぬ、ということだけは既き定てい事じ項こうのため、主が静かにうなずけば、彼はランフォード夫妻を伴ともなって部屋を出て行った。







　室内にライセン夫妻とデュランダールのみとなったところで、アリシアが喜びに満ちた顔になった。

「妻と子を取り戻す、とおっしゃるということは……やはり噓なのですね。陛下がユベル殿下に毒を盛っていた、というのは……!!」

　プレアーナが語った話が事実であれば、二人を取り戻すという発言にはなるまい。今の混乱に乗じ、殺してしまえばいいのだから。これでカシュヴァーンの心の傷も癒いえる、とはしゃぐアリシアに対し、デュランダールはなぜかひどく疲れた顔になった。

「──然様。余よではない」

　喉のどにつかえた何かを無理に押し出す間が空あいた。

「ユベルに毒を盛っていたのは、プレアーナだ」

「え？」

　何を言われたか分からず、間抜けな声を出したアリシアの視界を黒いものが走った。怒りの形ぎよう相そうを浮かべたカシュヴァーンだ。

「言うに事欠いて、なんということを……！」

　興奮した彼の指がデュランダールの肩に食い込む。途端にデュランダールの表情が苦痛に歪ゆがんだ。

「っ……！」

　カシュヴァーンが弾はじかれたように退しりぞくが、デュランダールに触れた指先にうっすらと血が付着していた。見ればデュランダールの肩から二の腕にかけて、薄汚れた武装の下に同じ赤がにじみ出ている。

「すまん。城を出る時に、いささか不覚を取った。……余にこの怪け我がを負わせたのも、プレアーナだ」

　妻から攻こう撃げきを受けた時のことを思い出したのか、その顔に一層の苦く渋じゆうが広がった。噓うそとは思えぬ反応を見て、カシュヴァーンも彼が妻に罪をなすりつけようとしている訳ではない、と直観したようだ。

「ぼこぼこ茸だけを使った毒が塗ぬられていたようでな……だが、大事ない。余は昔から、数多くの暗殺者に狙われてきた。大たい抵ていの毒には耐たい性せいをつけてある……」

「ぼこぼこ茸はクルセージュではよく使われている毒ですものね。地位のある方が暗殺を警戒するのは当然のこと……」

　安いからという理由で「肥料要らず」を食べ続けた結果、耐性のついたアリシアは思わずつぶやいてしまった。直後、そんな状況ではないと頭を切り換える。

「ですが、血止めをしたほうがよろしいですわ。それにお薬も。お待ち下さい、ぼこぼこ茸の解げ毒どく方法でしたら、私にも分かりますから!!」

　自身がぼこぼこ茸中毒にされかけた経験を生かし、この毒を強心剤として利用するに至ったアリシアである。医術書をせっせと読んで毒全般についての知識も仕入れた。任まかせてほしいと請うけ合う頼もしさに、デュランダールも微笑んでくれた。

「……ありがとう。我が妻の次ではあるが、そなたは地味な見た目にそぐわぬ、実に素晴らしい妻だな……さすがカシュヴァーンは見る眼がある……」

「いや、俺の妻は世界一可か愛わいいですが」

　そこは譲ゆずれぬ、と条件反射で突っ込んだカシュヴァーンは、ようやく夢から覚めたような顔になった。

「しかし……失礼ながら、陛下。妃殿下がユベル殿下に毒を盛っていた、という話が本当なら……それでも、あなたにとって妃殿下は最愛の妻なのですか？」

　もっともな質問を受けて、デュランダールは迷いのない動作でうなずいた。

「もちろんだ。──たとえそれが、プレアーナの策だったとしても」

「策……？」

　訳が分からぬ様子のカシュヴァーンに、アリシアはそっと進言した。

「あの、カシュヴァーン様。きっと長いお話になるでしょうから、先に手当てを。お部屋の用意も必要でしょうし、そろそろ夕食の時間ですわ。ディネロ様もいらっしゃることですし……」

　元領主家のディネロ・アズベルグはカシュヴァーンの副官のような立場にあり、今回の騒そう動どうでも懸けん命めいに働いてくれている。本日はある程度状況が落ち着いてきたので、前線へ回すために備蓄していた食料をどうするか、話し合いも兼かねて夕食に招いていたのだ。

「分かった。この方の手当てはお前に任せるぞ、アリシア。陛下、部屋はすぐに用意させますが、ランフォード伯爵夫妻もあなたも、俺の許可なく室外に出られませんように」

　ディネロ以下、本日招まねいているのはアズベルグ内でも特にカシュヴァーンと懇こん意いにしている者ばかりだが、クルセージュからの亡命者についてはおいそれと周知できない。カシュヴァーンの判断を聞いて、デュランダールは「異存ない」とうなずいた。







　ランフォード伯爵夫妻の案内を終えて戻ってきたトレイスに、今度はデュランダールの部屋の用意を頼む。アリシアが嫁とついできてから後、貴人を泊める機会も増えたので、部屋の用意自体はすぐに整った。

　その存在をひとまず秘する必要があるので、クルセージュからの亡命者たちの世話をできるのはアリシアかトレイスしかいない。手当てもせねばならぬことを鑑かんがみて、アリシアがそのままデュランダールの世話をすることになった。

「……手て際ぎわがよいものだな」

　怪我人に肩を貸すことこそできないが、デュランダールを寝台にかけさせた後のアリシアは下手な医者より優秀な動きをした。怪我をした部分の衣服は一部が皮ひ膚ふに貼り付いてしまっているのでためらいなく切り取り、出血を怖おそれることなく（むしろ眼を輝かがやかせて）患かん部ぶを確認し、血止めをして新しい包帯を巻く。毒素自体はデュランダールが言ったとおり、それほどの影響を及ぼしてはいないと見当をつけた。

「ありがとうございます。私には前線で戦うことはできませんから、他のことでカシュヴァーン様のお役に立ちたくて」

　プレアーナ様はなかなかいい腕ですね、という言葉を飲み込んでアリシアが答えると、デュランダールは複雑な表情になる。

「……そなたは本当に、夫を愛しているのだな」

「ええ！」

　単純な喜びに満ちた顔でうなずいたアリシアの顔が、ふと翳かげる。

「申し訳ありません、陛下。この部屋は怪かい物ぶつの像が二体しかなくて……私の部屋であれば、もっとたくさんの像が見下ろしてくれるのですけれど……」

　ライセン屋敷の名物、国教〈翼の祈り〉を真まっ向こうから否定するような、翼持つ怪物の像は場所によって置かれた数がまちまちなのだ。

　心から〈翼の祈り〉を奉ほうずる者であれば気を悪くしたかもしれないが、何せデュランダールは〈翼の祈り〉の聖職者を力ずくで国外追放した男。カシュヴァーン以上の罰ばち当あたりなのだから、きっと喜んでくれるはず。せっかくここまで足を運んでもらったのに、と申し訳ながるアリシアに、デュランダールは曖あい昧まいに首を振った。

「いや……余の審しん美び眼がんは、カシュヴァーンと違ってまとも……失礼、ごくありきたりのものだからな。そもそも余は、美術の類たぐいに興味はない」

「あら、そういうところもカシュヴァーン様に似ていらっしゃるのね」

　知れば知るほど、二人には共通点が多い。今ごろ素そ知しらぬ顔で夕食の席に着いているはずのカシュヴァーンを思うと「おなかが痛」くなり、おなかが空すいた。

「そういえば道中、お食事はどうなさっていらっしゃいましたの？　デュランダール陛下もランフォード伯爵も立派な体格をなさっていますし、クレメア様はおなかの子の分まで召めし上がらないといけませんものね」

　客人を放り出す訳にもいかないので、食事は世話役の分もまとめて、トレイスが運んできてくれるはずである。そろそろかしらね、と期待に満ちた眼をしているアリシアの頭に、武ぶ骨こつな手が置かれた。

「デュランダール陛下……？」

　わしわしと、大きな手が小さな頭を撫でる。デュランダールの触れ方は決して髪の流れに逆らわないカシュヴァーンとも、すぐに髪をぐしゃぐしゃにしてしまうディネロとも違った。小さな怯おびえを含んだ、ぎこちない触れ方。

「そなたはあまり、プレアーナには似ていないな」

「そうですわね、プレアーナ様が貧まずしいお生まれとは聞いたことがありませんし……あっ、でも、恐怖小説がお好きだったりしませんか!?」

　ファルハドが恐怖小説に関心を示した例もある。探せば仲間はいるのではないか？　とアリシアは意気込んだ。息子を毒殺しようというぐらいなら、という言葉はぎりぎりで喉の奥に封ふうじることができた。

「そうだな。何せ、息子を毒殺しようとしたぐらいだ」

　アリシアが我慢した言葉がデュランダール自身の口から出てきた。はっと見上げた顔は思いがけないほどに優しい。

「……申し訳ありません。無神経でしたわ」

「構わぬ。下手に気を遣われるよりは、よほどよい」

　こういうところも彼とカシュヴァーンは似た性格のようだ。

「余の眼には正直、そなたは眼鏡以外に特とく徴ちようのない地味な娘としか見えぬが……だが、なんとなくカシュヴァーンの気持ちも分かってきた気がする。そなたの天てん真しん爛らん漫まんさは、若い頃の余に似たあの男の心を、ずいぶんと救ってくれたのだろう」

　結構失礼なことを言われているのだが、そこを気にするアリシアではない。自分のことよりも、デュランダールの口く調ちようがいつになく弱々しいのが引っかかった。

「お怒りでは、ありませんのね。悲しんでいらっしゃる……？　今回の戦いにも、プレアーナ様が関係していらっしゃるのでしょう……？」

　アリシアたちに対しては丁てい重ちような対応をしてくれるデュランダールであるが、音に聞こえた「残虐王」である。悲しみよりも怒りを率直に表すのが自然であると思えた。「アズベルグの暴君」、かんしゃく持ちで有名だった在ありし日のカシュヴァーンのように。

「プレアーナを娶ったばかりの頃であれば、余は確かに激げき怒どしていただろう。プレアーナもユベルも、殺していただろうな。だが……」

　突然デュランダールの手が伸びてきた。声を上げる暇ひまもなく、厚い胸むな板いたの中に閉じ込められる。

「お前たち女神が、我われらを殺してしまったのだ」

「デュランダール陛下……？」

　カシュヴァーンより幾分骨ほね張ばってはいるものの、硬かたい筋肉の鎧は年齢を感じさせない。戸と惑まどいながら見上げた瞳はやるせない光に満ちていて、逆に実年齢よりも老ふけて見えた。

「失礼いたします!!」

　そこへ扉とびらを蹴けり飛ばすような勢いで入ってきたのは、夕食が満まん載さいの手押し車を押したトレイスだった。

「お客人とアリシア様のために、お食事をお持ちいたしました!!　さあ!!　さあさあ!!　早くお召し上がり下さい!!」

　毎度の破廉恥警戒網が働いたらしい。「残虐王」相手に一歩も引かぬ勢いで突っ込んでくる彼を、さしものデュランダールも眼を丸くして眺ながめている。

「あら、トレイス、ありがとう!!　ちょうどおなかが空いてきたところだったのよ」

　ひょいと寝台を下おりたアリシアは、並んだ食事に眼を輝かせた。アズベルグにしては食料の供給率がいい時期であることに加え、レイデンから届けられた兵糧が余よ剰じよう傾向にあるため、この際使ってしまえとばかりに種類も量も豊富だ。

「大丈夫ですか、アリシア様。あなたが食べられていないでしょうね……？」

　デュランダールへの疑いは、まだ払ふつ拭しよくされてはいないのだ。トレイスが声を潜めて尋ねてきたが、アリシアは不思議そうに首を振った。

「食べられる？　私が？　そうね、そういう展開も嫌いではないけれど……」

　食人嗜し好こうにまつわる小説について思い出しながら言うと、トレイスが一瞬眼を見開いた。

「お嫌いではないと!?　い、いや、待て待てトレイス、アリシア様のことだから、どうせ恐怖小説にでもなぞらえているに決まっている！　そうではなくて、この方があなたに破廉恥な真似をしていないか、ということです!!」

　トレイスだとて、いつまでも振り回されてばかりではない。アリシアの勘かん違ちがいを察し、間違いが生まれぬように明確に言い直した。あまりの明確さにデュランダールが苦笑している。

「私に破廉恥？　そんなこと、するはずがないじゃない。だってデュランダール陛下は、妃殿下を愛していらっしゃいますもの」

　当然のこととばかりに否定すれば、デュランダールは少し遠い眼をした。

「心許せる、腹心の部下を置かなかったことが、余の敗因やもしれぬな。その座は、本当ならテオドールが……」

　弟の名をぽろりとこぼしたデュランダールは、ひと呼吸置いて首を振った。

「いや……まだ終わった訳ではない。食事をいただこう。余とライセン強公爵夫人を二人きりにしておくのが不安ならば、ランフォード伯爵たちのところへ行こう」

「ええ！　食事はやはり、大勢で食べたほうがおいしいですものね!!」

　一刻も早く食事に取りかかりたいアリシアであるが、より美味となるのなら少しぐらい待てる。うきうきしているその頭をデュランダールはもう一度撫で、トレイスはひとり気を揉もんでいた。







　アリシアたちはランフォード夫妻と夕食を共にし、カシュヴァーンはディネロたちとの食事を終えた。予定されていた客人と別れたカシュヴァーンをトレイスが迎えに行き、アリシアとデュランダールが待っている主の私室まで連れてきた。

「揃ったようだな。では、改めて話をしよう」

　デュランダールが切り出し、室内は緊張に包まれた。文ふ机づくえの上に置かれた燭しよく台だいの火がゆらゆらと揺ゆれ、四人のそれぞれ異なる影を気き紛まぐれに映し出す。ちょっとした怪談でも始まりそうな風ふ情ぜいにアリシアは内心わくわくしたが、さすがに自じ重ちようした。

「世に広く知られているとおり、プレアーナは元々余の弟であるテオドールの妻だった。弟との間に、ひとりの息子ももうけていた」

　下手な怪談より重々しい声でデュランダールが切り出すと、カシュヴァーンがうなずいた。

「……存じております」

「だが弟が〈翼の祈り〉の聖職者に焚たきつけられ、余に牙きばを剝むいたので、息子と共に処刑した。プレアーナの眼の前でな」

「それも、存じております」

　まるで自分がしでかした罪を突きつけられているような顔で、カシュヴァーンは相あい槌づちを重ねる。

　その顔を見て、アリシアは不意に理解した。ゼオルディスとは少し違う意味で、デュランダールは鏡に映ったカシュヴァーンなのだと。だからこそカシュヴァーンは彼の裏切りを聞いた時に悲痛な顔をし、今も苦痛を堪こらえるような表情を浮かべているのだ。

「泣き叫ぶプレアーナを無理やり娶り、正せい妃ひの座に据すえた。余もそろそろ後こう継けい者しやを作らねばと思っていたし、分割されて荒れた国内を立て直すための旗印が欲しかったからだ。そうしなければ〈翼の祈り〉に、シルディーンに、愛するクルセージュを蹂躙されてしまうと危あやぶんでいた」

　デュランダールが口にする内容は政治的には納得できるが、そこに体温は感じられない。プレアーナのものも、デュランダール自身のものも。

「形だけの夫婦でいいと思っていた。正直な話、プレアーナは自死を選ぶかもしれぬ、と思っていた。……そうなっても構わぬと」

　今となっては信じられないような暴言を聞いて、カシュヴァーンが眼の端を吊つり上げた。トレイスも非難の色をにじませたが、デュランダールの話はこれで終わりではない。

「しかし、最初のうちは舌を嚙かまんばかりに余を拒こばんでいたプレアーナが、途中から余を夫として扱あつかうようになってくれた。余をいっさい否定せず、内乱の残党狩りに疲労して戻れば慰なぐさめてくれた。わずらわしいと撥はねつけても、変わることなく」

　現在のデュランダールからは想像しにくい話が続いているが、プレアーナの過去もまた想像しにくい。惚ほれ薬ぐすりの一件の際ユベルがこぼした悲鳴を思い出した。

　──やっぱり、少し、いえ、相当に、嫌いやです……!!　母上があのような顔で、父上以外の方に笑いかけるなど……!!

　アリシアも嫉しつ妬と抜ぬきにして、違い和わ感かんのある光景だった。プレアーナがデュランダール以外の男にべたべたする様など考えたことがなかった。

　しかし、いかに違和感を覚えようが、プレアーナには最初の夫であるテオドールがいた。彼と彼女が不仲であったとの話は聞かない。現在の夫に遠慮して誰も口には出さないのだろうが、プレアーナはきっと、テオドールと彼の息子を、愛していただろう。

「いつしかそれを、心地よく感じ始めた。彼女と腹の子を、守りたいと思った」

　デュランダールの声がアリシアを現実に引き戻す。

「そして、カシュヴァーン様が尊敬するような夫馬鹿になられたのですね!!」

　力強くうなずけば、デュランダールはほんのりと苦笑して「そうだ」と同意した。

「だが……プレアーナはユベルが産まれて程なくしてから、あれに毒を飲ませるようになった」

　室内の空気が再び重くなった。デュランダールの声が、その底を流れていく。

「余も最初は、ただユベルの体が弱いのだと思っていた。しかし、ライセン強公爵夫人。そなたが身を挺ていしてくれたおかげで、ユベルの病弱はぼこぼこ茸のせいだと分かった。最初はマルグレート人の仕し業わざだと思っていたが……」

「……妃殿下の仕業であったと」

　正確に言うと身を挺したというよりただの拾い食いであるため、当時のことを思い出すといまだに冷ひや汗あせを禁じ得ないカシュヴァーンである。思い出して気が逸それたようで、そっと床に視線を逃がした。デュランダールは過程などどうでもいい心境らしく、ひとつうなずいて、

「そうだ。改めてプレアーナの周囲を調べてみれば、殲せん滅めつしたはずのテオドール派の者たちと秘ひ密みつ裏りに連絡を取り合い、何やらこそこそと画かく策さくしているではないか……ユベルが産まれた直後から約十年の間、ずっと……」

「そんなにですか」

　驚きの声を上げたカシュヴァーンは、「ではその頃から、元〈玩具おもちやの兵隊〉たちを手なずけていた訳か……」とうなった。

「だが、何か理由があるのだと思った。余も独自に調査を進め、プレアーナの真意を探さぐろうと努つとめた。マルグレートやラグラドールにまで協力者を持っていると分かり、明らかに戦争の準備を始めていることを知り、問い詰めようとした」

　カシュヴァーンたち外国人がマルグレートの「神様退治」を行っている間、デュランダールは獅し子し身しん中ちゆうの虫をえぐり出そうとしていたようである。

「しかし、さすが聡さとい女よ。余が疑いを持っていると気づき、先手を打ってきた。ラグラドールとの国境にて兵を蜂ほう起きさせ、そちらに気を取られた余に自みずからの手でひと太た刀ちを浴びせて城外へ閉め出し、我が王城を乗っ取ったのだ」

「まあ……！」

　これまでの話から大体のあらすじは想像できていたとはいえ、おとなしやかな貴婦人然としていたプレアーナとは思えないほどの行動力だ。

「でも……カシュヴァーン様にべたべたしていたのだって、惚れ薬の効力ではなく、あの方の演技力むぐ」

　ユベルに毒を盛る一方で、夫と息子を愛する賢けん母ぼを演じ続けてきたのだ。いくつもの顔があって当然か、とつい口を滑らせたアリシアの唇くちびるをカシュヴァーンが無言でふさいだ。ぎりぎりで間に合わず、デュランダールがじろりとカシュヴァーンを睨む。

「べたべた……？　余も、貴公からいろいろと妻たちの動向について聞く必要がありそうだな、カシュヴァーン」

「ああ、ええ、まあ……、そうですね」

　あやふやにごまかしたカシュヴァーンは、デュランダールの反応に別の意味を見つけた。

「……妃殿下の陛下への好意は、見せかけのものだったということですか」

　険けわしい顔で問うたカシュヴァーンに、デュランダールはゆっくりと首こう肯ていした。

「それを、確かめに行きたい。余をすぐに殺さなかったということは、プレアーナも待っているはずだ。余が再び、会いに来ることを」

「ですが、妃殿下のお気持ちがどうであれ、陛下はあの方を愛していらっしゃる……」

　そうでなければ、嫉妬する必要はないはずだ。夕食前にも似たような確認はしたものの、詳くわしい経けい緯いを聞いた後ではより重い質問に対し、デュランダールは深々とうなずいた。

「──無論」

　迷いはない。ただし、葛かつ藤とうがない訳ではない。十年近い夫婦生活が凝ぎよう縮しゆくされたような返答には、抗こうしがたい力があった。

「明日にでも、シルディーンの女王陛下に協力を願いたい。顔を繫いでくれるか、カシュヴァーン」

「──もちろんです」

　即断したカシュヴァーンであったが、その眼の中でも葛藤の光が瞬またたいていた。

「俺も、あなた方の愛の行ゆく末すえを、確かめたい」

　武骨な手が伸びてきて、そっとアリシアの頭に乗せられる。無意識の行動なのかもしれないが、滑るように髪を梳すくその手に触れたアリシアは、すべてがあるべき形に収まるのを祈るほかなかった。











第三章　女神の復讐






　大きく取られた窓からはさんさんと陽光が降り注そそぎ、抜けるような青空を飛び交かう海鳥の声が遠く響ひびいている。気温は高いが吹き抜ける風が涼すずしいので、体感温度はそう高くない。

「んあ……？」

　間抜けな声を上げながら眼を覚ましたアリシアは、広々とした寝台の上で身を起こした。寝起きのため一層視界は覚おぼ束つかないが、自分を取り巻く環境がアズベルグとは百八十度違っていることに気づき、思わず眼鏡めがねの縁ふちに指をかける。

「あら……？　この、健康的な景色は、ランフォード伯はく爵しやく領りよう……？　でも、こんなに潮しおの香りがしたかしら……」

　ランフォード伯爵領にお邪じや魔ました時のことが脳のう裏りを過よぎった。オーデル地方と近いだけあって、延々と続く緑の絨じゆう毯たんと鮮あざやかな日差しが印象的だった。レビンの仕事場である港にも連れて行ってもらったが、あのように海が近い場所にある屋敷なのだろうか？

「でも、漂ただようお金の匂においは、ランフォードのお屋や敷しきよりずっと濃こいわね……」

　シルディーン王宮とは趣おもむきが異なるが、白く塗ぬられた様々な調度品や壁や柱を飾る浮うき彫ぼりなど、金に関するアリシアの嗅きゆう覚かくをびんびん刺し激げきする。ジェリオに匹ひつ敵てきするほどの芳ほう香こうを感じ、うっとりしていたアリシアの耳に廊ろう下かを走る音が聞こえてきた。

「アリシア様！」

　鮮やかな色に塗られた扉とびらを勢いよく開けて、暗い金きん髪ぱつを乱した少年が飛び込んでくる。アリシアの顔を見た途と端たん、青い瞳ひとみがうっすらと濡ぬれた。

「お、お目覚めですか。よかった、ご無事で……!!　あなたに何事かあれば余よは、余は……!!」

「あら……ユベル殿でん下か？」

　ユベル・セティル・ド・クルセージュ。先日母プレアーナと共に行方ゆくえ不明となり、カシュヴァーンたちがどれだけ手を尽つくして捜さがしても見つからなかった少年が、当たり前のように眼の前にいる。

　ぼこぼこ茸だけの毒が抜けた後は子供らしい健康を手に入れて、頰ほおは丸みを帯び、肌はだは薔ば薇ら色いろに輝かがやいていたはずだ。今のユベルは頰がこけ、青ざめて、病人に逆戻りしてしまったように見えるが、父親を真ま似ねた一人称も含めて確かに彼だった。

「あらら、ええと、私ってば、夢を見ているのかしら？」

　場所も登場人物も、アリシアの知る現実とはかけ離れていた。ゼオルディスの手によってカシュヴァーンと引き離されていた時期に、愛する夫の夢ばかり見ていたことを思い出す。

「夢でお会いしたいほど、私ってユベル様のことが好きだったのかしら。あっ、でも、ユベル様たちを見つけなければいけないと思っていたから、やっぱりお会いしたかったのよね」

　仮にも自分を好きだと分かっている相手に対して残ざん酷こくなことを考えているアリシアであるが、ユベルもユベルで、単純な再会の喜びに浸ひたっている訳ではなさそうである。寝台に駆かけ寄ってくると、ぎゅっとアリシアの手を握にぎり締めた。

「アリシア様、逃にげましょう」

「え？」

「早く。母上に見つからないうちに……！」

「あら、じゃあ、プレアーナ様もこちらにいらっしゃるのです？」

　なんと都つ合ごうのいい夢だろう。そう思いながら必死のユベルに手を引かれ、寝台を下おりて廊下へ続く扉を開けた瞬しゆん間かんだった。

　銀色の風が吹いて、アリシアとユベルは後方に吹っ飛ばされた。

「うわっ！」

「きゃあ!?」

　床には植物を編んだものと思われる敷しき物ものが敷しかれており、さほど痛くはなかった。だがその衝しよう撃げきによって、アリシアの意識は完全に現実と繫つながった。

　これは夢なんかじゃない。

「そうよ……、私、カシュヴァーン様とデュランダール陛へい下かたちがクルセージュに向かうのを、お見送りして……」

　クルセージュからの亡ぼう命めい者しやたちが来た翌日、デュランダールの希望に従って、カシュヴァーンはエルティーナとの会談の場を用意した。表向きはアズベルグに置いた補給基地の撤てつ去きよについて話し合いたいと聞かされていたエルティーナは仰ぎよう天てんはしたものの、さすが肝きもが据すわっている。事情を聞き入れ、宰さい相しようグラネウス・フィラル・ド・ガーゼットとも協議した結果、正式にシルディーンとクルセージュ連合軍として兵を出すことになった。ただし亡命者であるデュランダールが連れ出せた部下はいないので、クルセージュ人は彼ひとりであるが。

〈翼つばさの祈いのり〉の代表者であるクロエもこれを了りよう承しよう。ラグラドールの傭よう兵へい団だんは完全に足並みを揃そろえることこそ叶わなかったものの、シルディーンとの繫がりによって発言力を増したバルロイを筆頭に、シャンテや他の傭兵団長も手を貸してくれることを約束。先日バルロイが言っていたように、戦いを欲しがる傭兵たちだからこそ、大国が完全崩ほう壊かいすることは望んでいない様子である。

　マルグレート、そしてクルセージュ内部との連絡はいまだついていないが、国王であるデュランダールまで国から追い出された状況を放置していれば、事態がどう転ぶか分からない。プレアーナがまだ隠かくし球だまを持っていないとも限らず、戦況が悪化したことさえ罠わなかもしれないが、放っておけば互いの傷口が広がるだけだ。

　かくしてクルセージュ内部にまで移動した前線を維い持じしつつ、その援えん軍ぐんのような格好で連合軍は進軍していった。アリシアは元々の約束どおり、後方を守ると請うけ合って見送ったのだ。

　ところがカシュヴァーンたちを見送った日の夜、ひとり寝を寂さびしく思いながら床とこに入った時、今と同じように風が吹いた。視界を過ぎった銀色は、風のように動く彼らの髪かみの色。ルアークやジェダに代表される、色素も自らの権利に対する意識も薄い少年少女たち。

「あなたたちは、元〈玩具おもちやの兵隊〉……？」

　見えない壁のようにアリシアたちを弾はじき飛ばした二人は、片方が少年で片方が少女、だろう。レネの例に漏もれず筋肉と化した胸にふくらみは少なく、体型の性差が少ない上にアリシアの視力だ。はっきりは分からないが、彼らが微び妙みように色味の違う銀ぎん髪ぱつの持ち主ぬしであることは間違いなかった。

　と、元〈玩具の兵隊〉二人がその場に膝ひざを折った。主あるじに対する絶対の忠誠を誓ちかう彼らの側へと、ドレスの裾すそを軽やかに捌さばいて足音が近づいてくる。

「ええ。大変優秀な人材です。可能ならあなたの『息子むすこ』も、配下に加えたかったですわ」

　はっと見上げた視界に、柔らかな光を放つ金髪も麗うるわしい美女がいた。

「プレアーナ様……!!」

　愕がく然ぜんとしてその名を呼べば、プレアーナ・ミレディ・ド・クルセージュは薄うすく微笑ほほえんだ。声も出せず震ふるえているユベルを一いつ顧こだにせず、アリシアのみを見下ろして続ける。

「ライセン公こう爵しやくがあなたを前線に連れて行くことはないと、過去の情報から分かっていました。ルアーク、ジェダ、レネも側そばを離れていた。この者たちでもあなたを連れ去ることはたやすいと睨にらんでおりましたが、目算が当たってよかったですわ。クルセージュ王城へようこそ、アリシア様」

「どうして、私を……」

「どうして？」

　面おも白しろそうに、彼女は喉のどを鳴らした。

「それはユベルが、あなたのことを好きだからですわ。母親として、息子の恋が成じよう就じゆするのを願うのは当たり前でしょう？」

　皮肉たっぷりな言い回しを浴あびせかけられ、ユベルは泣きそうに顔を歪ゆがめたが、アリシアは真ま面じ目めにうなずいた。

「そうですわね。だって妃ひ殿でん下かは、ユベル殿下のことを愛していらっしゃいますもの。私が好きなのはカシュヴァーン様ですけど」

　皮肉の欠片かけらもない相あい槌づちを聞いて、プレアーナのまなじりが吊つり上がった。主の怒りを感じ取った元〈玩具の兵隊〉たちが、伏ふせた面おもてをびくりと痙けい攣れんさせる。

「──相も変わらず、おめでたいこと。私と同じような境きよう遇ぐうにありながら、あなたはどうして、そうも能天気なのかしら」

　偽にせの媚び薬やく騒そう動どうを起こした際、動じぬアリシアに対して見せた嫌けん悪おの情。それをよりはっきりと、プレアーナは叩たたきつけてきた。

「それとも、夫の資質の差かしら？　そう思うと、あなたもお気の毒に。あの男に洗脳されて」

「違いますわ！」

　自分のことならどう露ろ骨こつに言われても気にしないアリシアであるが、カシュヴァーンのこととなれば話は別だ。珍めずらしくきちんとプレアーナを見つめ、叫さけぶ。

「私は、カシュヴァーン様を愛しています。世間一般で言うところの王子様ではないかもしれませんが、死神姫と呼ばれる私には、『アズベルグの暴君』にして怪かい物ぶつ王子こそが相応ふさわしいんですもの!!」

　金で買われた結婚当初より、カシュヴァーンは「お金持ちで寛かん容ような理想の旦だん那な様さま」だった。好感度ははじめから高かったのだが、相対評価から絶対評価に変わった。「家族の肖しよう像ぞう」に書き加えたいような、親しい相手が何人増えてリュクがどれだけ泣きわめいても、アリシアにとっての「特別」はただひとりなのだ。

「ですから『残ざん酷こく王おう妃ひ』にも、『残ざん虐ぎやく王おう』が相応しいと思いますわ」

　プレアーナにとってのただひとりも、デュランダールに違いないとアリシアは理屈抜きで看かん破ぱしていた。だから彼女がいくら媚薬を理由にカシュヴァーンにしなだれかかろうが、動じずにいられたのだ。内心ちょっぴり、嫉しつ妬とはしていたが。

「……アリシア様はそういえば、元の夫であるブライアン・バスツールとは、式場で顔を合わせた程度の仲だったのよね」

　いきなりプレアーナが話を変えた。

「式の少し前にご挨あい拶さつにはうかがいましたけど、あまりお話はしませんでしたわね」

　自分もすぐ脱線するアリシアは、他人の話題転てん換かんにも柔じゆう軟なんに対応する。

「なら、私の気持ちが分からなくて当然ね。私の夫は、政略結婚であっても心から私を愛し、穏おだやかな時を過ごしたテオドールだけ」

　冷たい眼と声は、アリシアではなくユベルを刺さし貫つらぬいた。

「私の息子は、テオドールの息子であるセティルだけ」

「……母上……」

　消え入りそうな声でうめいたユベルに、プレアーナは慈じ母ぼの笑みを向けた。

「安心なさい、ユベル。あなたの好きな女性と結婚はさせてあげます」

　さすがのアリシアも息を吞のむと、彼女は心地ここちよさげに笑って、

「この報を聞けば、ライセン公爵は怒いかり狂くるうでしょうね。楽しみだこと」

　そう言い捨てて、くるりと身を翻ひるがえす。

「母上、母上……！」

　感情を抑おさえきれなくなったユベルが嗚お咽えつを漏もらせば、プレアーナは数歩歩んだところで足を止めた。ただし、彼を憐あわれんでではない。

「私のことは名前で呼びなさいと言ったでしょう？　あの男の血が流れる人間など、私の息子ではありません。わきまえなさい」

　泣き濡れたユベルの顔に言葉で平手打ちを加え、彼女はまた前を向いて歩き出す。凍りついたその背に追いすがろうとしたユベルは、彼女の忠実なる僕しもべである元〈玩具の兵隊〉たちによって阻そ止しされた。

「あのっ、私の味方をしてもらえれば、私の知り合いのお金持ちたちがッ」

　ユベルと一緒に部屋の中へ押し戻されながらアリシアは一応言ってみたが、案あんの定じよう無む駄だだった。







　涼しい風が吹き込み、海鳥の声が情じよう緒ちよを添そえる開放的な室内に、ユベルの虚うつろな声が響く。

「アリシア様……母上は、またおかしな薬を飲んでいらっしゃるのですよね？」

　ぎゅっとアリシアの腕うでを摑つかみ、訴うつたえるユベルの眼こそがおかしな薬を飲んだ者のように危あやうい。

「きっとまた、マルグレート人の仕し業わざだ。そうでしょう？」

　できればアリシアもそう思いたかった。都合のいい夢を見たかったし、見せてあげたかった。

　しかしアリシアは恐怖小説は大好きだが、あれが夢物語であることを理解している上で好きなのだ。お話と現実の区別はつくし、特に今のような状況ではつけなくてはならない。

「おかしなものを食べさせられていたのは、あなたでしょう？　ユベル殿下」

　静かな声でそう告げると、腕を摑む指の力がひときわ強くなった。痛かったが、より大きな苦痛に耐えているのはユベルのほうだろう。おそらくは、母と共に姿を消したあの日からずっと、ずっと。

「プレアーナ様は……、あなたに、ご自身が毒を盛っていたのだと、話されましたよね……？」

　先ほどまでのプレアーナの態度を見れば、そのことを息子に黙だまっているとは思えない。むしろ喜々として語ったことだろう。長年隠し持っていたナイフで幼おさない少年の心を切り裂さく瞬間を、彼女はずっと待っていたのだ。

　どうしてなのか、おおよその見当はついている。しかし、まだ判断材料が足りない。つらいだろうが、当事者から材料を提供してもらうしかない。

「ユベル様がご存じのことを、話して下さいますか？」

「……余は……」

　アリシアの腕に食い込んでいた爪つめ先さきが外れる。深々と息を吐いたユベルは、濡れた目元をぐいとぬぐった。

「余が、分かっているのは……まず、マルグレートのジェリオ殿下より、その、惚ほれ薬ぐすりが送られてきました。余はどうするか、ためらいましたが……母上が止めなかったので」

　そこでユベルは、臆おく病びような自分を振りきるように言い直した。

「いえ！　余の、アリシア様を想う気持ちが、勝まさりましたので……！　こっそりあの薬を持って、アズベルグへうかがいました。……今思えば、あの時から母上の計画は始まっていたのです」

「プレアーナ様は、ジェリオ殿下たちも含めてだましたのですね」

　直接ジェリオに聞いた訳ではないが、彼の配下になっていたゼオの証言によれば、ジェリオたちはプレアーナたちをオーデル地方の隠れ屋敷に匿かくまっていた。惚れ薬による仕込みまではジェリオの手引きだったのだろう。彼女たちの存在をうまく使って、シルディーン、クルセージュという二大国相手に様々な商売を展開するつもりだったのだ。

　しかし、プレアーナは最初から、ジェリオの計画に従う気はなかった。むしろ彼を煙えん幕まくとして自分の本当の計画を進行させていたのである。ユベルには、ぎりぎりまで何も知らせずに。

「ジェリオ殿下に、父上が余に毒を盛っていたと言われ……余は、多大なる衝撃を受けました。そんなはずがないと母上に訴えても、聞く耳を持って下さらず……当たり前ですね。本当に、余に、毒を盛っていたのは……」

　後半は言葉にならなかった。声もなく腕の中に崩くずれ落ちてきた小さな体を、アリシアはしっかりと抱だき留とめる。

「……プレアーナ様は、あらかじめ元〈玩具の兵隊〉たちを部下に引き入れていた。そして、匿われていた場所から彼らの力を使って抜け出し、こっそりクルセージュまで戻ってきた。そうですね……？」

　聞かなくても分かることまで、無理に口に出さなくてもいい。ただ、事実だけは確認しておかなければならない。答えやすい形式にした質問に対し、ユベルがこくんとうなずいたのが分かった。

「プレアーナ様は、ご自身がクルセージュの王になるつもりですか？」

「はい」か「いいえ」で答えられるようにして尋ねると、話しているうちに落ち着いてきたようだ。くすんと鼻をすすったユベルが、言いにくそうに応じた。

「そうではないと思います。その……、余とアリシア様を結婚させて、余を王にすると……」

「でも、実権は握る。そういうことですか？」

　ユベルと結婚云うん々ぬんはさておいて、話を進めることを優先させる。拉ら致ちされて結婚を迫せまられる展開には、幸か不幸か慣れているのだ。嬉うれしくはないが、悲ひ嘆たんに暮れるほどのことでもない。その先のほうが重要だった。

「実権を握って、プレアーナ様は何をなさりたいのでしょう。クルセージュをご自身の手で、大国としたい……？」

「わ、分かりません。母上は余と、ちゃんとした会話をして下さらない。お前など私の息子ではないと、アリシア様と結婚はさせてやるからおとなしくしていろと、そればかりで……！」

　再び込み上げてきた涙がユベルから言葉を奪う。ドレスに染み入る熱い雫しずくを感じながら、アリシアはただ強くユベルを抱き締めた。

　ふった相手だ、残酷だと見る向きもあるかもしれないが、今の彼が求めているのは愛するお姫様というより、すがれる温ぬくもりだということは本能的に分かっていた。

　体温を分け合うように抱き合っていることで、少なからずあったアリシアの心細さも消えていく。今のユベルには他に頼る相手がいないのだ。デュランダールの息子らしさを端々に覗のぞかせはするものの、まだ十とお足らずの少年である。彼のことは、なんとしても守ってやらねばならない。

　そのためにも気がかりなのは、プレアーナの最終目的だ。

〈翼の祈り〉に拉致され、ディネロとの結婚を迫られた時には、彼らの教えに背そむくカシュヴァーンの台たい頭とうを防ぎたいという意思が働いていた。ゼオルディスに拉致された時には、当時聖女アーシェル扱あつかいされかけていたアリシアを手に入れ、強い王になるという責務を果たそうという目論見もくろみがあった。

　狂信者ユーランの目的はそのままだったが、ゼオルディスの、ゼオの本当の望みは違っていた。彼が共にありたいと願っていた女性は彼を選ばず、そもそも強い王になること自体ゼオの目的ではなかった。

　プレアーナにあの時のゼオルディスと近いものを感じてしまうのはなぜだろうか。

「大丈夫です、ユベル殿下。必ずカシュヴァーン様も、お父上もいらっしゃいます」

　最悪プレアーナの目的が分からなかったとしても、あの夫おつと馬ば鹿かたちが黙っているはずがない。アリシアが拉致された段階でクルセージュへ向けて進軍を開始していたのだし、そこにアリシア救出という目的が加わればなおさらだ。プレアーナたちを捜しに出ていたルアークもすぐ近くにいるのではないだろうか。

「……そうよ。みんな、来てくれるのよ……」

　エルティーナもジスカルドもバルロイもシャンテも、もしかするとマルグレートに行ったゼオやジェダも。プレアーナが首しゆ謀ぼう者しやであるのならば、状況に気づいたファルハドも兵を出してくるかもしれないのだ。これ幸いと商売に走る可能性も残されているが。

「ユベル殿下。とりあえず、今は待つことしかできませんわ」

　部屋の外ではあの元〈玩具の兵隊〉たちが、水も漏らさぬ警備体制を敷いているだろう。ユベルも体調がよくなってから武芸の稽けい古こを始めたと聞いているが、鍛きたえ抜かれた暗殺者と渡り合うなど無理がある。アリシアは言わずもがなだ。

「ところで、おなかが空すきません？　私がここに連れてこられてから、どれぐらい時間が経たっているのかしら。クルセージュ王城には一度うかがいたいと思っていましたし、せっかくですからこちらの名産品をいただきたいですわね。ランフォード伯爵様のところにお邪魔した時は、海産物をたくさんご馳ち走そうになりましたけど、王城のお食事もそうなのですか？」

　これ以上ユベルから聞けることもなければ、できることもない。となれば、体調を万全に整え、好機が巡めぐってきた際にしっかり動けるようにしておかねば。そう判断したアリシアがのんきに食事の話を切り出すと、ユベルの顔が少しだけほころんだ。

「さすがアリシア様。余の女神です……」

　このような状況下でも恋を捨てる気持ちはないらしい。彼は確かにデュランダールとプレアーナの息子だった。プレアーナが、認めなかったとしても。







　人ひと質じちとして、ユベルの花嫁として尊重してくれる気はあるようだ。勝手な外出こそ禁じられたものの、食事について話していたのが聞こえたのか、程なくして申し分のないものが振る舞われた。会食の間に通された訳ではなく、元〈玩具の兵隊〉の見張りたちが運んでくれた。

「プレアーナ様は、ご一緒されませんの？」

　念のため聞いてみたアリシアだったが、銀髪の少年少女は何も聞こえなかったような顔をして料理を並べ終え、一礼して去っていった。彼らから情報を得ることは諦あきらめたほうがよさそうだ。

　想像どおり海産物中心の料理だったが、ユベル曰いわく普段はここまで偏かたよっていないらしい。〈翼の祈り〉を追い出したとはいえ、カシュヴァーンが散々苦労してきたように、クルセージュ人の心にも国教は深く根づいている。選べるならば海産物以外を、という傾向があり、身分が高い者ほどその傾向が強くなるのだそうだ。

「ユベル殿下も、海産物はお好きではありませんか？」

　ゆでた海え老びを食べながら問うと、ユベルは若じやつ干かん言いよどんだ。

「……体調が悪かった時は、生臭さが苦手でした。ですが、海と関係の深いこのクルセージュにて、海産物を避さけるなど愚おろかなことだと父上から教わりました。今はなんでもおいしく食べられます！　これもアリシア様のおかげです!!」

　アリシアもぼこぼこ茸中毒に陥おちいっていた際は、胸がむかむかして食欲が（いつもに比べれば）なかった。その原因に触れられない心境を察し、煮に込こんだ貝柱に手を伸ばしながら、カシュヴァーンも積極的に海産物を食べていたことを思い出して少し笑った。

　ユベルによれば、アリシアがこの部屋にいると知らされたのは、彼がここに飛び込んでくる直前だったそうである。クルセージュ王城へ戻ってきた段階でアリシアを連れてくる話はほのめかされていたそうだが、いつとは聞いていなかったので、顔を見るまで半信半疑だったそうだ。

「アズベルグからクルセージュ王城までは、どんなにがんばっても五日はかかりますわよね。元〈玩具の兵隊〉たちの足なら、もっと短縮されるかもしれませんけど……」

　だが、カシュヴァーンたちはアリシアが拉致された日の朝にアズベルグを発たったのだ。大人数での行軍であることも加味すればより時間はかかるだろうが、何日も遅れるとは思えない。

　助けが来る日は遠くない。それもプレアーナは、分かっているはずなのに。考えながら食べ続けるうちに、すべての皿がきれいに空になった。ちなみに七割はアリシアが食べた。

「他にすることもありませんし、少しお昼寝でもしましょうか、殿下」

「そうですね。余も、アリシア様の無事を確認したら安心して、眠くなってきました……」

　小さくあくびをするユベルの頰には、健すこやかな生気が戻りつつある。プレアーナの手ひどい裏切りを受け、ろくに眠れず食欲もない日々を送っていたに違いない。最初こそ泣きじゃくったものの、アリシアの手を借りてとはいえ、この短時間である程度立ち直った姿に成長を感じた。

「まるでレイデン伯爵様みたいね……そういえば昔、カシュヴァーン様はあの方のことを十歳だと思うと……ふわぁ」

　成長著いちじるしいティルナードの懐なつかしい挿そう話わを思い出しながら、ユベルと一緒に寝台に横になる。請こわれるままにゼオルディスと眠ったあの日のことを、なんとなく思い出しながら。







　大勢のもみ合う声が聞こえる。

「ん……？」

　眼をこすりながら起き上がったアリシアは、ぼんやりした頭できょろきょろと周囲を見回した。

　窓の外から茜あかね色いろの光が差し込んでいた。風は涼しいを通り越してやや肌はだ寒ざむい。そろそろ窓を閉めたほうがよさそうである。

「陽は……落ちかけ。この消化具合からすると、それほど時間が経っている訳ではないわね……」

　太陽の位置と正確無比な腹時計は、要するに遅めの昼食を取ってからそれほどの時間が経った訳ではない、と告げていた。中途半はん端ぱに覚かく醒せいしたので、かえって眠い。隣のユベルは溜たまった疲労の反動か、むにゃむにゃ言っているだけで目覚める様子はない。

　室内の状況を把は握あくしたあたりで、もみ合いの声が一層大きくなってきた。一つ一つの声も、はっきり聞こえ始める。

「ライセン強公爵夫人!!」

「ご無事ですか、ライセン強公爵夫人!!」

「あらっ？」

　呼びかけの声で、一気に眠気が飛んでいった。まるで聞き覚えのない声だが、早くも助けが来てくれたのか。

「あっ、はい、おります！　私はここです!!」

　はりきって応じたアリシアは、急いで扉の側へ近づいた。乱らん闘とうの音が一層激しくなる。

「くそっ、どけ、私を誰だと思っている！　薄気味悪い連中だ、妃殿下の命令しか聞かないとは……!!」

　口走る内容が少々予想と違う上に、声にも聞き覚えがない。戸と惑まどうアリシアをよそに、扉が派手に蹴け破やぶられた。元〈玩具の兵隊〉たちを押しのけて、武装した人影が転がり込んでくる。

「あっ……、あなたが、アリシア・ライセン強公爵夫人ですか!?」

「はい、そうですけど……あなたは？」

　現れたのは、黒髪を短く刈かり上げた厳いかつい壮そう年ねん男性だった。

　強しいて言うならレビンに印象が近いが、彼より背が低く、その分体の厚みがあるので、なんだか四角い方だわとアリシアは思った。年齢も四十は超えているだろう。完全に初対面の相手だ。肌は日焼けして黒いが、ラグラドール人の黒さとは別物である。

「はっ、私はリボル・マシューと申します。亡きテオドール・アレフ・ド・クルセージュ閣かつ下かに忠誠を誓いし者。以後お見知りおきを」

　その名乗りによって、アリシアは彼が元〈玩具の兵隊〉たちに殺害されることなく、ここまで辿たどり着いた理由を悟さとった。彼はプレアーナの部下なのだ。しかしそれなら、なぜここへ？　という疑問も生まれたが、それはおいおい分かるだろう。

「ていねいにありがとうございます。私はアリシア。ライセン強公爵の妻です」

　礼れい儀ぎ正しくアリシアが名乗ると、リボルはいささか無ぶ遠えん慮りよな視線で彼女を眺ながめやった。

「や……やはり、噂うわさなどあてになりませんな。失礼ながら、眼が三つあることを除のぞけば、その姿は夜空に輝く青白き月の如ごとし、と……」

「冷気を帯びた美び貌ぼうは男の心を凍いてつかせ、しかし捕とらえて離さない、でしたかしら？　確かに、もうひとつ眼があったら、もっといろいろなものがよく見えたかもしれませんわね。眼鏡が特注品になって、高くつきそうですけど……」

「死神姫」についての流りゆう言げん飛ひ語ごは、国をまたいでも健在のようである。のんびりと応じたアリシアの後ろで、ユベルが雄お々おしく立ち上がった。

「失礼なことを抜かすなリボル、アリシア様の素晴らしさは外見ではない!!」

「……つまり外見はそれほどではないと、殿下もお認めなのですね？」

　すかさず突っ込まれたユベルは、咳せき払ばらいをして話題転換を図はかる。

「そ、それはそうとしてだ。貴様、どうしてここに……!!」

「は、何をおっしゃいますやら」

　自みずからテオドール派と名乗ったリボルからしてみれば、主君を害した男の息子など、従属対象ではないのだろう。言こと葉ば遣づかいだけはていねいだが、小馬鹿にしているのがありありとうかがえた。

「知れたこと。聡そう明めいなプレアーナ様らしからぬ、おかしな真似をなさろうとしているからです。戦況が落ち着いてからならいざ知らず、この状況で愛妻家で有名な男から妻を盗ぬすむなど……!!」

「ええ、そうですわよね」

　いろいろな意味で納得したアリシアは深く首しゆ肯こうした。そうなのだ。この状況でなぜとは、被害者であるアリシアでも思っていた。

「妃殿下は、あなたたちも承知の上で私を拉致した訳ではないのですか？」

「相談して下されば、このような愚ぐ行こうを見過ごすはずがない!!　ただでさえ戦況は我が方に不利になっていく一方なのに、『アズベルグの暴君』の怒りを買う意味がどこにありますか!!　我々はただ、テオドール様の遺い志しを継つぎ、この国を真の大国にしたいだけだ!!」

「テオドール王弟殿下の遺志を継ぎたいということは、〈翼の祈り〉との戦せん闘とうも、本意ではありませんの？」

　状況の矛む盾じゆんを見つけて質問すると、リボルもそれを感じていたのだろう。憎にく々にくしげに顔を歪ゆがめた。

「当然です!!　〈翼の祈り〉は、聖女アーシェルは、我らを至いと高たかき国へとお連れ下さる偉い大だいなる存在ですぞ!!　傭兵どもとは縁えんを切るつもりだったのでどうでもよろしいが、〈翼の祈り〉と事を構えるはずではなかった!!　傭兵どもと〈翼の祈り〉の繫がりが分かった以上、下へ手たな手出しは控ひかえようと話していたのに……!!」

　今回の件の発ほつ端たんである、ラグラドールとの交戦すら想定外の出来事であるらしい。一体何がどうなっているのか、状況を把握できずに困こん惑わくしていると、廊下に再びざわめきが生じた。

「プレアーナ様！」

　ほっとしたような、元〈玩具の兵隊〉の声。リボルが短い首をねじるようにして振り向けば、果たしてプレアーナの姿があった。

「プレアーナ様……」

「騒さわがしいですよ、リボル」

「さ、騒がしいどころではありません！　プレアーナ様、どうしてライセン強公爵夫人を勝手に連れてこられた!?」

「勝手？」

　優美な曲線を描くプレアーナの眉まゆがぴくりと跳はねた。

「口を慎つつしみなさい、リボル。私を担かつぎ出す以上、私のことは亡き夫と同等に扱うよう言ったはずです。お前は主の決めたことに逆らうのですか？」

「主の決めたことであっても、おかしいと思えば進言するのが本当の忠臣というものです!!」

　リボルの反論は正論だった。武芸一辺倒のような見かけと違って、頭も切れる男のようだ。

「テオドール殿下のように扱ってくれとおっしゃるなら、部下の意見も聞き入れて下さらなければ困ります!!　十年以上温めた計画がやっと動き始めたというのに、あなたはひとりでなんでも勝手に進めておしまいだ……!!　まるであの野や蛮ばんな『残虐王』ではないですか!!」

　デュランダールと重ねられた瞬間、プレアーナの眼が凍った。そこから発せられた冷気による命令を、元〈玩具の兵隊〉たちは正確に読み取った。

「だめっ！」

　とっさにアリシアが叫んだが、間に合うはずがない。銀色の風が疾しつ駆くし、リボルの体がすっ飛んで、廊下の壁に縫ぬい止められる。

　ただし、命まで取ることはプレアーナの望みではないようだ。ぜいぜいと喉を鳴らしているリボルを見やって、彼女は軽くあごをしゃくった。

「いずれにしろ、事態は動き出しました。今さら無駄ですよ、リボル。デュランダールとライセン公爵たちは、もうすぐそこまで来ています」

「で、あるからこそ、せめて強公爵夫人を……！」

　わめくリボルの声は、彼を小麦の詰まった袋のように抱かかえた少年少女たちによって、みるみる遠ざかっていった。

「何か言いたそうですね、アリシア様」

　配下に視線を読み取らせるだけでなく、読み取る技術にも長たけているらしいプレアーナに言われて、アリシアはうなずいた。

「プレアーナ様は、クルセージュを滅ほろぼしたいのですか？」

「アリシア様!?」

　先に反応したのはプレアーナではなくユベルだった。

「何をおっしゃいます、そのようなこと……！」

「こちらへ、アリシア様」

　狼ろう狽ばいするユベルを無視して、プレアーナはアリシアを差し招まねいた。

「あなたとは一度、腹を割って話してみたかったのです。いらして」

「……はい」

　あごを引くようにしてうなずいたアリシアが、わずかにユベルを振り返った後、先を行くプレアーナに倣ならって部屋を出た。ユベルは無言でその場に残る。すでに元〈玩具の兵隊〉たちが扉の前に戻っていたことはもちろん、許しもなく母の背を追えば、すげなく突き放されることを理解しているからだった。







　プレアーナがアリシアを連れてやって来たのは、広がる海原を臨のぞむ広々とした露ろ台だいだった。落日の光が海面を橙だいだい色いろに染め、クルセージュ王城の周りに広がる街並みも同じ色に浸されている。

　複数の出入口を持つ露台は一見開放的で、逃げ出すこともできそうであるが、元〈玩具の兵隊〉がひとりついてきていることにアリシアは気づいていた。もちろん飛び降りて逃げ出せる高さではない。

　ゼオルディスの腕から逃のがれるために飛び降りる道を選んだ、ミューゼ・マーベルのことが一瞬脳裏を過ぎった。彼女はもう救えないが、彼女の兄は助けられただろうか。刹せつ那なに曇くもった表情が、眼前の風景にほころんでいく。

「まあ……美しいですわ。昼間の海もいいですけれど、落日の海も格別ですわね……」

〈翼の祈り〉にけんかを売るような屋敷に住んでいるアリシアであり、海産物を避けたく思う気持ちもないが、一応名家フェイトリンの娘である。シルディーンにて家名を地名として刻きざむ地方伯など、高位貴族の領地の条件は、一にも二にも海に接していないことだ。

〈翼の祈り〉の教えに依よれば、生きている間に善行が足りなかった者は死後の翼を与えられず、空の上にある至高き国まで飛ぶことができずに、怪物の棲すまう水みな底そこの国へと沈むとされる。アリシアとしてはむしろ望むところなのだが、辺境と蔑さげすまれるアズベルグでさえ直接海に面した場所はない。ラグラドールに行った際に、初めて本物の海と接したのである。

　アズベルグ以上に厳しい自然環境であるラグラドール。その海は常に激しい風に煽あおられ灰色に波立って、陸に向かって激しく水の歯を立てていた。だがクルセージュの海は違う。さらに南方にあるマルグレートのものほど陽気ではないにせよ、荒れることは少なく、海の幸をもたらす豊ほう穣じようの海だという。

「美しい上に食料まで獲とれるなんて、クルセージュの海は素晴らしいですわね……でも、ラグラドールの海も趣深かったですわ。アズベルグの景色だって、素晴らしく不気味だし……ガーゼット侯爵様にアズベルグを舞台にした新作を書いてもらって、観光客を誘ゆう致ちするというのはどうかしら」

　マルグレートの商売を学び、サファイア鉱こう脈みやく発はつ掘くつによって実際の商売に触れた結果、最近新しい金かね儲もうけ手段の開発に余念のないアリシアだ。つい意識が逸それてしまったところ、プレアーナにため息をつかれた。

「シルディーン人のくせに、この光景を美しいと思うのですか。あなたは本当に、変わった方ね」

「プレアーナ様たちクルセージュの方は、美しいとはお思いになりませんの？」

　国教の価値観は、国教を否定する夫を否定した「残酷王妃」にどう影響しているのか。

「……デュランダールの手前黙っていましたけれど、私はテオドール同様、〈翼の祈り〉を信じていますから。恐おそろしいと、そう思いますわ」

　わずかに眼を逸らして言ったプレアーナが話を戻した。

「それにしても、私がクルセージュを滅ぼしたい、ですか。──さすが死神姫と呼ばれるだけありますわね。死の匂いには敏びん感かんでいらっしゃる」

「おいしいものと、お金の匂いにも敏感ですわ!!」

　むしろそっちが得意だと力説したアリシアは、落日の光に縁ふち取どられたプレアーナの姿をまじまじと見つめた。

「滅ぼしたいのですか、と聞かれて……否定されませんのね」

「ねえ、アリシア様。この世界は、女にとってあまりにも不都合だと思わない？」

　はぐらかすように、今度はプレアーナが質問を始めた。幾いく分ぶんその口調は砕くだけていたが、眼には試すような光がある。慈じ愛あいの象しよう徴ちようとしての女神というより、神が本質的に持つ残酷さを漂わせていた。

「すべてを決めるのは、結局男。私たちが誰を愛し、何を求めていても関係ない。権力を持つ男の都合で、何もかも決められてしまう……」

　古傷を探さぐるように、その眼がそっと伏せられた。

「最初の結婚もそうだった。私の家と王弟の家格と年齢が釣つり合う、ただそれだけ。だけど、テオドールは紳しん士しだったわ。あんな兄を持つとは信じられないほどに、私とセティルを包んでくれていた……」

「テオドール様は、優しい、いい方だったのですね」

　テオドールのことは一種の禁きん忌きになっており、アリシアも興味は持っていたものの、彼について深い知識は持ち合わせていない。ただ兄とはあらゆる意味で正反対の、争いを嫌きらう穏おん健けん派はだったとは聞いている。

「もちろん、テオドールにも悪いところはあります。あのデュランダールを、言葉を尽くして説得すれば、いつか分かってくれるなどと信じたのは本当に愚かだった。そのために疎うとんじられ、領地を削けずられ、王城での居場所を失っていっても、あの人は節せつを曲げなかった。それどころか、ますます意い固こ地じになって、より深く〈翼の祈り〉に傾けい倒とうしていったわ」

　抑えてはいる。だが隠しきれない微び量りようの棘とげを、アリシアは嗅かぎ取った。海を恐ろしいと彼女は言ったが、

「プレアーナ様は本当は、〈翼の祈り〉を敬けい虔けんに信じてはいらっしゃらないのでは？」

　一瞬眼を丸くしたプレアーナが何か言い返そうとして、諦めたように笑った。

「……ええ、そうね。テオドールほどではないわ。私は海を……美しいと、思っています」

　実際、クルセージュの海は美しかった。それを背にした彼女も、また。

「けれど、夫婦の趣しゆ味み嗜し好こうが完璧に揃っていることが幸福の条件ではないわ。そうでしょう？」

「ええ、カシュヴァーン様もいまだに『肥ひ料りよう要いらず』はなかなか口になさらないし、恐怖小説に興味をお示しではないですし……」

　そもそもカシュヴァーンは趣味を持たず、強いて言うなら武芸の稽古か昼寝という男である。ダンスも最初は壊かい滅めつ的てきだった。逆にアリシアはダンス以外の体を動かすことは不ふ得え手てだ。趣味嗜好は正反対の夫婦と言っていいだろう。

　しかし、互いの嗜好にけちをつけたことはない。アリシアが毒物を他人に食べさせようとしたり、耐たい性せいのなさそうな相手に恐怖小説を読ませようとしたりすると止められるが、趣味そのものを否定されたことはなかった。むしろそういう妻自身に興味を持ってくれた。

　太陽はほぼ海面に水すい没ぼつしているが、アリシアの頰は残照を集めたように薄赤い。夫への想いに浸っていることに気づかれたのか、プレアーナの眼が鋭するどさを帯びた。

「私には本当のことを言って、アリシア様。あなたを金で買い、己おのれの都合で妻とした夫を憎んだことはないの？」

「え？」

「私以上に、あなたの人生に自由はなかった。周りの強い男に言われるまま、たくさんつらい思いもしてきたはずよ。あなたは鈍どん感かんさや無神経さでそれらに対処してきたようだけど、嫌なことがなかったのなら、対処する必要もなかったでしょう？」

　陽光を失い、空との境界線すら失って、闇やみと一体化しかけた海が彼女の向こうで蠢うごめいている。

　初めて出会った時、アリシアはプレアーナに母の面おも影かげを見た。年上で子を持つ貴婦人との触れ合いが少なかったからだが、違った。

　プレアーナは、鏡に映うつったアリシアなのだ。一歩間違えればこうなっていたかもしれないという、もうひとりのアリシアなのだ。

「ないですわ」

　不思議な感かん慨がいに満たされつつ、それはそれとしてアリシアはあっさり共感を拒否した。驚いたように身じろぐプレアーナをよそに、少し考え込む。

「つらいと思ったことは、あります。寂しいも、悲しいも、あります」

　両親の死はその最たるものだが、それ以前にはプレアーナの指摘どおり、心の通路をふさがねばならぬほどに嫌いやなことはあったのだ。地方伯の象徴、翼を広げた白い鳥を模もした家は荒れ放題なのに、修しゆう繕ぜん費用を捻ねん出しゆつできないため年中隙すき間ま風かぜが吹いていた。それなのに父母は実生活上ではなく、社交界での見み栄えを優先した。

　ひとり娘をいい家に嫁とつがせたいゆえの行動だったので、強く止めることは難しかった。しかし無理をすればするほど「見栄っ張りフェイトリン」と陰かげ口ぐちを叩かれて、誰も仲間に入れてくれない。話しかけても無視されるか、くすくす笑われるだけだ。社交界においては身分の低い者から話しかけることは許されないだけに、名ばかりの名家の令れい嬢じようであることが身に染しみて、かえってつらかった。

　だから、たまに出かけるパーティーではおいしい食事に集中した。貧まずしい暮らしを助けるために、家事を学び、庭で野菜や果物を育てさえした。両親は渋しぶい顔をしたものの、彼らが亡くなってから後は、身につけた技がアリシアを救ってくれた。そうやって順じゆん応のうしてきた結果が今だ。

　一方で、反発しない人生を選んできたアリシアに反発を覚える人間も多い。ノーラも最初は露骨にアリシアを嫌っていたし、理解できない存在として煙けむたがられることもあるが、アリシアのほうから相手を選ぶことは稀まれだ。選ばないことが、彼女の生存戦略だった。

「私は基本的に、人を嫌いになることがないのです。たとえ相手の方が、私を嫌っていても。だって、嫌いというのは燃費の悪い感情ですから」

　その燃費の悪い感情を糧かてに生きてきたのが結婚前のカシュヴァーンであるが、刹那的な生き方であったことを本人は自覚している。「アズベルグの暴君」と呼ばれながらも領民に対しての理り不ふ尽じんさはなかった彼だが、領主の存在感の薄さをいいことに、甘い汁をすすっていた貴族たちには容よう赦しやがなかった。メイドの血を引く成り上がりとの評判を変える努力をせず、むしろ悪評を利用して理想の治世を目指すやり方は、短期的には一定の成果をあげた。

　長期的には周囲からの憎ぞう悪おを溜め込み、息子に殺された実父のように、殺害されることも織り込み済みだった。ひとりで戦い続けるならば、彼がその生き方を変えることはなかっただろう。

「人を嫌いになったこともあります。憎んだことも、あります」

　鏡に映ったもうひとりのカシュヴァーン。ゼオルディスという名の怪物に、カシュヴァーンと出会ってから得たものすべてを奪われた時は、閉じていた心の回路を開かざるを得なかった。

「ですが、カシュヴァーン様を憎んだことはありません。あの方は私をあの方の都合でお買い上げなさいましたが、私も私の都合であの方にお買い上げいただいたのですから」

　最初の夫ブライアン・バスツールが結婚式の最中に殺害され、「死神姫」なる二つ名を頂ちよう戴だいしたアリシアの価値は暴落した。噂に飢うえた社交界で、この手の話が流れてはおしまいなのだ。うまく縁えん談だんを取りつけたのは叔お父じのヘイスダムだが、結婚を決めたのはカシュヴァーンである。

　そこにアリシアの意思はなかった。なかったが、先に知らされていたとしても、二つ返事で引き受けたに違いない。当時も思ったが、あのように素晴らしい話を叔父がどうして実際にライセン家に嫁ぐまで黙っていたのか、いまだに不思議である。

「プレアーナ様は、デュランダール陛下を憎んでいらっしゃるのですね」

　陽は最早完全に海に食われた。人払いされているのか、誰かが灯あかりを持ってくる様子もない。城の内部に掲かかげられた火がかろうじて二人を照らしているが、アリシアの視力では暗くら闇やみに向かって呼びかけているも同然だ。

「──あの傲ごう慢まんな男に、思い知らせてやりたかったのに」

　闇の向こうから、怒れる女神の低い声が聞こえる。憎しみや怒りとは縁遠く、恐怖には瞳をきらめかせるアリシアも、思わず身が竦すくむような声だった。

　母の面影を見た人の怒りを買った事実は、アリシアでさえこたえるのだ。同時に実母から「息子ではない」と明言されたユベルへの想いが、踏ん張る力をくれた。

「プレアーナ様は、デュランダール陛下に復ふく讐しゆうをしたくて、今回の謀む反ほんを起こされたのですか……？」

　プレアーナの裏切り。それを知った時からずっと喉の奥に溜めていた質問を、満を持して吐き出した。いつしか夜空を照らし始めた月光を受けて、プレアーナの微笑みが闇の中にうっすらと浮かび上がる。

「ええ、そうです。夫と息子を眼の前で殺されたあの日からずっと、私はこの日を待っていたの」

　冷たい水のような笑みは魂たましいまで染み通るようだ。

「で、ですけど、王城を占せん拠きよされているとはいえ、勝てるとは思えませんわ。デュランダール陛下は嫌われているのではなく、畏い怖ふされているお方。クルセージュの分割を防いだ偉大な王ですもの。失礼ですけれど、今さら亡きテオドール殿下の名前を使ったところで、現国王を裏切る方は少ないでしょう？」

　この考えもまた、アリシアの中でずっと燻くすぶっていたものだった。

　デュランダールは確かに好き嫌いの分かれる性格であるが、突然現れてシルディーン国内に混乱を招いたゼオルディスと違って、強力な統とう率そつ力りよくを備そなえた王であることは疑いようがない。保守的なアズベルグでは神様嫌いのカシュヴァーンは反発を食らったが、クルセージュの地理条件を考こう慮りよすれば海を忌いみ嫌い続けるほうが難しいのだ。プレアーナも、先ほどそれを認めた。

　現在この王城を占拠しているのはテオドール派、つまりは〈翼の祈り〉を奉ほうずる者たちであるはずなのに、海産物に偏った食事からも戦況がうかがえる。国内で簡単に手に入る物以外の食料がなくなりつつあるのだ。リボルがアリシア拉致を聞いて焦あせって押しかけてきたのも、進退窮きわまった状況へとどめの一いち撃げきとなりかねないからだろう。

「ええ、あなたの言うとおり。私たちは負けます。リボルなどは、そう思っていないようだけれど。……男は本当に、夢見がちでだめね」

　至し極ごくあっさりと認めたプレアーナは、次の言葉を失っているアリシアを楽しそうに見つめて口を開いた。

「私と結婚するまで、あの男には弱点がなかったの」

　弟が結婚し、子供が生まれるほどの時が過ぎてもデュランダールは結婚していなかった。国の中ちゆう枢すうに巣くった〈翼の祈り〉の聖職者たちを追い出す過程においては、下手に妻子など持つと人質に取られる可能性があったからだ。

「だから、私が弱点を作って差し上げたのです。愛する妻と、その妻が産んだ、愛する国の未来を支えてくれる愛する息子」

　最初こそ泣き叫び、二番目の夫を拒否し続けていたプレアーナは聡明な女性だった。このままデュランダールを拒んだところで、その先にある未来が自分の望みとかけ離れていることにすぐ気づいた。

　己に牙きばを剝むいた弟の妻を取り上げて妃きさきにするという、いかにも「残虐王」らしい当初の目的はすでに遂とげている。搾さく取しゆし終えた女が首を吊ろうが飛び降りようが、相手は大国を牛ぎゆう耳じる「残虐王」。大した痛手にはなるまい。

　しかし彼が、妻とその子を愛すればどうなるだろうか？

「私たちは負けます。表面上はね。でも、それで構わない」

　幼い少女のようにあっけらかんとプレアーナは笑った。勝者の笑顔だった。

「私を愛した時点であの男の負け。愛する者が眼の前で殺される苦しみを味わわせてやるわ。あなたの夫にも、ついでにね」

　クルセージュを代表する愛妻家の妻は、そう言ってシルディーンを代表する愛妻家の妻に背を向ける。

「……ま、待って下さい！　私はまだ死にたくありませんし、ユベル殿下にも妃殿下にも死んでほしくありません!!」

　慌あわてたアリシアが叫んだが、露台を支える柱に向かって呼びかけたせいもあって、プレアーナの歩みを止めることはできなかった。

「さあ、今夜はもうお休みなさい。明日中にはあなたと私の夫がこの城までやって来るそうよ」

　まるで舞ぶ踏とう会かいにでも招しよう待たいしたような口振りで語り、目玉企画の説明までしてくれる。

「そうそう、明日の朝にはあなたとユベルの結婚式と、ユベルの戴たい冠かん式しきを行います。明日一日、あなたは私の娘ということになるのです。これでデュランダールは妻と息子と義理の娘を失うことになるのだわ。ライセン公爵はよろしいわね、妻を失いはするけれど、一緒に恋こい敵がたきとその母まで死ぬのだから」

　復讐の美酒は、冷静で落ち着いた雰ふん囲い気きだったプレアーナを心地よく酔よわせているようである。鼻歌でも歌い出しそうな口振りで言い放つと、軽い足取りで一足先に王城内に戻ってしまった。

　一応逃げ道を探すために視線を巡らせてみたアリシアであるが、ぴたりと張りつくように近寄ってきた元〈玩具の兵隊〉が無言で背中を小突いてきた。逆らうこともできず、おとなしく城内に戻る。プレアーナの姿はすでに付近にはない。明日の準備でもしに行ったのだろう。

　プレアーナとゼオルディスが重なって見えていたのは、どうやら間違いではなかったらしい。多少の差違はあれど、二人が願っているのは憎い相手が愛するものの破は壊かいだ。

　シルディーンの未来のために名前と母を奪われたゼオルディス。いつも笑っているように見える哀あわれな怪物王子は祖国の政治をめちゃくちゃに引っかき回し、クルセージュの侵しん攻こうを誘って破壊しようとしていた。

　プレアーナも似たようなことを目的としているが、女性であり王ではない彼女には、大国クルセージュを叩き壊すような真似はできない。戦乱はあくまで状況を混乱させるための手段に過ぎず、その真の目的は、より効果的にデュランダールの愛する者たちを葬ほうむり去ることにある。

「プレアーナ様は私にも、ゼオルディスだったゼオ様にも似ていて、ゼオ様はカシュヴァーン様にも似ている訳だから、つまりプレアーナ様は、私とゼオ様とカシュヴァーン様の娘のような存在ということね……」

　ぶつぶつとつぶやきながら元の部屋に戻ると、泣くような笑うような、奇き妙みような表情をしたユベルが待っていた。アリシアを見た途端、ひくひくと頰肉を痙攣させながらしゃべりだす。

「あの、アリシア、様。先ほど、母上がいらしたのですが……あなたは、何をお聞きになりました……？」

「ああ、私とユベル殿下が明日結婚し、殿下は戴冠して陛下になられ、私も陛下も妃殿下も死ぬという話ですか？」

　この反応からするに、一足先に姿を消したプレアーナはユベルにも計画を告げたのだろう。最初は驚きよう愕がくしたアリシアだったが、戻ってくる道すがらで落ち着いたので、聞き返す声は普段と変わりない。

　ユベルはそこまで腹が据わっておらず、アリシアの対応が冷静すぎて逆に動どう揺ようし始めた。

「な、なんでアリシア様はそんなに落ち着いているのですか!?　まさかあなたは、余の女神であるだけでなく、噂どおり本物の聖女アーシェルなのですか……!?」

「いえ、違いますわ」

　本物のアーシェルならさっきの露台から飛び立てたかもしれないが、生あい憎にくアリシアの身体能力は通常の人間より低いのだ。

「夫を呪のろい殺すような噂話もあるようですけれど、そんなことはできません。私にできるのは家事一般と、お医者様の真似事を少しと、駆け出しの商人のようなことだけですわ」

「け、結構いろいろと、おできになるのですね……」

「ええ、それと、妻としての一番の仕事ができます」

　カシュヴァーンとの何気ない会話を記憶の中から拾い出し、誇ほこらしげに告げる。

「夫をいつでも好きでいることです」

　結婚当初、カシュヴァーンは自分自身のことを嫌っていた。

　父親を唾だ棄きすべき怪物としてその手にかけながら、結局は自分も暴君と呼ばれる怪物にならなければ、己の理想を通せない。その矛盾に苦しみ、強さを求めた結果として〈強〉公爵なるふざけた称号まで手に入れた。

　だがカシュヴァーンがつらく苦しい道を歩んでこなければ、アリシアと彼の運命が夫婦として交わることはなかっただろう。いつかディネロの家令であるリドレックがこぼしたように、地ち方ほう伯はく同士、ディネロと結婚していたかもしれない。王子であるゼオルディスと結婚しシルディーン王妃殿下と呼ばれていたかもしれない。ユベルに望まれてクルセージュに嫁入りしていたかもしれない。

　誰と結婚していても、アリシアはおそらくそれなりに幸福に暮らせただろう。ただ、カシュヴァーンとのような「特別」を知り、彼以外は嫌だと言えたかと問われれば、分からない。

「……アリシア様は、実にできた奥様なのですね。ですが、余の母上は……」

　ここにいない彼女の叱しつ責せきに怯おびえてか、母上と呼びかけることさえ、ユベルは言葉に詰まった。夫をいつでも好きでいることを、プレアーナは確かに放ほう棄きしているように見える。

「プレアーナ様にできなければ、デュランダール陛下がして下さいます。夫婦として二人で生きるとは、そういうことですから」

「……母上のほうは、そもそも父上と夫婦を続ける気は、もうないかと……」

　信じていた母の手で散々打ちのめされたユベルは、いくら愛する女性の言葉とはいえ、たやすく楽観視できる様子はない。それでもアリシアは、自説を撤てつ回かいしない。

「どちらかというとプレアーナ様は、妻の一番の仕事を、真面目にされすぎたのではないかと思いますの」

「え？」

　さすがに懐かい疑ぎの念を露あらわにしたユベルに、にっこりと微笑む。

「大丈夫です。あなたは愛されていらっしゃるわ、ユベル殿下」

「え、ええ……？」

　安心どころか、戸惑いを深めるばかりのユベルの理解を待たず、アリシアも寝しん台だいに腰かけた。

「愛されているから絶対に殺されない、とは言えないところが愛の恐ろしさではありますけれど、他にできることもありませんし、まずは私の夫とあなたのお父様をお待ちしましょう。夕食はどんなお料理ですかしらね？」

　今夜のところはどう足あ搔がいても、生産的なことは何もできない。ならば消費者に徹てつするべきだと、アリシアはさっさと切り替えた。











第四章　残虐王は謝らない






　シルディーン王宮はなだらかな丘を左右に従え、石壁の守りをも受ける堅けん牢ろうな白はく亜あの城である。

　クルセージュ王城は海岸線沿いに立つ城であり、縦に長いシルディーン王宮と比べると高さがなく、その分有する面積が広い。一部は軍港にもなっており、海かい賊ぞく対策のために鍛きたえられた兵士たちが出港していくのだとか。

「内乱が起こった際に、この城もかなり被害を受けたということだったけれど……全くそんな痕こん跡せきはないわね。修復に何ゼダル、いえ、何レンデールかかったのかしら……」

　クルセージュの通貨単位を思い出しながらきょろきょろしているアリシアは、城門前の広場に立っていた。普段は警備の眼は厳しいものの人の行き来が多く、様々な催もよおし物も行われるにぎやかな場所なのだが、本日は四辺を武装したクルセージュの兵士がびっちりと取り囲んでいる。

「我わが国の通貨をご存じなのですね、アリシア様」

　隣のユベルが微笑ほほえめば、アリシアは大きくうなずいた。

「ええ、各国の通貨と換かん金きん相場は、常に把は握あくしておかなければ！」

「そうですか。余よとしては、レンデール以外の通貨などこの世界には不要かと思いますが……」

　さらりと発言するその顔は、昨日きのうの怯おびえようはどこへやら、憑つき物が取れたように落ち着いていた。夕食もしっかり食べ、夜もこてんと眠ったアリシアの寝る前の言葉を、ひとり嚙かみ締めた結果だった。

「いずれにしろ、今度はもっと時間をかけて、我が国の経済力を示せるようなドレスをお贈りしたいですね」

　華か麗れいな装そう飾しよくで飾られた礼装姿のユベルの横で、アリシアは明らかに体格に合っていない、ぶかぶかのウェディングドレス姿である。ユベルは王子として儀ぎ式しき用ようの礼装を用意されていたが、アリシアはプレアーナが昔着たものを借りた状況だからだ。これは二人の、結婚式なのである。

「殿でん下か、ライ……、アリシア様。式の最中ですぞ。私語は慎つつしまれよ」

　危あやうく「ライセン強きよう公こう爵しやく夫人」と呼びかけそうになったのは、並んだ二人の正面に立つリボルだ。テオドール派であることから予想できたが、彼は熱心な〈翼つばさの祈いのり〉の信者であり、そのためこの式典の祭さい司しを務つとめているのである。

「トレイスもノーラたちの式の時、やってくれたわよね……」

　レイデン家にて行われた三人式を思い出して、アリシアは口元を綻ほころばせた。リボルは何か言いたそうな顔をしたが、彼自身プレアーナの命令で嫌いや々いややっているのだ。とにかく早く終わらせようとばかりに、先を急いだ。

「では、誓ちかいの口づけを」

　一いつ瞬しゆんアリシアはぎくりとしたが、ユベルは動かない。花はな嫁よめのヴェールを上げさえしない。

「どうしたのですか、ユベル。好きな女性と口づけができる絶好の機会ですよ？」

　リボルの側そばで状況を見守っていたプレアーナが口を挟はさんできた。彼女も華か燭しよくの典に、あるいは死に装しよう束ぞくに相応ふさわしく、眼の覚めるような青いドレスで正装している。

「愛する女性を己おのれのものにできるなら手段は選ばない。それが『残ざん虐ぎやく王おう』の血を引くあなたのやり方ではなかったの？　ユベル。見み損そこないましたよ」

　惚ほれ薬ぐすりにまつわるやり取りを、誰だれかから聞いていたのだろうか。揶や揄ゆされたユベルだが動どう揺ようすることなく、母によく似た面おもてをまっすぐ彼女に向けた。

「セティル兄上であれば……、そうしましたか」

　亡なき息子むすこの名がその唇くちびるから飛び出した途と端たん、プレアーナはまなじりを吊つり上げた。

「馬ば鹿かなことを言わないで。あの子はテオドールによく似た、優しい子だった。愛いとしい相手が望まぬことなど、するはずがないでしょう!!　そもそもお前は私の息子ではないのですから、セティルを兄と呼ぶ資格はありません!!」

　むごい言葉にまた頰ほおを打たれて、ユベルはぎゅっと小さな拳こぶしを握にぎった。それだけの動作で耐えきって、その眼はゆっくりとアリシアへ向かう。

「アリシア様。余は、あなたが好きです」

　実の母の手で緩かん慢まんに毒殺されるところから救ってくれた女神。惚れ薬にすがってでも手に入れたいと願った情熱は、本物だ。

「ありがとうございます。私もユベル殿下が好きですわ。ばたばた走ると床が減る、というのは斬ざん新しんな教えでした」

「あ、あの時は、余に節約以外の貢こう献けんの手段がなかったからで……」

　油断すると足を引っかけてくる女神に苦笑いしたユベルであるが、苦難に磨みがかれたその顔は早くも少年時代を脱しつつあった。

「悔くやしいですが、余はまだ子供です。ですから、余がこの世で一番愛している女性は、母上です」

　母と呼ぶなと突き放されることを怖おそれない強さ。その瞳ひとみに満ちた強さに射い貫ぬかれて、プレアーナがわずかに眼を見開く。

「誇ほこり高き『残虐王』の息子ではありますが、父上がそう呼ばれるのは守るべきものあってのこと。意味もなく残虐な振る舞いをする者など、玉座に値あたいしません」

「ええ、カシュヴァーン様だって、あの方を暴君と呼ぶのは、あの方をないがしろにする貴族の皆様ですのよ!!」

　ここぞとばかりにアリシアが夫を褒ほめた。どこまでも無神経な想い人の発言も、今のユベルには追い風にしかならない。

「ましてや一番愛する女性も二番目に愛する女性も望まぬことなど、どうしてできましょう」

　小さな体いっぱいに二人の女性への愛をこめて、ユベルは力強く訴うつたえた。刹せつ那な、完全に吞のまれていたプレアーナがふっと冷たく笑う。

「──なら、よろしいわ。どのみち、あなた方の婚こん儀ぎは神の名の下に成立しました。そうですね？　リボル」

「は……、はっ」

　夢から覚めたような面おも持もちでリボルが返事をする。亡き主君の仇かたきの息子に位負けしたのが悔しいのか、じろりとユベルを睨にらんで、

「ええ、間違いありません。ではプレアーナ様、続いて戴たい冠かん式しきを」

「ええ」

　主導権を取り戻した二人がてきぱきと新たな式典の準備を始める。儀ぎ礼れい用に飾り立てられた宝冠がリボルの手に渡された。

　クロエに王権を授さずかった時のゼオルディスの姿を思い出しているアリシアの前で、言われるままにひざまずいたユベルの頭に宝冠が載のせられる。金銀宝石で飾り立てられた、大人でも重く感じるような冠かんむりを戴いただいて、華きや奢しやな体がよろめいた。

「さあ、これですべての準備は──」

　調ととのったと会心の笑みを浮かべたプレアーナの表情をどよめきが揺ゆるがす。厳げん戒かい態勢にある広場目がけて、騎き馬ばの伝令兵が猛もう然ぜんと駆かけ込んできたのだ。

「妃ひ殿でん下か、敵、敵てき襲しゆうです！」

「私はもう妃殿下ではないと言ったでしょう!!」

　ぴしゃりと撥はねつけたプレアーナの顔に狼ろう狽ばいはない。頭上に広がる蒼そう穹きゆうのように、清すが々すがしく晴れ渡っていた。

「思ったよりも早い動きですね、さすがだわ」

　なんのことか、聞くまでもなかった。カシュヴァーンたちがクルセージュまで進軍してきたのだ。

「ぐ、く、くそ、警備は何をやっているんだ、馬鹿者め！」

　リボルが吐き捨てれば、汗だくの伝令兵が悲鳴じみた声を上げた。

「お言葉ですが、シルディーンの正規軍が出向いてきたのです!!　傭よう兵へいどもや〈翼の祈り〉の兵士だけでも手て強ごわかったのに、我々の兵力では、とても太た刀ち打うちできません。マルグレートが兵を出した、との情報も入っております！」

「あら、ファルハド陛へい下かが？」

　自みずからヴェールをめくり上げたアリシアは、ぱあっと顔を輝かがやかせた。

「不動の貴公子が、重い腰こしを上げてくれたのですね。見返りは高くつきそうですが……」

　ぐらぐら揺れる宝冠を片手で支えつつ、ユベルも嬉うれしそうに唇をほころばせた。すでに勝利を確信したような発言に、リボルが忌いま々いましそうな顔をする。

「それもこれも、結婚式などで、わざわざ奴らを煽あおるような真ま似ねを……!!」

　怒りに任まかせて吐き捨ててしまってから、はっと顔を強こわ張ばらせた。式を命じたプレアーナは、何食わぬ顔をしている。

「とにかく、すぐに城内へお戻りを！　プレアーナ様、銀ぎん髪ぱつの小こ僧ぞうたちに私の言うことも聞くようにお申しつけ下さい！」

「善ぜん処しよしましょう」

　体ていのいい断り文句を口にしたプレアーナはアリシアとユベルに呼びかけた。

「本当はここがよかったのだけど……まあいいでしょう。来なさい、二人とも」

　リボルの命令で隊列を整え、迎げい撃げきの準備に入った兵士たちの隙すき間まを縫ぬって、三人は城内に戻った。







　プレアーナがアリシアたちを連れてやって来たのは、昨晩も使った露ろ台だいだった。まだうっすらと白みがかった早朝の青空の下、きらめく海原とクルセージュの城下町が一望できる。

　シルディーン王宮から同じように眼下の光景を眺ながめたこともあったが、全体的に背の低い建物が多いクルセージュは、街並みに凹おう凸とつが少ない分彩いろどりが鮮あざやかだった。南国マルグレートの影響を受けているのかもしれない。原色で塗ぬられた屋根を見ていると、シャンテのことを思い出してしまう。

「まあ、なんて高価そうですてきな眺め……あの色の染そめは、難しいのですよね」

「美しいでしょう？　クルセージュは」

　微笑むプレアーナの顔も、朝の光に照らされてまぶしく輝いている。その横に所在なげに立ったユベルの頭にある宝冠、それが象しよう徴ちようする永遠とは正反対の、破は滅めつを前にした刹那の美だった。

「プレアーナ様は、クルセージュのことは愛していらっしゃるのですね」

「……当たり前でしょう。生まれ育った国ですもの」

　つぶやくプレアーナの願いによって、美しいクルセージュの街並みの向こうから怒号が近づいてくる。カシュヴァーンとデュランダールが大勢の仲間たちを連れて駆けつけてきたのだ。

　王城内とその付近も騒さわがしくなってきたが、反して城下町は静かである。ここでアリシアは、にぎやかな街並みに住まうはずの人々の姿がまるで見えないことに気づいた。自分の視力のせいではなく、煮に炊たきする煙けむりも上がっていなければ、生活音すら聞こえない。

「城下町のみなさんは、避ひ難なんされたのですか？」

「当然でしょう。兵士が多いですが、戦せん闘とう能力がないものも大勢住んでいますからね」

　少し考えてから、アリシアは尋ねた。

「プレアーナ様は、テオドール陛下とセティル殿下だけを愛していらっしゃるのですのよね」

　すぐ側にいるユベルが胸むな苦ぐるしいような表情になったが、プレアーナは顔色ひとつ変えずにうなずいた。

「ええ、そのとおり」

「では、クルセージュへの愛は偽にせ物ものですか？」

　今度はプレアーナの目め尻じりが引きつれる。

「……何が言いたいのです？」

「プレアーナ様！」

　そこへ、息せき切って伝令兵が飛び込んできた。露台の出入口を守っていた元〈玩具おもちやの兵隊〉に止められそうになりつつも、上うわずった声で叫ぶ。

「何をしていらっしゃいます、シルディーン軍の進軍速度は驚異的です！　デュランダールも加わっているそうで、奴の呼びかけに応じた寝返りも出ています。ここは危険です、お下がり下さい!!」

「大丈夫ですよ。私たちには、彼らがいる」

　プレアーナの目め配くばせを受けて、銀髪の少年少女が深々とうなずいた。愛すべき主あるじに飢うえている猟りよう犬けんたちにとって、長きにわたり面倒を見てくれた彼女は、命に代えても守らねばならぬ主君なのだ。

「剣でも弓矢でも、彼らの守りがあれば問題ありません。リボルにはそう伝えなさい」

「し、しかし！　並みの兵士ならまだしも、ラグラドールの傭兵たち、それにそいつらの首領たる『死神』が来るという噂うわさも……!!」

「あら、ルアークもだいぶ有名になったのね。そうね、ルアークもプレアーナ様たちの行方ゆくえを追っていたし」

　アリシアのひと言がとどめとなって、兵士はぎょっと眼を剝むき、後ずさった。

「奴は死神姫の言うこと以外聞かないとの噂です、どうか……！」

「あなたはいい兵士ですね」

　にっこりと、プレアーナは笑った。

「ですが、大丈夫です。下がりなさい」

　柔やわらかな笑顔に秘められた逆らいがたい決意に圧おされて、兵士は苦々しい顔で引き下がった。







　先の兵士がいなくなってから、どれぐらい経たっただろうか。刻こく一いつ刻こくと他国の兵士たちに侵しん食しよくされていくクルセージュの街並みを、アリシアたちは無言で眺めていた。ユベルは首が痛くなってきたらしく、宝冠を腕うでに抱かかえている。

　クルセージュ王城からも兵が出ているので、城下町の中でのぶつかり合いが始まっている。視力は覚おぼ束つかず、戦闘について知識を持っている訳ではないアリシアから見ても、クルセージュ劣れつ勢せいは明らかだった。

　クルセージュ側といっても、正確にはクルセージュ内のテオドール派である。彼らの最盛期はユベルが産まれる前であり、テオドールその人の処しよ刑けいによって急激な衰すい退たいが始まり、その後も実兄による執しつ拗ような掃そう討とうが行われてきた。

　生き残った者たちの士気は高いが、いかんせん絶対数が少ない。相手も同じ国の人間ということもあって、攻城戦の守備側という優位を生かせていないようである。

　攻め手側はそれを知っていて、多少の出血は厭いとわぬ速度で猛然と進軍してくる。目指すはこの王城。ここを陥かん落らくさせればテオドール派の脆もろい優位はあっという間に瓦が解かいすると知っているのだ。

「元〈玩具の兵隊〉のみなさんを、投入しないのですか？」

　目立つ銀髪は激しい戦闘の最中にもきらめいて目立つはずだが、彼ららしき姿は見当たらない。アリシアが聞くと、プレアーナは首を振った。

「彼らは確かに強いですが、それは暗殺者としてですわ。夜や陰いんに紛まぎれての奇き襲しゆうは得意ですが、市街地とはいえこのように明るい場所で、大勢で連れん携けいを組んで戦うのは不ふ得え手てです」

　無敵ではないのだと説明した後、ほの暗ぐらく微笑んだ。

「それに、言ったでしょう？　私たちは負けるのだと」

「……そうですね」

　アリシアが何かを含んだ眼をしてうなずき、その話を初めて聞いたユベルが顔を強張らせた。

「負ける!?　母上、あなたは何を」

「私を母と呼ぶなと言ったはずですよ、ユベル」

　びしりと撥ねつけてから、その眼は意味ありげに直立不動の少年少女を見やる。

「安心しなさい。私ひとりでは負けません。あなたもアリシア様も道連れよ。そのために、彼らを残してある」

　カシュヴァーンとデュランダールがやって来るまでの間は護ご衛えい。彼らが来た後は、処刑人を務めるために。

「デュランダール陛下やカシュヴァーン様も、ですわね」

『お前たち女神が、我らを殺してしまったのだ』

「──そう」

　女性たちのやり取りの意味が完全には飲み込めず、おろおろと二人を見上げるユベルであるが、迂う闊かつに口を挟むと先ほどの二にの舞まいだ。どうにもできずに黙だまり込み、アリシアたちも黙ってさらに時が流れた。

「もう無理だ。プレアーナ様、投とう降こうをお考え下さい！」

　次に露台に飛び込んできたのは、汗だくのリボルだった。戦闘に参加していたのではないらしく、特に怪け我がなどは負っていないが、朝方見た時と比べると、ひどく顔色が悪くなっている。

「マルグレート軍が南方より現れました。我らの呼びかけに従う様子はありません!!　シルディーンと連携し、この城を取り囲む動きを見せております!!」

　ファルハドは本当に軍を出してくれたようだ。支払いは誰がするのかしら、と考え始めたアリシアを尻目に、プレアーナはリボルの進退を問うた。

「あなたはどうするのです？　リボル」

「無論、最後まで戦います!!」

　プレアーナの助けはあったに違いないが、執拗な残党掃討をくぐり抜け、蜂ほう起きに至ったリボルである。戦況がどれだけ不利になっても投降の意思はないようだ。

「あなたのような部下を持てて、テオドールは幸福ですね」

　死してなお夫への忠義を変えずにいるリボルのことを、プレアーナも好ましく思っているようである。現在ユベルへ向けるものよりは、百倍温ぬくもりのある笑みを見せた。

「でも、ごめんなさいね、リボル。私は夫と息子に殉じゆんじます。あなたも含めて、投降したい者は好きになさい」

　それを聞いたリボルは、無言で背筋を正した。

「──かしこまりました」

「いや、それはお勧すすすめしないなぁ」

　露台に降り注そそぐ春の日差しのように、明るく軽かろやかな声が突とつ如じよとして聞こえてきた。

　同時に、それまで人形のように己の持ち場に立っていた元〈玩具の兵隊〉たちが動きだす。数度瞬まばたきをする間にキィン、と澄んだ金属音が響ひびき、ひとりの少女の手から飛んだ投げナイフが露台の床に突き刺ささった。

「あら、まあ、ルアーク！」

　彼女の手から得え物ものを叩たたき落とした銀髪の少年を見つけ、アリシアは弾はずんだ声を上げた。

「うん、アリシアが見てるほうは銀髪違いだけどね。ごめん、遅くなって」

　佇たたずまいだけで同族たちを牽けん制せいしつつ、ルアークは首を竦すくめた。

「銀髪違い？　あら、まさか……」

「お久しぶりです、強公爵夫人」

　四角四面に敬礼するのは、粗そ末まつな旅装束姿の青年である。

　ルアークほどではないが動きやすさを重視した装よそおいは飾り気ひとつないが、その美び貌ぼうだけで衆目を集めるには十分だろう。冗じよう談だんのように整った顔立ちの中、右眼の下にある泣きぼくろだけが彼を人間らしく見せている。

「まあ、マーベル様！　ご無事だったのですね、よかった!!」

　フロリアン・マーベル。ゼオの数少ない友達であり、ジェリオによって人質に取られていたはずの彼が剣を片手に立っていた。

「プレアーナ様たちを追いかけていったら、俺の元お仲間たちだの、この人だの、いろんな情報が錯さく綜そうしすぎててさ。おかげでずいぶん回り道をさせられたけど、でも、ま、間に合ってよかったよ!!」

　勢いよく叫さけんだルアークが、飛来した矢を弾はじき飛ばした。見れば城の屋根に数人の銀髪の少年が立って、次の矢をつがえている。

「おーおー、次から次へと。フロリアンさん、そっちの四角いおじさんは任せたよ！」

「承しよう知ち!!」

　硬こう直ちよくしていたリボルが、四角扱あつかいされて我われに返る。慌あわてて構えた剣の上に、フロリアンの剣身が激しく叩きつけられた。
















　見た目は優美な青年であるが、かつて「穢けがれ無き銀ぎん騎き士し」と呼ばれていた彼は儀礼用の重たい甲かつ冑ちゆうを常に着用し続けていたのである。巨大な偽物の翼を常に背負っていたクロエと同じ理り屈くつで、体は相当に鍛えられている。

「私もこの服を着続けていれば、少しは鍛えられるかしら？」

　ぶかぶかのウェディングドレスの裾すそを持ち上げるアリシアたちを中心にして、激しい戦闘が始まった。フロリアンはリボルと、ルアークは元〈玩具の兵隊〉たちと切り結んでは離れ、離れては切り結んで、一進一退の攻防にユベルは震ふるえ上がっている。

「ア、アリシア様、うわあ！」

　ルアークが叩き落とした矢がユベルの足元に突き刺さった。飛び上がる彼の横で、アリシアのドレスの裾にも別の矢が突き刺さったが、アリシアは腰を屈かがめてそれを引き抜きながら微笑む。

「大丈夫よ。二人とも、とっても強いから」

「いや、ですけど、でもっ！　余たちには武器すらないのですよ!?」

　礼装姿とはいえ帯剣を許された訳ではない。最後の頼みの綱つなとばかりに、ユベルは手の中の宝冠をぎゅっと握り締めた。

「それを投げつけられると結構痛そうですけど、さすがにもったいないかしらね。でも、命より高いものもありませんし……だけど大丈夫ですわ、殿下。デュランダール様とカシュヴァーン様が来るまでは生かしておいてくれるでしょうし」

　アリシアの言うとおり、プレアーナはアリシアたちを効果的に殺すことを狙ねらっており、元〈玩具の兵隊〉たちはその命令を絶対遵じゆん守しゆして今ここでは殺さないだろうし、リボルにしてもユベルはとにかくアリシアを殺したくはないはずだ。ルアークとフロリアンは言わずもがなである。

　この場の九割方が生存を願ってくれているのだから、まず死にはしないだろう。現に、飛んでくる矢が本当にアリシアたちに当たりそうになると、ルアークか元〈玩具の兵隊〉たちの誰かが戦いながら軌き道どうを変えてくれるのだ。

「それに、このお二方が来てくれたということは……」

　アリシアの予想は当たった。

　機動力と攻撃力に優すぐれた二人に先陣を切らせたのは、主力の露つゆ払はらいをするためだ。程なく露台の下からだけでなく、城内から激しい戦闘音が聞こえ始めた。

「ここだけは守れ！」

「我が物顔をしおって、もうここは貴様の城ではないんだぞ!!」

　リボルの部下たちが歯は嚙がみしながら叫ぶ声、忙せわしない動きにつられて身に着けた鎧よろいがこすれ合う不快な金属音。それを粉ふん砕さいするように威い勢せいのいい叫びが駆け上がってくる。

「必死な顔をされると突き崩くずしたくなるよな！」

「そ、そうですね、俺もそう思います!!」

　露ろ悪あく的てきな叫びと、懸けん命めいにそれを吸収せんと相あい槌づちを打った者が揃そろって露台に飛び込んでくる。

「ゼオ様、ジェダ!!」

　見た目では正直他の兵士と区別がつかない部分があるものの、声と口く調ちようで見分けたアリシアの顔がぱっと明るくなった。

「ようアリシア、さすがの悪運だな!!」

「さすが俺たちの『お母さん』です!!」

　ゼオがにやりと笑い、ジェダは感無量の笑顔だ。ティルナードが心配していたように若じやつ干かんゼオに引きずられている様子だが、アリシアの無事を確認してこぼした笑みは至って素直な、彼本来のものである。

「ゼオ様、俺はルアークに加勢します。あなたは下がっていて下さい」

　戦況を見て取ったジェダがゼオを庇かばう位置に立つ。クルセージュの一般兵ならいざ知らず、ゼオの剣技の腕は元〈玩具の兵隊〉たちに太刀打ちできるものではない。

「やれやれ。怒らせるなら、俺も得意なんだけどな」

「私もですわ！」

　時々意い図とせず人を激げき怒どさせる悪あく癖へきを持つアリシアが同意すると、ゼオは肩を竦めて一歩下がった。彼が道を譲ゆずった場所に、今度はラグラドールの傭兵たちがクルセージュ兵ともみ合いながら、わっと詰めかけてくる。

「アリシア！」

　ますます混迷を極きわめる露台に満ちた喧けん噪そうを切り裂いて飛来した声は、アリシアの心臓に突き刺さり、肉体ではなく「おなかを痛」くさせた。

「カシュヴァーン様……!!」

　花びらをまき散らすような微笑みを浮かべたアリシアの耳に、妻を呼ばわるもうひとりの夫の声が届く。

「プレアーナ!!　ユベル!!」

　その声を聞いて、その姿を見て、プレアーナの背筋がぴんと伸びた。

「父上！」

　一足先に反応したユベルとは対照的に、彼女の唇には寒々しい笑みが浮かんでいた。

「ようやく来ましたか、あなた」

「──ああ、来たぞ。お前たちを迎えにな」

　カシュヴァーンと並んで露台の中央、プレアーナたちの前まで進み出てきたデュランダールは、おごそかにそう告げた。







　敵味方の大将がついに顔を合わせた。争っていた誰もがいったん手を引き、殺気と怒声に満ちていた露台の上が静まり返る。

　戦場の作法など読まない元〈玩具の兵隊〉たちまでそうしたというのに、夫馬鹿と妻馬鹿は手を取り合わんばかりにして互いの名を呼び続けた。

「カシュヴァーン様!!　お会いしたかったです!!」

「アリシア!!　俺もだ!!」

　傷に歪ゆがんだ顔をさらに歪めるようにしてくしゃくしゃにしたカシュヴァーンは、出発の時と比べるとひどく疲労して見えた。行軍の疲れはもちろん、無事を祈って置いてきたはずの妻が拉ら致ちされた報を聞いて、気が気ではなかったのだろう。

「残念でしたわね、ライセン公爵。彼女はもう、あなたの妻ではありません」

　二人の仲を切り裂くように、プレアーナがつと割って入った。

「大々的に公表する時間はありませんでしたが、この装束で想像はつくでしょう。アリシア様はここにいるユベルの花嫁に、つい先ほどなったのです」

　一瞬だけ、アリシアは喉のどが詰まるような緊張を感じた。

「それがどうしました」

　だが、たちまち表情を引き締めたカシュヴァーンは険けわしい眼でプレアーナを睨みつけるだけだ。アリシアを責める色はその瞳にない。

「ユベル殿下と結婚？　結構なことだ。世界一可か愛わいい我が妻はあまりにも魅み力りよく的てきすぎて、何度もいろいろな男に狙われてきましたからね。俺との結婚自体なかったことにされかけたぐらいだ」

　その原因、露台の端に佇むゼオをじろりと睨みつけたカシュヴァーンは、同じ強さでユベルを睨みつけた。

　これまでも恋こい敵がたきとして大人げない態度を取られていたユベルだが、今までの比ではない眼力に声もなく竦み上がる。プレアーナも、予想外の返答に返す言葉を失っている。

「アリシアと結婚したい男は山ほどいるが、再婚したい男は俺ぐらいだろうよ!!　ですから結構、どうせすぐに取り返す!!」

　最終的に自分の側に在れば、それで構わない。

　力強く断言されて、アリシアの肩に入っていた力が抜けていく。カシュヴァーンを信じていたし、口づけも交わさぬ結婚式になんの拘こう束そく力りよくもないとは思っていたが、ちょっぴり申し訳なさは感じていたのだ。

「はい、カシュヴァーン様！　たとえ誰と結婚しても、私の夫は、あなただけですわ……!!」

「ねえ、それ言葉として矛む盾じゆんしてない？」

　呆あきれたようにルアークが突っ込んだが、気持ちは伝わったようである。カシュヴァーンは強くうなずいて、

「無論あなたとユベル殿下のことは、デュランダール陛下が取り返す!!」

　そう言うなり、主役交代とばかりに道を譲った。
















「プレアーナ」

　名を呼ばれて、プレアーナの呪じゆ縛ばくが解ける。身じろぐ彼女に向かって、デュランダールは大おお股またに一歩、踏ふみ出した。

「あの時あの場で余を殺さなかったのは、こうして余が来ることを待っていたからであろう？」

　日焼けした指先がぐいと襟えり首くびを引き、鎖さ骨こつから右肩にかけてを露あらわにする。そこにはいまだ生々しく、剣で切り裂かれた痕あとが残っていた。

　アリシアの手当てを受けたものの、毒に冒おかされた皮ひ膚ふは赤黒く変色している。これはきっと、消えないだろう。

「──ええ、そうですわ！」

　自分が負わせた傷を見たことで、プレアーナは立ち直った。ドレスの隠かくしに滑すべり込んだ手が、小さなナイフを取り出す。

　銀の切っ先がアリシア目がけて振り下ろされる。そこに同じ色の軌き跡せきを引いて、ルアークが走り込んだ。

　間かん一いつ髪ぱつ、アリシアはプレアーナの一いち撃げきをかわし、「息子」の腕に抱かれて露台の端まで移動していた。だがそれは、聡さといプレアーナの罠わなだった。

「は、は、うえ……」

　弱々しい声を上げたのは、プレアーナの腕に抱き込まれたユベルだ。彼女を母と呼んでも拒きよ絶ぜつはされず、息子を抱く腕には一層力がこめられた。

「プレアーナ」

「動かないで、デュランダール！」

　尊称の代わりに憎ぞう悪おを詰め込んだ声で、プレアーナは低く命じた。その腕の中では、首筋にぴたりとナイフを当てられたユベルがひくひくと喉を震わせながら眼を見開いている。

「覚えている？　この下の広場で、あなたはテオドールとセティルを処刑した」

「……ああ」

　本当はここがよかったと、広場を去り際ぎわにプレアーナがつぶやいたのをアリシアも覚えている。過去の復ふく讐しゆうを果たすのであれば、同じ場所がいいという気持ちがあったのだろう。

「ル、ルアーク」

「……ごめん、ちょっと黙ってて、アリシア」

　ゆっくりとアリシアから離れながらつぶやくルアークの横顔が、いつになく緊張している。見回せばジェダも飛び出す隙をうかがっているようだが、彼がほんの少しでも視線を動かそうものなら、どこからか次々と現れた銀髪の少年少女たちが全身を反応させる。

〈玩具の兵隊〉の中でも一番の精せい鋭えいとして嫉しつ妬とされていたルアークはもちろん、ジェダも彼に嫉妬できるほどの腕前の持ち主ぬしなのであるが、これほど多くの元仲間たちとやり合ったことはないのだ。さすがに勝手が違うようである。

「元〈玩具の兵隊〉って、こんなにたくさんいたのね……」

　少なくとも十数人はいるのではないだろうか。〈玩具の兵隊〉が解散した後、マルグレートという新たな飼かい主ぬしを得てからも、道具として使い捨てられそうになっていた彼ら。だからこそ手を伸べてくれたプレアーナの命令には、絶対服従なのだ。

　その先にあるのが、プレアーナ自身の死であっても。

「あなたたちは、プレアーナ様に死んでほしいの？」

　ごく普通の大きさの声で言ったので、カシュヴァーンなどには聞こえないだろう。だが聴ちよう力りよくにも優れた元〈玩具の兵隊〉たちには聞こえたらしく、何人かがわずかに眼を泳がせた。

　しかし肝かん心じんのプレアーナには聞こえていない。聞こえていても、聞く耳を持たなかっただろう。

　彼女の意識には現在も未来もない。過去の凄せい惨さんな記憶しかないのだ。あるいは、そうでないといけないと思い込んでいる。

「私は泣いて頼みました。夫を殺さないで、息子を殺さないで。私の頼みを、あなたは鼻で笑った」

「……ああ。覚えている」

　ユベルとアリシアが虚きよ飾しよくの式を挙げた広場に視線をやって、デュランダールは静かにうなずく。

「そなたが恨うらんでいるのは余であろう、プレアーナ。私たちの息子を放してやってくれぬか」

「ふざけたことを言わないで！　私の夫はテオドールだけ、私の息子はセティルだけ。この子など、私の息子じゃない!!」

　甲かん高だかく叫んだ後、急に冷静な表情になり、ぞっとするほど美しく微笑んだ。

「でも、あなたの意識の上では、私はあなたの妻。ユベルはあなたと私の息子。それでいいのです」

　ナイフを握った手がすっとユベルの喉を撫なでた。薄うすい皮膚に赤い線を引きながらゆっくりと動いた刃が、大きく振り上がる。アリシアは思わず叫んだ。

「ルアーク、ジェダ！」

「しょーがないねッ!!」

　舌打ちせんばかりに叫んだルアークが、太い銀の針のような得え物ものを取り出し床を蹴ける。ジェダも反対方向から飛び出した。彼らを阻そ止しせんと、銀色の尾を引いて複数の少年少女が殺さつ到とうする。

　風の早さで動く暗殺者たちの攻防だ。勝敗は一瞬で決した。

「……あら……？」

　アリシアは思わず眼鏡めがねを直した。

　呆ぼう然ぜんと一人立つプレアーナを中心に、銀髪の少年少女が周辺を取り巻いている。

　プレアーナにあと一歩手が届かぬ位置で、五人に羽は交がい締じめされているルアーク。対角線上には三人にしがみつかれているジェダ。他に四人がどちらかにやられたらしく、腕や足から血を流しながら床に倒れている。

　ユベルはその輪に含まれていない。彼は銀髪の少女の腕に抱かれていた。デュランダールのすぐ側に立った彼女は、あ然としているデュランダールへと、呆然としているその息子を押しつける。

「……サーリヤ、か？」

　見覚えのある顔を見つめてカシュヴァーンが問うと、彼女は軽く首を振った。死に場所を探してマルグレートのイズマイール王子に従い、エルティーナを暗殺しかけた暗殺者サーリヤは死んだと、そう言いたげに。

「借りは返しました」

　ルアークも認めた名無しの暗殺者は、一いち陣じんの風に巻かれていずこかへと消えた。

「こりゃ驚いた。イズマイール殿下に、後で教えてあげないとね！」

　いち早く立ち直ったルアークの言葉に全員がはっとした時には、彼は自分を縛いましめていた腕を振りほどき、あっという間にプレアーナのナイフを奪い取った。振りほどかれた五人の動揺の隙を突き、次々と床に沈めてデュランダールを振り返る。

「思わぬ味方のおかげで、流す血は最小限にすみましたよ、残虐王陛下。でもここからは、暗殺者の出番じゃないでしょ？」

「すまぬ」

　短く言ったデュランダールが、軽くユベルの頭に触れた。この間アリシアにしたように、怯えを含んだぎこちなさで、妻によく似た金色の髪を撫でてやる。

「父上……？」

「お前の母親を取り戻したい。手伝ってくれるか、ユベル」

「は、はい、もちろん！」

　このように頭を撫でられたことなど、めったにないのだろう。頰を紅こう潮ちようさせたユベルを見やり、プレアーナは冷たく微笑んだ。

「……ふふ。さすがは悪名高い『残虐王』。私の負けのようですね」

　言葉とは裏腹に、彼女にはちっとも打ちのめされた雰ふん囲い気きがなかった。

「仕方がないわ。ならば私だけは、あなたたちから奪ってやらないと」

「自死を選ぶ気か……？」

　ナイフは奪われたが、彼女はぼこぼこ茸だけの毒を使う。失敗した暗殺者のように毒をあおることを警けい戒かいしているらしく、デュランダールの眼が警戒を帯びた。

「そうですわね。でも、今は難しそう。ですから諦あきらめますわ。投降します」

　フロリアンと睨み合っていたリボルがなに、と眼を剝くと、プレアーナは白々しく肩を竦めた。

「でも、私を連れ帰ってどうしますの？　デュランダール。言っておきますが、これまでのように、あなたと夫婦ごっこを続ける気はありません。私はあなたもあなたの息子も、これまでのように心の中だけでなく、今後ははっきりと眼に見える形で拒こばみ続ける。あなた方を一番傷つける方法で己の命を絶たつ好機を、これからも狙い続けます」

「……妃殿下……」

　苦しげにカシュヴァーンがうめいた。ユベルは今にも泣き出しそうである。デュランダールはあまり表情を変化させず、無言で彼女の言葉を嚙み締めているようだ。

「もう愛あい想そが尽きましたか？　テオドールやセティルのように私を殺す？　どうぞ、できるものならそうして下さいな」

　できるものならね、と彼女は心地ここち良よさそうに笑った。

「この十年、私はあなたという男を研究し尽くしたわ。どんな言葉に、しぐさに、心を引きつけられるのか。だから分かっています。それでも、デュラン……あなたが、私を愛しているのを」

　とびきり甘い声で、二人きりの時しか使わない愛称を口にする顔は嘲あざけりに満ちていた。

　ユベルに毒を盛るように、彼女は夫にも毒を盛り続けたのだ。どんな毒より強力な、愛という名の劇物を。急激な濃度低下によって魂たましいの死を招く、最悪の毒を。

「あなたやそこの強公爵のように、孤こ高こうを気取る男ほど、都つ合ごうのいい理解者を求めるもの。あなたの愛するプレアーナはテオドールとセティルの復讐のために作り上げた幻げん想そうです。それでも傲ごう慢まんで怠たい惰だで臆おく病びようなあなたは、一度手にしてしまった愛をもう喪うしなえない」

　ほくそ笑むなり、挑ちよう発はつ的てきに自ら一歩、二歩とデュランダールに近づいていく。剝き出しの刃やいばのような気き迫はくに当てられたか、あのデュランダールが耐えかねたように視線をうつむけた。

「それともあなたの手で、私を殺す？　あなたの、いえ、私たちの息子も殺す？　私よりも都合のいい女が現れるまで、何度も繰り返しますか？　『残虐王』の名に相応ふさわしく!!」

　嚙みつかんばかりに顔を近づけ、プレアーナはぎらぎらと光る眼をして呪じゆ詛そをまき散らした。誰もがその気迫に吞み込まれ、動けなくなったその時、

「プレアーナ様は、今の夫と息子を愛したら、前の夫と息子への愛が偽にせ物ものになってしまうと思っていらっしゃるのでしょう？」

　毎度空気を読まないことに定評のあるアリシアが、拉致されて以降喉に引っかかっていた言葉を吐き出した。途端に、プレアーナがびくっと肩を跳はねさせる。

「……何をおっしゃりたいの？　アリシア様」

「だってプレアーナ様、ずっと怯えていらっしゃるように見えるんですもの」

　私が愛しているのはテオドールだけ。セティルだけ。

　強くその言葉を繰くり返すたび、彼女に負い目を抱いだくデュランダールやユベルは罪悪感に頭こうべを垂たれる。似たような境きよう遇ぐうのカシュヴァーンも苦しそうにする。

　しかしプレアーナと同じ立場にあるアリシアは顔を上げていられる。うつむいていては見えない、プレアーナの苦しみを感じ取ることができるのだ。頼りない肉眼ではなく、心の共鳴によって。

「……そうか」

　アリシアに倣ならったように、デュランダールもゆっくりと顔を上げた。アリシアの言葉で何かを得たのか、その眼にはふてぶてしいまでの生気が戻りつつある。

　だが彼はプレアーナではなく、まずはユベルへとその眼を向けた。

「ところでユベル。その宝冠を出してきたということは、もしや……お前はアリシア様と結婚し、クルセージュ王に即位したのか？」

　アリシアの結婚は先ほど聞いたが、戴冠までは話に出ていない。確認する暇ひまもなかったし、誰もユベルの意思でやったなどとは思っていないのだが、ユベルは大おお仰ぎように慌て始めた。

「申し訳ありません父上！　余は決して父上に叛はん逆ぎやくなど、そのような気持ちは」

「構わぬ。でかしたぞ、さすが我が息子」

　ぽん、ともう一度ユベルの頭に触れたデュランダールは、瞳を正面のプレアーナに向けた。

「余は、王であった。だから、そなたに謝罪はしなかった。できなかった。そうでなければ王命により、これまで命を散らした者たちに申し訳が立たぬ」

　傲ごう岸がんな王として生命さえも差し出させてきた以上、その命令に誤りがあったなどとは認められない。それが「残虐王」と呼ばれ、クルセージュの守しゆ護ご者しやとなることを誓ったデュランダールの美学だった。

「しかし、ユベルが戴冠したのなら、今の余はクルセージュ王ではない。今なら謝ることができる。──テオドールのこと、セティルのこと、すまなかった」

　プレアーナが大きく数度、瞬きをした。切れそうに嚙み締めた唇は細かく震えるばかりだ。

「言っておくが、あれが間違った判断だとは思っておらぬ。〈翼の祈り〉の専横を許せば、早晩我が国は奴らに食い物にされていたことだろう。聡そう明めいなそなたも、それは分かっていたはずだ」

「……それで、赦ゆるされるとでも」

「分かっている。今のは、王としての意見だ。そなたを愛する夫としての余は、愛するそなたの愛する者を奪った罪を重く受け止めている。たとえ、この気持ちが、そなたの策にまんまとはまったゆえであってもだ」

　言葉で斬きりかかってくるプレアーナに対し、デュランダールはその一つ一つを受け止め、柔らかに応じた。自らを刃と化すことで己を守ってきた愛する妻が、刃こぼれしてしまわないように。これ以上傷つかないように。

「は……はうえ！」

　たまりかねたようにユベルが口を挟んできた。その眼いっぱいに涙が浮かんでいる。

「父上がただ冷れい酷こくな方であるのなら、余に亡き兄上の名前を付けたりしません！　母上だってお分かりでしょう、父上がずっと前からテオドール殿下たちの処刑を後こう悔かいしていると、謝りたいと思っていたと!!」

「……黙りなさい、ユベル。あなたに母と呼ばれるいわれはない、と言ったはずです」

　かたくななプレアーナの拒絶によって、ユベルの頰を涙が伝った。それでも彼は叫ぶ。自分の胸の痛みのためだけではなく、それによって母が傷ついているのを知っているからだ。

「認めて下さい、余を、父上を、母上もまた愛してしまったと！　そうでなければ余が、父上が、これほどまでに母上を愛するはずがない……!!」

「ああ、そうだ」

　表情を和やわらげたカシュヴァーンが、なぜかゼオを見やる。

「毒の使い手は、使い手自身がその効力を誰よりもよく知っている。まして心に回る毒の使い手は、自らにもその毒がよく効くと分かっているからこそ、それを使って他人を傷つけようとする。そうだよな？　ゼオ」

「そうだな、ゼオ」

　フロリアンにまで尻しり馬うまに乗られて、ゼオは天を仰あおぐ真似をした。

「大丈夫ですわ、プレアーナ様。私もブライアン様のことはお金持ちでしたから好きでしたけど、あの方への気持ちとは別にカシュヴァーン様のことを愛しております」

　最初の夫のことを思い出しながらアリシアも加勢した。

　とはいえ彼の印象は肥ひ満まん気ぎ味みの腹ぐらいしか残っていなかったが、悪い印象はない。ブライアンのほうは血筋以外取とり柄えのない貧ひん弱じやくな小娘、とアリシアを馬鹿にしたが、アリシアのほうに彼への悪意はない。

　誰かを好きになったら、過去の愛が偽物になる訳ではない。憎にくき仇を愛してしまった罪を糾きゆう弾だんできるのはプレアーナ自身ではなく、テオドールとセティルだけだ。

　だが、彼らはもういない。至いと高たかき国へと飛び去ってしまったのだ。

「お黙りなさい、裏切り者！　あなただったら、私の気持ちが分かると思ったのに……!!」

　瞳の縁ふちを淡あわく光らせて、プレアーナはアリシアの言葉を拒んだ。

「もうよい、プレアーナ」

　冷静なプレアーナらしくない、狼ろう狽ばいする様こそがアリシアの正しさを証明している。そうと理解していないはずのないデュランダールの声は優しかった。プレアーナも知らない、袂たもとを分かつ前の弟を呼んでいた時の声で、傷ついた妻の心を抱き締める。

「余を愛さずとも構わぬ。ユベルを息子として認めずとも構わぬ。たったひとり、十年以上の間、側にいない者を愛し続けるのはつらかっただろう。だから、もうよい」

「テオドールもセティルもいます！　私の側に、ずっといます!!」

　頑がん迷めいな答えにも、「そうだな」と否定せず受け止めて、

「そなたはそのまま、前の夫と息子を愛していればよい。余とユベルは、そんなそなたを愛そう」

　ひときわ大きく身じろいだ彼女へと、日焼けして荒れた、武ぶ骨こつな手が伸びていく。おずおず、と表現していいほどそっと、妻の金色の髪を撫でた。

「いつか、そなたが、本当に我らを愛してくれるまで……」

　ユベルもこわごわと手を伸ばして、プレアーナのドレスのスカートをそっと握った。歳としより幼おさない子供のような、振り払われるのを怖れながらも愛を求めるしぐさが、彼女の最後の砦とりでを壊した。

　声もなく、プレアーナが崩れ落ちる。その場にしゃがみ込みそうになった彼女を、たくましい腕がしっかりと支えて厚い胸板に抱き込んだ。

　弾みでプレアーナの髪が解ほどけ、金色の髪が肩や背になだれ落ちる。頰を濡ぬらす涙によって彼女の頰に貼はり付くそれを、デュランダールは優しく払ってやった。

「テオ、セティル、セティル……!!」

　泣きじゃくる彼女の唇からは、今はまだ最愛の夫と息子の名前しか出てこない。
















　いつかはそこに、新たな名前が加わるだろう。プレアーナの心が本当に癒いえるその日を、彼らは待ってくれるはずだ。ほっとした顔で見守る元〈玩具の兵隊〉たちを含め、それだけの愛を彼女は周囲に与えてきたのだから。











第五章　大団円






　シルディーン王宮はなだらかな丘を左右に従え、石いし壁かべに守られた堅けん牢ろうな白はく亜あの城である。春の日差しを受けてそよぐ草原の中、荘そう厳ごんに佇たたずむ白い城は一いつ幅ぷくの絵画のようだ。

「こちらへうかがうのも、久しぶりですね」

　ライセン家の紋もん章しようを掲かかげた馬車の御ぎよ者しや台だいにて、手た綱づなを操あやつるトレイスが感かん慨がい深ぶかげにつぶやく。

　クルセージュでの騒そう動どうが収まって半月ほどが経過し、事態はすでに落ち着いた。今夜はついにエルティーナとジスカルドの結婚式、ならびにノーラとティルナードの結婚式なのだ。

「そうだな。最近は出先で王家の方々とお会いする機会が多かった」

　馬車の中からカシュヴァーンが応じれば、隣のアリシアの頭の中にはシルディーン王家ではなく、隣りん国ごくクルセージュ王家の人々の姿が浮かび上がった。

　デュランダールはユベルから宝ほう冠かんを返へん却きやくされて玉座に返り咲いた。プレアーナもお咎とがめなしとはいかず、しばらくは謹きん慎しん状態に置かれているものの、彼女の叛はん逆ぎやくの理由は包み隠かくさず公表されていた。特に女性たちからの同情の声は高く、遠からず王おう妃ひの座に復活するだろう。

　今の夫と息子むすこへの愛を彼女が認められるようになるか、それはデュランダールとユベルの努力次し第だいである。リボルたち亡なきテオドール派もあぶり出された現在、彼らへどう対処するかが今後のクルセージュの在り方を決める。エルティーナの婚こん儀ぎへの出席も辞じ退たいし、しばらくは内政の立て直しに全力を注そそいでいくと聞いていた。

　デュランダールと一緒に亡ぼう命めいしてきたレビンとクレメアは、クルセージュ国内の情勢が落ち着いたのを見計らって自領へ戻っていった。産み月が近いとのことで周囲は心配したが、「やっぱり家で産みたいの」というクレメアの意見が最終的に尊重された。

「ゼオ様たちは、今ごろどちらでしょうね」

　次にアリシアの脳内に浮かんだのは、元シルディーンの王子である。彼と鏡写しの位置にある傷を歪ゆがめて、カシュヴァーンはふん、と鼻を鳴らした。

「さあな。マルグレートより南のことは、情報がほとんど入ってこない。群ぐん島とう国家というのがどういうものか、俺も少々興味はあるが……」

　ゼオもシルディーンに大混乱を引き起こした罪人であり、公的には死んだ身の上である。本来ならアリシアたちの前にも二度と現れなかったはずが、マルグレート王子ジェリオの策略によって予定が狂っただけの話だ。

　クルセージュとのいざこざが収まり、フロリアンの無事も確認できた現在、下へ手たに国内に留とどまればゼオルディスとしての責任を追及される可能性がある。それを回かい避ひするためもあって、ゼオは数少ない友と連れ立って旅立っていった。「エル姉様には、またジス義に兄い様さまと別れたら連絡してくれと言ってくれ」との伝言を口にした瞬しゆん間かん、カシュヴァーンとフロリアン、二人を真ま似ねたジェダに小突かれながら。

「島には行ったことがありませんけど、周り中が海なんて素晴らしいですわね！　それが群れを作っているなんて、どんな光景かしら……きっとそこでは海が神様で、海で死ぬことは名めい誉よとされているのではないでしょうか」

　四方を海に囲まれた環境など、敬けい虔けんな〈翼つばさの祈いのり〉の信徒であれば卒そつ倒とうするに違いない。だがラグラドール、クルセージュで海に接してきた経験から、アリシアは早くも想像の翼を羽はばたかせていた。

「おそらくそうだろうな。しかし……人間は本当に、神様と縁えんの切れない生物だ」

　クルセージュに〈翼の祈り〉が根づきにくかったように、環境が変わればそこには別の神話体系が築きずかれているだろう。だが神の存在自体がなくなることはあるまいと、神様嫌ぎらいのカシュヴァーンは少し遠い眼をする。

「神様は親だ、って考え方があるらしいね」

　つぶやいたのは、以前誕生日にもらった礼服を着込んだルアークだった。ちなみに今年の誕生日は騒動に巻き込まれた結果、ゆっくり祝えなかったので、アリシアの誕生日と合わせてエルティーナたちの式の後に宴うたげを開く予定だ。マルグレートやクルセージュとの件など、立て続けに起こった不ふ穏おんな騒動を吹き飛ばすために、慶けい事じをまとめて盛せい大だいに執とり行うことになったのである。

「だったら、ま、しょーがないよ。親がいないと子供は生まれないし」

「……そうだな。親は選べないしな。その点お前は俺とアリシアを選べたのだから、幸せ者だ」

　肉体的な意味での両親は結局分からずじまいのルアークであるが、精神的な両親は己おのれで選ぶことができたのだ。ぽんと頭に置かれた手の平のぬくもりに、くすぐったそうに肩かたを揺ゆらす。

「そうだね。俺のお姫様が無事に産まれてきてくれれば、本当にお義と父うさんって話になるし」

「ルアーク。言っておくが、求婚の優先権を与えただけだからな？」

　カシュヴァーンが疑いのまなざしを送るなか、馬車は順調に進んでいく。クルセージュと比べると仰ぎよう々ぎようしい印象の城下町を進んだ馬車は、やがて人混みでごった返す王城へと辿たどり着いた。







　クルセージュからの招しよう待たい客きやくはいないものの、待ちに待った女王の結婚式である。万一に備そなえて配置された警備兵も含めて、王宮の周りは大変な騒さわぎになっていた。

「これはライセン強きよう公こう爵しやく閣かつ下か。こちらへどうぞ！」

　ライセン家の人々を認めた従じゆう僕ぼくが迎えてくれたが、その声がよく聞こえないほどの混雑である。そのほとんどが着飾った紳しん士し淑しゆく女じよたちなのだ。漂ただようお金の匂においを嗅かぎ取って、アリシアはご馳ち走そうを前にした犬のように瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「あの方は七百万ゼダル、あの方は五百……あら、あれはアズベルグ産のサファイアでは？　嬉うれしいわ、王家の式典につけてきてくれるほど評判が上がっているのね」

　クルセージュの通貨に換算すると、今はいくらだろうか。せっせと計算しているアリシアの眼の端はしを、飾り気のない白い衣ころもがかすめた。

「まあ、これはかなり安……あら、クロエ様、お久しぶりですわ！」

「久しいな、アリシア。いろいろあったはずだが、相変わらず……その、変わりなくて何よりだ」

　言葉を選んで苦笑いしたのは、〈翼の祈り〉の代表者にして現聖女アーシェルであるクロエだ。淡あわい金色の髪かみに縁ふち取どられた硬こう質しつな美び貌ぼうは、少々面おもやつれしているように見える。

「一段落はしましたが、お疲れのようですね、クロエ様」

　カシュヴァーンが口を挟はさむと、クロエは曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

「お互いにな、ライセン強公爵。一時はどうなることかと思ったが、不満分子のあぶり出しができてよかったと思うことにしている」

　今回はプレアーナが仕掛けた戦せん闘とうに〈翼の祈り〉の一部が応じたことで、騒ぎが大きくなった。無論元〈玩具おもちやの兵隊〉たちによる扇せん動どうが原因とはいえ、数百名からの教団員が〈翼の祈り〉を軽かろんじたクルセージュへの復ふく讐しゆうの好機だとばかりに乗じたのだ。まだまだ結束を強くしていかなければならないと、生き真ま面じ目めなクロエは反省しているようである。

「クルセージュのやり方は……乱暴だったからな……機会があれば、と思うのも……仕方がない……」

　だらだらと間ま延のびした、特有の言い回しでつぶやいたのはレオニアである。いつもは黒くろ髪かみもだらだらと伸びて目元を覆おおい隠かくしているのだが、本日は華か燭しよくの典ということもあってか、三さん白ぱく眼がんがくっきり見えるほどに髪を短く切っている。

　表情はあくまで眠そうだが、頭が働いていない訳ではない。その証しよう拠こに、アリシアではなくカシュヴァーンを選んで仲間の無事を問いかけた。

「リュクは……、元気か……？」

「締め切りのことを思い出した時以外は元気そうだぞ」

　ここに来る前もたっぷり締め切りを思い出させてやったカシュヴァーンがつぶやくと、レオニアも無言でうなずいた。

「そちらも元気そうだな、ナディール」

「ええ、あなた方と同程度にね」

　続いてカシュヴァーンが声をかけたのは、緋ひ色いろの長い髪を風にあそばせる美青年である。クロエ同様、まだ後始末の疲労が抜けきっていないようで、いつもより幾いく分ぶん化け粧しようが濃い。

　シルディーン人とラグラドール人の間に生まれた〈灰色〉であるナディールは、己の出自を隠すため、全身に白粉おしろいをはたいていた。今ではナディールの出自も知れ渡っているが、長年の習慣と美意識は覆くつがえらず、顔の白粉は欠かせない様子である。

「あ、ギゼ、久しぶり」

　ナディール同様〈灰色〉であり、元〈玩具の兵隊〉の出身であるギゼは、ルアークに挨あい拶さつされて斜ななめに眼を伏ふせた。以前までのように彼を拒きよ絶ぜつしている訳ではなく、拒絶していた過去があるので素直になれないだけだ。

「……お前、大丈夫なのか、いろいろ」

　ルアークの母を名乗ったヘルミーナのことを聞いたのだろうか。かけるべき言葉を探す様子のギゼに、ルアークはけろっとした顔で応じた。

「ん？　ああ、まーね。だって俺、一番だし」

「お、お前は本当に嫌いやな奴だな！」

　気き遣づかいに無神経で返されたギゼが怒り出し、ルアークはけらけらと笑っておどける。やっと普通の友達のように振る舞えるようになった二人を、アリシアたちは微笑ましく眺ながめていた。

「本日は祭さい司しとして来られたのですよね、クロエ様たちは」

「ああ、シルディーンの女王陛へい下かの結婚式だからな。他国まで巻き込んでいろいろとあったが、終わり良ければすべて良しだ。それでは、また会場で会おう」

　この間のユベルとの結婚式でもそうであったように、〈翼の祈り〉を国教とする国での結婚式は当然〈翼の祈り〉の聖職者が務めるのだ。一足先に打ち合わせなどがあるらしく、聖女一行は従僕に連れられて去っていった。

「さあ、強公爵閣下たちも。皆様には、式が始まる前にご挨拶したい方々もたくさんいらっしゃいますので……」

　先ほど声をかけてくれた従僕が急せかしてくる。うなずいたカシュヴァーンは、アリシアたちを連れて歩き出した。







　各々の準備が終わり、アリシアたちは王宮の敷しき地ち内ないにある王家専用の聖堂まで移動した。すでに陽ひは落ちかけており、夕焼け空の一部に夜空のヴェールがかかっている。昼と夜が溶け合った光を受けて、ステンドグラスが複雑な輝きを返していた。

　最後にここを訪れたのは、ミューゼの葬そう儀ぎだった。当時のことを思い出して、少しだけしんみりしてしまうアリシアである。だが興こう奮ふんに頰ほおを上気させた参列者たちの顔と金のかかった衣い装しようを見ているうちに、だんだん元気が出てきた。

「えー、九百万、六百万……」

「変わりないな、アリシア」

　値ね踏ぶみを再開したアリシアの側へと近づいてきたのは、きつく巻かれた金髪の先まで優美な初老の紳士である。その装よそおいに、アリシアは度ど肝ぎもを抜かれてしまった。

「まあ、ガーゼット侯こう爵しやく様！　なんて普通の格かつ好こうをしていらっしゃるの……!!」

「人体模も型けい」に見立てた仮装だの、全身真緑だの、着道楽が行き過ぎて常人にはついていけない服装が常態の「悪あく食じき大たい公こう」。仕立ての良い衣装ではあるものの、グラネウス・フィラル・ド・ガーゼットにしては普通すぎる服装に逆に驚おどろいてしまった。

「あー、これは、ねえ、侯爵様ぁ」

　事情を知るルアークが目め配くばせすると、グラネウスは軽くあごを撫なでた。

「ノーラたちの結婚式の時は自じ重ちようしたのでね。今度こそ己を解放しようかと思っていたのだが、あえて『宰さい相しよう』の仮装をするというのも乙なものかと考えたのだよ」

「……ありがとうございます」

　どうやらカシュヴァーンが進言したらしい。深々と頭を下げる彼に、グラネウスは悪戯いたずらっぽく片目をつぶってみせる。

「その代わり、リュクに挿さし絵と装そう丁ていを急がせてくれよ？　私の第一の読者も、楽しみにしてくれているのだから」

「お任まかせ下さい。大丈夫です、上半身が無事なら絵は描けますからね」

　何やら物ぶつ騒そうなカシュヴァーンの宣言をよそに、アリシアはぱっと瞳を輝かせた。

「まあ、ついにガーゼット侯爵様の新作が読めますの……！　これは、ファルハド陛下にも教えて差し上げなければ!!」

　クルセージュ同様、マルグレートも内政の整備を理由に王は来ていないが、今やファルハドの右みぎ腕うでのような存在になった第三王子イズマイールが使者を務めている。

　そのイズマイールも祝いの品だけを納めてすぐに帰国したが、サーリヤと名乗っていた少女の顚てん末まつはすでに知らせてあった。彼はただひと言「そうですか」と、嚙かみ締めるようにつぶやいたとのことだった。

「新しいご本はどんな内容なのですか？　ガーゼット侯爵様」

「ああ、それはな……」

「えーとね、アリシア。アリシアが好きな話はこの場には、ねえ、おにいちゃん？」

「な、何も聞かずに読んだほうが、より楽しめるんじゃないか？」

　グラネウスがこれまで書いてきた著ちよ書しよの内容を知らないのだろう。周囲が耳をそばだてている様子を察したルアークに続き、カシュヴァーンが読書家二人にききそうな牽けん制せいを放った。アリシアがはっと口をつぐむ。

「そうね！　空腹の状態で食べるのが、より一層おいしいというもの……さすがですわ、カーシュ様!!」

「自分のことを無む趣しゆ味みなつまらん男だと卑ひ下げしているが、お前も分かっているではないか、カシュヴァーン」

「あ、ああ……どうも……」

　敬愛する男と愛する妻に褒ほめられて、カシュヴァーンはさり気なく眼を逸そらした。ルアークは笑いを嚙み殺している。

「うふふっ、楽しみが増えましたわ！　これまでのご本は、後ろから読んだ回数も含めて百回以上読み返しておりますし……読むたびに新たな発見がありますけれど、新作を読める喜びは格別ですものね!!」

「我わが愛いとしい娘たちの結婚式という一代行事が決まり、ようやく自分の時間を作れるようになったのでな。あとは装丁関係だけだ。楽しみにしていなさい、アリシア」

　グラネウスに頭を撫でられて、アリシアはくすぐったそうに瞳を細めた。

「そこが一番難事なのですが……」

「まあ、腕と眼と頭があれば絵は描けるよね」

　周囲がグラネウスよりカシュヴァーンとルアークの発言に引いている最中、ふとあたりが静まり返った。楽隊が荘厳な音楽を奏かなで始め、聖堂の最さい奥おうにある高段へとクロエが足をかける。

　彼女の背には、偽にせ物ものの翼が背負われていた。最近は単純に邪じや魔まなのと、聖女としてより教団の最高責任者として振る舞うことが増えて外はずしていることが多かったのだが、何せ女王の結婚式だ。久々に聖女アーシェルとしての姿を見せてくれたようである。

　気づけば外は完全に陽が落ちて、夜の帳とばりが聖堂を包んでいた。差し込む月光がステンドグラスをくぐり、クロエの体と大きな翼を七色に染そめている。

「新しん郎ろう新しん婦ぷの入場です」

　聖堂の入口に控ひかえていたナディールが、さすがに緊張した声で言った。同時に楽隊が盛大なファンファーレを鳴り響ひびかせる。

　程なく控えの間から現れたのは、純白のウェディングドレスに身を包んだエルティーナと、彼女と腕を組んだジスカルドだった。彼も真っ白な礼服を着込んでいる。

　エルティーナの父親である前王ランドレイが死去していること、婚こん姻いん無む効こうを宣言したとはいえ再婚式であることを考こう慮りよして、父親から娘を託たくされるといった形式はやめた。新しい出発を二人、足並み揃そろえて始めようという意思がそこに表れていた。

「美しいです、エルティーナ様……二千万ゼダル……オーデル侯こう爵しやく様もすてきです……千五百万ゼダル……男性で一千万ゼダル突破は、ガーゼット侯爵様に続いて二人目ですわ……」

　実に正統派の装いの二人を見つめて、アリシアはいろいろな種類の感動に瞳を潤うるませている。左右に分かれて座っている参列者たちの中央をしずしずとエルティーナたちが歩み始めると、その後ろにノーラとティルナードが現れた。

　赤毛を結ゆい上げたノーラもまた、エルティーナと同じく純白のウェディングドレス姿だ。ティルナードも緊張した体を白い礼服にくるんでいる。

　二人の花嫁は首飾りこそ異なるが、耳飾りとして大おお粒つぶのサファイアをさり気なく光らせていた。花はな婿むこたちの胸元にもサファイアをあしらったピンが留とめてある。もちろんアズベルグ産であり、このことは広く宣伝される予定だ。

「ノーラもきれいよ、千二百万ゼダル……レイデン伯はく爵しやく様は八百万ゼダルもが」

「アリシア、分かったからちょっと黙だまれ」

　そっと妻の唇くちびるを手でふさいだカシュヴァーンの眼に、淡い光が揺れていた。この二組が名実共に結ばれることを、彼もまたひそかに心待ちにしていたのだ。ルアークも感慨深げであるが、純じゆん粋すいな感動だけではないものがその表情にあった。

「ガーゼット侯爵閣下が衣装関係を自重してくれてよかったねぇ……」

　ノーラもエルティーナも実の娘のように考えているグラネウスは、レイデン家で行われるはずだった婚儀では遠えん慮りよした分、今回の婚儀では腕を振るおうとはりきっていたのだ。しかし各国の名士も集まっていることを考慮してほしいと、本人の衣装も含めて周囲が思い止まらせたのである。

「クルセージュやマルグレートからも使者は来ているし、他の国の王族もいるからな。それに、腕を振るうところは別に用意させていただいた」

　頭上で夫と「息子」がぼそぼそとささやき合っているのを聞き留めて、アリシアは不思議そうな顔をした。彼女が聞こうとした寸前、ルアークが聖堂の入口付近に佇む人影を見つけて意外そうにする。

「あれ、あそこにいるのって、セイグラムさん？」

　使用人は本来、結婚式やこの後行われる舞ぶ踏とう会かいに出席する資格はない。そのためにトレイスもこの場にいないのだが、ティルナードがよき女性と結婚するのを誰だれよりも願っていたセイグラムである。おそらくはティルナードが願い出て、彼の同席を許可してもらったのだろう。

　だが、ルアークが驚いたのは彼の存在に対してではない。

「……これは、皆様」

　セイグラムもアリシアたちに気づき、短く言葉をかけてきた。カシュヴァーンが恐おそる恐おそる問いかける。

「セイグラム、お前、泣いているのか……？」

「悪いですか」

　眼鏡めがねの下から滴したたる雫しずくをぬぐいもせずに、彼は平然と断じた。

「いや、別に悪くはないんだが……」

「ちょっと感動もしたんだけど、正直、どんな恐怖小説よりも肝きもが冷えたんだよね……」

　かたや「アズベルグの暴君」、かたや「死神」。大たい抵ていのことには動じない二人であるが、セイグラムの涙には恐怖を禁じ得ないようである。

「私のことなどどうでもよろしい。それより、ティルナード様の一世一代の晴れ舞台を見み逃のがさないで下さい」

　聖堂の正面に視線を据すえたままのセイグラムに言われ、一同は慌あわてて同じ方向を向いた。ちょうどアーシェルの前に辿り着いた二組の婚約者が、まずはエルティーナとジスカルドから聖せい句くの唱和を行っている。

　続いてノーラとティルナードも同じく愛を誓ちかう唱和を行い、やがてそれぞれの新郎が花嫁のヴェールを上げた。

　そこに現れたのは、幸福の化粧を施ほどこされた二人の美女である。ジスカルドもティルナードも、今まさに自分のものになろうとする女性たちの美に今さら気づいたように、はっとした顔になった。

「では、誓いの口づけを」

　おごそかに、だが慈じ愛あいをこめた声でクロエが促うながす。花婿たちは弾はじかれたように、いそいそと身を屈かがめた。

　ジスカルドは気き障ざな彼らしく、まるで物語に出てくる王子様のように完かん璧ぺきな角度で。ティルナードは少々物慣れなさが漂うものの、隠しだてのない情熱をそのままに。もちろん二人とも、花嫁への愛情はたっぷりとこめて、それぞれの花嫁の唇へと約束の口づけが舞い降りる。

「……ジス……」

「ティルナード様……！」

　瞳を閉じて口づけを待っていた花嫁たちだったが、誓いが交かわされた瞬間、あふれる感情を抑おさえきれなくなったようだ。感かん極きわまって泣き出した二人を、花婿たちが慌てて抱だき締めた。

「……愛してるわ。愛してる、ジス。私の王子様。初めて会った時から、ずっとずっと、私にはあなただけ……！」

　ゼオルディスの暴ぼう虐ぎやくよりこの国を救うため、エルティーナはジスカルドとの結婚無効を宣言した。彼にとっての自分が「お姫様」という名の商品に過ぎないことを前々から自覚していた彼女は、そういう形で報むくわれぬ愛に決着をつけた。ジスカルドの性格を熟じゆく知ちした上で、国の未来を選んだのだ。

　山より高い自尊心を見事に引っぱたかれたジスカルドであったが、彼女を憎にくむことなく、むしろ彼女への気持ちに気づかされた。あんなに馬ば鹿かにしていたバルロイへの師事を厭いとわぬところまで追い詰められ、努力を重ねた、その結果が今だ。

「私が愚おろかでした、エルティーナ様。誰よりも聡そう明めいで美しく、何より私を一いち途ずに愛してくれるあなたの貴さに気づかぬまま、危あやうくあなたを失うところだった……！」

「……いいのよ。私だって、あなたに私を理想の『お姫様』にしてくれる『王子様』の役割ばかり押しつけていた。だけど、私があなたを本当に好きになったのは、あなたがお酒を受けつけないと分かった時だったの。うまく言えないけれど、きっと愛って、そういうものなのよ」

　そう言って少女のようにはにかむエルティーナたちの横で、ノーラとティルナードも想い出を懐なつかしんでいる。

「正直……結婚するなんて、こんなに好きになるなんて、最初にお会いした時はちっとも思いませんでしたわ。あなたときたら高こう慢まんで、そのくせ人にすがらずにはいられない、頼りないおぼっちゃんで」

「ふ、ふん、お前の高慢さだって相当なものだったぞ？　ちょっとばかし美人で胸がでかいからといって、それ以上に態度がでかかったら意味がないんだからな!!　特に僕には当たりが強かったし」

　いつものけんかが始まるかと思いきや、でも、とどちらからともなく言い始める。

「傷ついてきた分、人が傷つくことに敏びん感かんで、相手を受け入れる度量をお持ちなのですわよね」

「お前だって、気は強いが、弱っている相手には結局優しいんだよな。上昇志向を隠しもしないところも、好感が持てるし」

　隠された互いの良さを口にするその眼には、愛おしさがあふれている。

「何度も式を延えん期きされて、私たちは結ばれない運命なのかと腐くさったこともありましたけど……ようやく、私のティルナード様」

「ようやく、僕のノーラだ。……ようやく!!」

　隣には女王とその夫。そのことも意識から飛んでしまったのか、人目もはばからず抱き合う二人だが、それを眺めても、エルティーナは咎めない。むしろ年長者の余裕で、特等席での鑑賞を楽しんでいる様子だ。ノーラたち同様、ようやく手に入れた愛が他人の幸福を心から祝う余裕を生んでいるのだろう。

「よかったわ、エルティーナ様、ノーラ……!!」

　アリシアも素直に感動して瞳を潤ませる。グラネウスが本気を出して用意した花嫁衣装を着て式を挙げてほしかった気持ちはあるものの、彼女たちの幸福な結婚をアリシアもずっと待ち詫わびていたのだ。喜びもひとしおだった。

「あれ、カシュヴァーンおにいちゃんも、ちょっと泣いてる？」

「……セイグラムにつられたんだよ」

　ルアークの目ざとい指摘を受けて、カシュヴァーンは目め尻じりを乱暴に指先でぬぐう。グラネウスも懐ふところから取り出した手しゆ巾きんで同じく目元をぬぐったが、その四よ隅すみには悪食大公と呼ばれた男の意地か、さり気なく鮮あざやかな心臓が縫ぬい取られていた。







　結婚式はつつがなく終わり、聖堂に入りきらなかった招待客へのお披ひ露ろ目めも兼かねて、豪ごう華かな舞踏会が開かれる。場所は王城二階にある「光の翼の間」だ。

　衣装替えをし、真っ白から一転して色鮮やかに着飾った新婚夫婦たちに先んじて、招待客は「光の翼の間」に移動する。アリシアたちも早速広間に入り、ふんだんに生花を使った豪華な内装と山盛りの食事を楽しんだ。

　中庭にもたくさん咲いている赤い薔ば薇らたちを見た瞬間、カシュヴァーンは微び妙みように嫌そうな顔をしたがそれ以上の反応はない。その代わり、ライセンの屋や敷しきには咲かない赤い薔薇を今も育て続けている男に声をかける。

「ここにいたのか、ディネロ」

「ライセン」

　ディネロ・アズベルグ。夜空を支配する月のような美貌の青年は、ライセン家の面々を見て淡く微笑んだ。

「よい、式だった、ようだな」

　王家の聖堂は決して狭せまくはないが、数百人を収容できる「光の翼の間」ほどではない。参列者はどうしても上位の貴族や国こく賓ひんに限られてしまい、残念ながらディネロたちは選ばれなかったのである。

「ああ、素晴らしい式だった。すまないな、陛下もノーラもお前たちに参列してほしかったと思うが……」

「いや、いい。コゼットが、気絶する」

　カシュヴァーンより背の高いディネロがちらと視線をやった先では、彼の言葉に同意を示すこともできないほど、がちがちに緊張した少女がいる。今は亡き宰相スタンバールの落らく胤いん、現在はアズベルグ家に厄やつ介かいになっているコゼットだ。

「ご機き嫌げんよう、コゼット」

「ひっ、アリシアしゃま!?」

　上うわずった声を上げたコゼットは、長く修道院で生活していたせいか、世間慣れしておらず気が小さい。何事かあるとすぐ気絶する彼女にとって、びっくり箱のようなアリシアは最大に警けい戒かいせねばならない相手だ。

　とはいえ、様々な経験を経へてコゼットも少しは強くなった。アリシアも今日の装いは極めて普通である。ほっと豊かな胸を撫で下ろしたコゼットは、ようやくしゃべれるだけの力を取り戻した。

「あっ、その……、ディネロ様のおっしゃるとおりです。私などが王家の皆様の結婚式に参列するなど、そんな畏おそれ多い……!!　聖堂を眼にした瞬間気を失って、ご迷めい惑わくをおかけするに決まっています。しょ……正直今だって、ちょっと気を抜くと倒れてしまいそうですし……!!」

　言いながらコゼットは、自らの手の甲をぎゅっとつねり上げた。赤く染まった手を見て、ディネロがかすかに眉まゆを寄せる。

「コゼット、やめろ」

「で……ですが、同伴者に選んで下さったディネロ様に恥はじをかかせる訳には……!!」

「お前が、痛いほうが、嫌だ」

「はぅっ」

　表情はほとんど変えないながらも、真しん摯しな口く調ちようで言われたコゼットはあっさりと意識を飛ばしかけた。倒れ込む寸前でもう一度手の甲をつねり、はーはーと荒あらい息を吐きながら持ちこたえる。

「い、いいですから、本当に大丈夫ですから……！　私の心臓がもたないので、お願いですから、そういうことはおっしゃらないで……!!」

　幸福な葛かつ藤とうに耐えているコゼットであるが、ディネロが無言で一層赤くなった手を取った瞬間、耐えきれず気絶した。無言で彼女を抱き上げたディネロを見やり、カシュヴァーンが肩を竦すくめる。

「こっちも順調そうだな。あとは式を挙げるだけの金の問題か……」

　触ふれ合えばすぐに意識を飛ばすコゼットを気遣って、同じ邸てい内ないにいながら文通で愛を育はぐくんできたディネロたちである。アズベルグ家を自分の代で終わらせる宣言を撤てつ回かいする気はなさそうだが、コゼットとの結婚は前向きに考えていると以前も言っていた。

　ただし、そのための費用を自分たちで工く面めんするのが条件だとも言っていた。アリシアの生家フェイトリン同様、没ぼつ落らくして久しいアズベルグ家が家格に相応ふさわしい式を挙げられるだけの蓄たくわえを自力で用意するとなると、なかなか難しいだろう。

「そうだねぇ。でも、サファイアでアズベルグもだいぶ潤うるおったし、今年中ぐらいにはいけるんじゃない？」

　付近を通った貴婦人がエルティーナの耳飾りを話題にしているのを聞き留め、ルアークがにやっと笑う。

「そうね、お二人の式のために、私もがんばらないと……!!　取り急ぎ、あの耳飾りは量産体制に入らないと……!!」

　先ほどの貴婦人の言葉は、アリシアもばっちり耳に入れていた。女王の結婚という慶事が鮮せん明めいに記憶されている間に、じゃんじゃん！　注文を取らねばならない。ジェリオの口くち癖ぐせを思い出しながらアリシアが燃えていると、

「おーおー、知った顔が揃ってるじゃねえか」

　ひょっこり顔を出したのはバルロイである。さすがにいつもの皮かわ鎧よろいではなく、きちんとした礼装に身を包んでいた。ちなみにバルロイはラグラドールからの招待客代表として、結婚式にも参列していた。

「いろいろとありましたが、無事に式が終わってよかったです。ですからバルロイ様、私たちも結婚しましょう結婚しましょう」

　バルロイの横にすっと姿を現したレネもかつらで白はく髪はつを伸ばし、ドレスで正装して見違えるようだが、言っていることは毎度お馴な染じみである。

「嫌だ」

　バルロイの対応も変化なしだ。

「そういうことは、男から言うもんだぜ」

「え？」

「え？」

　恒こう例れいのやり取りに口を挟む機会を狙っていたアリシアも、レネもぽかんと口を開けた。カシュヴァーンとルアークは、なぜかバルロイと目配せし合って意味深長な笑みを浮かべている。

「女王陛下への謁えつ見けんの波も、一段落した様子だしな」

　気づけば宴が始まってから、かなりの時間が経たっていた。深夜にまで及ぶのが舞踏会の恒こう例れいとはいえ、次第に人の姿が欠け始めている。特に本日一番盛り上がった、マルグレートの踊おどり子たちによる華はな々ばなしい踊りの披ひ露ろうが終わったあたりから、ゆるやかに閉会の雰ふん囲い気きが流れ始めていた。

「ぼちぼち閉会の挨拶をしてもいい頃だよね。じゃ、そろそろ第二幕といきますか。アリシア、食べてないものがあったら、今のうちに食べておいてね」

「え？　カシュヴァーン様、ルアーク？」

　条件反射で軽食が山積みになった卓たくへと眼をやりつつ、アリシアは訳が分からず眼をぱちぱちさせた。

「すまんな、アリシア。お前はレネと仲がいいし、びっくりさせたくて黙っていた」

　愛妻の反応を楽しげに眺めていたカシュヴァーンは悪戯っぽく笑い、ルアークが抜かりなく姿を消す。あっという間に少し離れた場所にいたエルティーナの側そばに出現した彼は、恭うやうやしく耳打ちをしたかと思えば、すぐに戻ってきた。

「エルティーナ様たちもいいってさ。さ、レネ、行こう」

「え？　なな、なんですか、ルアーク？」

　普段は周囲を振り回している少女たちが、当とう惑わくして瞳を白黒させている。まあまあ、と二人をなだめたルアークに先導され、事情が分かっているらしきディネロ（と腕に抱かれたコゼット）も一緒に、アリシアたちは広間の外に出た。ジスカルドが閉会を告げる声が、遠く聞こえていた。







　カシュヴァーンたちがアリシアたちを連れてきたのは、「光の翼の間」から少し離れた部屋だった。

　そこは普段何かの会が行われる際には、休きゆう憩けい室しつとして利用される場所だ。今回は入口が閉ざされていることにアリシアは気づいていたが、それこそマルグレートの踊り子たちの控え室にでもなっているのだろうと、さほど気にしていなかった。

「……まあ」

　一歩中に足を踏ふみ入れると、そこは「光の翼の間」に勝まさるとも劣おとらぬ華やかな飾りつけがしてあった。生花が薔薇ではなく白しら百ゆ合りであること以外に大きな差はない。

　常にこのように飾られているとは思えず、今日のこの日のために用意されていたのだろう。奥には祭さい壇だんのようなものまで作られている。

　エルティーナたちが式を挙げた聖堂と造りは近いが、聖女アーシェルの姿を模もしたステンドグラスはない。代わりに掲げられているのは、躍やく動どうする褐かつ色しよくの肉体にわずかばかりの衣装を身にまとった女性の姿を描えがいたタペストリーだった。

　決していやらしい印象はない。艶なまめかしさを強調するためではなく、動きを束そく縛ばくするものを減らすために選せん択たくされた衣装であることは明白だからだ。マルグレート人を守しゆ護ごする聖せい地ち母ぼ神しんマルグレーテとも少し趣おもむきが異なる、ふくよかさよりもたくましさを前に打ち出した彼女の名を、アリシアは知っていた。

「大地の女神様……？」

「そのようね」

　うなずいたのは、ジスカルドと連れだってやって来たエルティーナだった。背後にクロエら〈翼の祈り〉の面々もいる。

「さーて、いらっしゃい、レネ」

　レネににじり寄っていくのは、鮮やかな深しん紅くのドレスを見事に着こなしたノーラだった。

「ノーラ……？　あの、私に、何を」

　常日頃ならノーラに脅おどかされるなどありえないレネであるが、ここは王宮で、不慣れなドレス姿である。さすがに勝手が違うらしく、戸と惑まどうように視線を揺らした。

「ぐずぐずするんじゃありませんのよ！　せっかく今夜の主役その二である私が、ちやほやされる機会を放り出して手伝ってあげるんですから!!」

　口ではそう言うが、ノーラは至し極ごく楽しそうだ。問答無用でレネの手を摑つかむと、続き間のほうへと彼女を引っ張っていった。久々にメイドらしい振る舞いをする彼女を、ティルナードは頼もしそうに見送っている。

「俺も頼むぜ、セイグラム」

「かしこまりました」

　バルロイに声をかけられたセイグラムは、涙の跡あとなど欠片かけらもない、いつもの澄すました表情で同じく続き間へと入っていった。

　一体何が始まろうというのか。大層好奇心を刺し激げきされたアリシアであるが、気づけばグラネウスやらシャンテやら、知り合いが次々と入室してくる。「光の翼の間」では広すぎて話せなかった人々とあれこれおしゃべりしているうちに、あっという間に時が流れた。

「ご歓かん談だん中ちゆうに大変失礼いたします。準備が調ととのいましたので、どうぞ皆様、新郎新婦に温かな拍はく手しゆをお送り下さい」

　調整役として呼ばれたのか、トレイスがそう言って仕切り始めた。室内のざわめきが退ひいたと同時に、続き間から白い人影が入ってきた。

「まあ……、レネ！　きれい……」

　現れたのは、純白のウェディングドレスに身を包んだレネである。かつらを外しているが、短い髪に散りばめられたサファイアの髪飾りとヴェールのおかげで少年ぽさより少女の清せい廉れんさが強調されている。アリシア以上に胸はないものの、細さを魅み力りよく的てきに見せる意い匠しようのおかげで妖よう精せいのような愛らしさを感じさせた。

「あ、ありがとうございます……」

　アリシアに褒められて、レネはぎくしゃくと応じた。白い頰を薄赤く染めて恥はじらうレネの横で、白い礼服で決めたバルロイが笑う。

「アリシア嬢じようちゃんの褒め言葉は信用しづらいが、本当だ。きれいだぜ、レネ」

「ひゃ、ひゃい……」

　まるでコゼットのように、呂ろ律れつの回らぬ調子で相あい槌づちを打つレネのあごに、バルロイの指がそっと触れた。

「俺は女を幸せにできる男じゃねえ。ましてお前のような、自分の不幸を不幸と気づかないような女はな」

　元〈玩具の兵隊〉はみなそういう感じだが、特に拾われた恩から絶対の忠誠を誓うレネの危うさを、バルロイは怖おそれていた。

　大地の女神を信しん奉ぽうする彼は女好きであるからこそ、女の不幸が許せない。レネの盲もう目もく的てき過ぎる愛を受け入れることは、彼女を搾さく取しゆすることに繫つながるのではないかと感じていたのだ。

「だが、こうも世情が不安定だと、やはりお前には眼に見える幸せを摑ませたい。できれば他の男を推すい薦せんしたかったが……俺としか幸せになれないっていうんじゃ、しょうがねえ」

　周囲が次々と夫婦としての形を作るなか、抱かかえた不安をアリシアに訴うつたえてきたレネ。バルロイも彼女の焦あせりと悲しみを感じ取っていたのだろう。あるいはカシュヴァーンあたりが尻しりを蹴け飛とばしたのかもしれないが、弟で子しを二人も取った恋の師し匠しようとして、ようやく重責を果たす気になったようだ。

「お前が不幸になる姿を見たくないなら、できるできないじゃなくて、やるしかねえよな」

　自分に言い聞かせるような言葉で己の背中を押したバルロイは、レネの眼を見つめる。

「俺と結婚して、幸せになってくれ、レネ。できるだけ痛い思いをせず、泣かないで、これからも一緒に戦ってくれ」

　アリシアと違ってレネは戦場以外の場所で生きる術すべを知らない。バルロイも彼女の腕はよく理解しているからこそ、懲こりない求婚に辟へき易えきしつつも側に置いていたのだ。伴はん侶りよとした後も、いやだからこそ、二人は共に戦い続けるべきだろう。

「バルロイ様」

　泣かないで、と言われた直後であるにもかかわらず、レネの瞳から大粒の涙がこぼれ落ちる。

「死ぬ、なら……今が、いいです」

「おい馬鹿、やめろ！　俺はお前を幸福にするためにだなぁ!?」

「死にません！　あなたが私のものになるのに、死ぬなどもったいない!!」

　俄が然ぜん奮ふん起きするレネに、アリシアも調子を合わせた。

「そうよ、その心意気よ、レネ！　手に入るものは、しっかりと摑んでおかなきゃ!!」

　贅ぜい沢たくはすてきなのだ。昨さつ今こんの、誰が敵で誰が味方か分からないような戦せん況きようは落ち着いたとはいえ、特に戦場では何が起こるか分からない。善人に死後の幸福を約束するのが〈翼の祈り〉であるが、死後の幸福など生者には分からないのだから、踏み倒されないよう生きているうちに幸福になるべきなのだ。

「私は、私自身の幸福がどういうものか、いまだによく分かりません」

　頰に涙の筋すじを光らせたまま、レネはそう告げた。

「ただ、バルロイ様が……旦だん那な様さまが望んで下さるのなら。私は幸せになります。あなたがつらくないように、一生幸せでい続けます」

「……とりあえず、それでいいぜ。今はな」

　レネの感覚が一般的なそれになった時も、本当に自分のことが好きなのか。そこまで見極めたく思っていたバルロイであるが、しょせん完全な幸福などないと悟ったようである。自分よりふさわしい男が現れれば離婚してやればいいしな、と口の中でつぶやくと、シャンテに目配せした。

「それじゃシャンテ、頼むぜ」

「あいよォ」

〈翼の祈り〉の聖女たるクロエたちがこの場におり、自分たちもシルディーン風の新郎新婦の衣装に身を包みはしたものの、バルロイが信じるのはあくまで大地の女神。聖女アーシェルへ愛を誓う気にはなれないようで、どこか大地の女神を思わせる同どう胞ほうに祭司を任せた。

「バルロイ・レクサンドール、レネ。二人はラグラドールで出会い、ラグラドールで愛し合い、やがてラグラドールの大地へ還かえる。誓うか？」

　簡かん潔けつな誓せい約やくの言葉に対し、バルロイもレネもしっかりとうなずいた。続いてバルロイの手が、レネのヴェールにそっとかかる。

「本来の俺たちの式では、こういうことはしないんだが……若い連中には、だいぶ〈翼の祈り〉の教えが入り込んできているからな。それにお前は、これにあこがれていたんだろう？」

「ご、ご存じで……」

「結婚式でやりたいことを、以前ぺらぺら話してきただろうが。あの時は否定して悪かったな。結局折せつ衷ちゆうにしちまったが、勘かん弁べんしてくれ」

　軽く謝ったバルロイが恭しくヴェールを上げ、上気したレネの頰を両手で優しく包む。眼ぐらい閉じろ、と言われて慌てて閉じたレネの唇に、彼はそっと優しい口づけを落とした。

　途と端たんにコゼットよろしく、がくっとレネの膝ひざが砕くだけた。バルロイが慌てて彼女の体を支える。

「……やっぱり死にそうです……」

「死んだら離婚、わぷっ」

　バルロイが脅しをかけるが早いか、レネがその胸に飛び込んでしっかりと抱きついてきた。四し肢しをがっちり固定されたバルロイは苦しそうにしながら、参列者のひとりに眼を向ける。

「ディネロ」

　突然名指しされ、ディネロは淡い灰色の瞳を揺らめかせた。

「俺とも、離婚か？」

「まず結婚してねえし、今その手の冗じよう談だんはやめてくれ。レネより先に俺が死ぬ」

　首にかかる手に力がこもったことを悟さとったバルロイは、うっすら脂あぶら汗あせをにじませながら苦笑いした。

「そうじゃなくて、反対のほうだ。なあ、コゼット嬢ちゃん」

　意識を取り戻してディネロの側に立っていたコゼットが、ひっと息を吞のんだ。レネとのやり取りに感激していても、初対面に近いラグラドール人に話しかけられるのは怖いようだ。いきなり気を失わないだけ、成長が見られるが。

「お前まで弟子にした覚えはないが、せっかくの機会だ。ちょいとおせっかいを焼かせてもらうぜ」

「さすが師匠だな、いい心がけだ」

　ぬけぬけと言い放ったカシュヴァーンに軽く拳こぶしを送る真似をしてから、改めてディネロに語りかける。

「男として、惚ほれた女との式にかかる金は、自分で稼かせぎたい気持ちはよーく分かるぜ。だが……散々レネを待たせた俺が言える義理じゃねえがな。男の意地にこだわりすぎて、待たせてやるなよ」

「……しかし……」

　ためらうディネロに、少しだけ妥だ協きようをしてみせる。

「言葉にするだけでいいんだ。どうせ、正式な約束はしてねえんだろ？」

「そうですわよディネロ様、いい物件は先に手を付けておかないと、横からさらわれてしまいますわ!!」

　アリシアのはっぱが効いたようだ。ディネロがはっとしたような顔になった。

「……それも、そうだ。──コゼット」

「ふひゃあい!?」

　呼ぶ声にこめられた微妙な感情を読み取ってしまったのだろう。コゼットはいきなり真まっ赤かになった。

「あ、のッ、ディネロ様、そんな、待って下さい！　私」

「俺と」

「待って、待って！　嫌です、だめ、聞き逃したくない、心の準備をさせて、あとひと月、いえ半月……!!」

　律りち儀ぎなディネロのことだ。正式な求婚はまたしてくれるだろうが、初めての宣言は貴重である。

　だからこそ突然のことで意識を失いたくない、記憶にしっかり刻きざみ込みたいと願うコゼットの願いも虚むなしく、ディネロは言い放った。表情に出ないだけで、彼も必死だったのだろう。

「結婚してくれ」

　決定的な言葉が耳に飛び込んできた瞬間、コゼットはがちっと固まった。

　そのまま先ほどのレネのごとく崩くずれ落ちるのだと、誰もが思った。ディネロは先回りして彼女を支えようとしたが、その手は空中で止まった。

「コゼット……？」

「ディネロ様……、私」

　自分でも信じられない面おも持もちで、コゼットはぺたぺたと己の頰に触れる。その指先はぶるぶると細かく震ふるえていたが、彼女の意識はしっかりしていた。

「き、聞こえました！　ちゃんと聞こえました!!」

「まあ、よかった！　気絶癖ぐせが治ったのね、コゼット!!」

「衝しよう撃げきが強すぎたか……」

　アリシアが瞳を輝かせ、カシュヴァーンがなんとも言えない顔でうなずくのをよそに、ディネロがほんのりと唇を微笑ませた。

「よかった。なら、誓いの、口づけも、平気」

「あぅんッ」

　大勢に取り囲まれて口づけを受ける想像をしたのであろう、コゼットは呆あつ気けなく意識を手放した。気絶癖の根絶には、まだ時間がかかりそうである。

　一度宙に浮いていた手でディネロが彼女を抱き留めるのを見届けてから、カシュヴァーンはおもむろに親友へと眼をやった。

「さて、次だな。トレイス」

「えっ？」

　バルロイたちを呼び出した後は完全に観衆と化し、瞳を潤ませていたトレイスは突然の指名にきょとんとする。

「お前、シャンテに言うべきことがあるだろう」

　祭司の務めも終わり、のんびり状況を見守っていたシャンテもまさかの発言に驚いた顔をした。

「なんだい、藪やぶから棒に」

「わわっ、私は別にっ」

　主あるじの目論見もくろみが分かったらしい。引きつった顔で逃にげを打つトレイスの肩を、カシュヴァーンはぐいと引き寄せた。

「とぼけるな。シャンテにつれなくされて、ずっとしょげていただろう、お前」

「しょげてなどおりません！　大体、この方に冷たくしたのは私のほうです！　しょげる資格など……!!」

「……へえ」

　うっかり口を滑すべらせたトレイスを、シャンテは意味ありげに見つめた。はっと身じろいだトレイスが唇を嚙んでも時すでに遅し。

「あたしがちょっかいをかけなくなって、寂さびしかったのかい？　へーえ」

「いや、その」

「てっきり嫌きらわれちまったかと思っていたが、そうでもないのかい？　ふぅん」

「あの、ですから、その……！」

　追い詰められたトレイスは、ぐるぐると脳内迷路をさまよっている。助けを求めて周囲を見回すが、カシュヴァーンは知らん顔、アリシアはがんばれ！　とばかりに拳を突き上げていて止めてくれる様子はない。そもそもティルナードのほうを向いている。ジェダはアリシアの真似をしていた。

「わ……、私を、諦めないで下さい！」

　孤こ立りつ無む援えん状態に陥おちいったトレイスの唇からその叫さけびが飛び出した途と端たん、室内は水を打ったように静まり返った。

「──こりゃ驚いたねェ。まるでお高いお姫様みたいなことを言うじゃないか」

「あ、がっ、あぎゃあっ!?　ちが、あの、カーシュ様ぁ!!」

　混迷を極めたトレイスがなぜかカシュヴァーンに殴なぐりかかったが、呆気なく拳を摑まれ止められた。シャンテはそんな二人を悠ゆう々ゆうと眺め、楽しそうに微笑んでいる。

「構わないよ。初う心ぶな子こ猫ねこちゃんが恋に焦って振り回される顔を見られただけでも、女おんな冥みよう利りに尽つきるってもんさ」

　器うつわの大きさを感じさせる台詞せりふから一転、瞳が獰どう猛もうさを増す。

「あたしは、子猫ちゃんが嫌がっていると思ったから身を引いたんだ。だが、子猫ちゃんにその気があるなら……覚かく悟ごしなよ？」

　肉にく食しよく獣じゆうの瞳に射抜かれて、トレイスは慌てて壁かべ際ぎわまで後ずさった。時間が巻き戻ったかのような光景を見て、アリシアも笑顔になる。

「うふふ、よかったわ、トレイスも元気そう。ラグラドールの傭よう兵へい団長はお金持ち揃いだし、何かあれば守ってもらえるわよ！　持参金はいくらぐらいもらえるのかしら……いえ、こちらが用意すべきかしら……？」

　早くも娘を嫁に出す親の心境になっているアリシアの肩に、ぽんと手が置かれた。

「さて、最後はお前だな、アリシア」

　見上げれば、何やら妖あやしい含み笑いを浮かべたカシュヴァーンがいる。

「え？」

　まだ何か、しかも自分絡がらみの行事が残っているのか。何も聞かされていないアリシアの腕を取ったカシュヴァーンは、妻を続き間のほうへと柔やわらかく押しやりながら、協力者たちへ声をかけた。

「頼むぞ、ノーラ。ガーゼット侯爵閣下も、お願いします」

「ええ、腕によりをかけますわ!!」

「うむ」

　針子としても優秀なノーラだけでなく、ようやく出番が来たとばかりにグラネウスも会心の笑みを浮かべた。

「アリシアのドレスは最高のものを用意した。だからカシュヴァーン、今からでも遅くないぞ。『暴君』の衣装もちゃんと用意して」

「いえ、あれを着ると自由に動けなくなるので……」

　着た者を生きた彫ちよう像ぞうと化す衣装は以前にグラネウスより贈おくられたものであるが、いまだカシュヴァーンが実際に着用したことはない。今回も穏おだやかに拒絶した。

「まあ、ガーゼット侯爵様が腕を振るったドレス……!?」

　理由は分からないながら、そんなものを着ることができるとなれば心は躍おどる。くれる物はもらう主義のアリシアはあっさりと当惑を捨て去って、楽しげに続き間へ向かっていった。







　続き間へアリシアたちが消えて、しばらく時間が経った。泣きやんだレネが「結婚して下さいバルロイ様」と口癖を漏もらしては「もう結婚しただろう」と突っ込まれ、眼を覚ましたコゼットが今の自分はどの程度までの衝撃なら耐えられるのか、よりによってセイグラムに実験を願い出て周囲に止められている。

　いつも以上に混乱した場を収めるべきトレイスはシャンテに迫せまり倒されていて役に立たない。そろそろ止めるべきか、とカシュヴァーンが軽く呼吸を整えたところで、続き間の扉とびらが開いた。

「……おお」

　そろりと顔を出したアリシアの姿を見て、カシュヴァーンが瞳を輝かせる。

「これが、ガーゼット侯爵様が腕を振るったお衣装……？」

　当のアリシアはといえば、念願のグラネウス作のドレスを着ているというのに、盛大にレースを盛られたドレスを見回して微妙な顔つきである。

「私の眼が悪いせいでしょうか……ちょっとごてごてして、時代がかってはいますけれど、ごく普通のウェディングドレスに見えるのですが……」

「普通？　とんでもない。それは、未み亡ぼう人じんの花嫁衣装だ」

　一種の謎なぞかけのような言葉を発したのは、着付けの最中は種明かしを拒こばんでいたグラネウスである。

「ブライアン・バスツールと結婚した際の花嫁衣装を意識してほしいと、お前の夫に言われたのでな」

「まあ……、では、バスツール家の衣装を参考に？」

　なにせ二年前のことだ。花婿であったブライアンのことさえ腹がでっぱっていたことしか記憶にないぐらいだから、いくら金持ちに関する記憶力の高いアリシアでも、ドレスの形状まではさすがに覚えていない。

「……死んだ男から妻を寝取ろうってのかよ。お前も悪趣味公爵に改名しろ、カシュヴァーン」

　弟子の意図を汲くみ取ったバルロイは、汲み取れたゆえに若じやつ干かん引いている。

「カシュヴァーンお兄ちゃんてば、この間アリシアがブライアン様を好きだったって言ったこと、さり気なく根に持ってるみたいなんだよねぇ……」

　事前に話を聞かされていたルアークが肩を竦めると、ジスカルドが「こ、ここまでせねばならぬのか……」とうめいた。エルティーナが「大丈夫よジス、ここまでされたら私は引くから。それに私は一度目の結婚相手もあなただしね」とさり気なく牽制している。

　周囲の反応には素そ知しらぬふりを決め込んで、カシュヴァーンはもうひとつの理由を述のべた。

「バスツール伯爵の件もだがな、アリシア。お前はこの間、ユベル殿でん下かと結婚させられただろう？」

「あ、あれは……形式的なものですわ。戴たい冠かん式しき同様、本当に形だけの」

「ああ、分かっている。だからこの再婚式も、お前の誕生日の祝いを兼ねた、ごっこ遊びだと思ってくれ」

　そう言いながらカシュヴァーンは、トレイスに目配せした。

「ごっこ遊びでいいんですよね？」

　今さら不安を覚えた様子の親友が差し出してきた箱を開けば、その中にはアズベルグの短く貴重な春の空の色がまぶしく輝いている。

「まあ……これは、なんて見事なサファイアの首飾り……！」

　数々の原石を見てきたアリシアにも、とっさに値が付けられないほどに高級なサファイア。それが美しくカットされて、銀の台座に埋うめ込まれている。

「陛下にもノーラにも、もちろん一級の石を選んだ。だが一番いい石は、やはり世界一可か愛わいいお前を飾り立てるべきだろう。少しだけ早いが十七歳の祝いだ、受け取ってくれるか？」

　アリシアが価値を弾き出す前に、カシュヴァーンはすかさずそう言った。武ぶ骨こつな指先が、サファイア同士を結ぶ銀の鎖くさりに気を遣つかいながらそっと持ち上げる。そのしぐさこそが金に換算できない宝であることを、もうアリシアは知っている。

「はい……ありがとうございます、カシュヴァーン様!!」

　互いの左手の薬指に光る指輪同様、形ある贈り物は嬉しいが、形にできない愛がこめられているからこそ嬉しいのだ。高まる「おなかが痛い」に頰を上気させたアリシアに、カシュヴァーンも満足そうに微笑んだ。

「ところでアリシア、知っているか？　男が女に服を贈るのは、贈った服を脱ぬがせ」

「はいはーい、俺の誕生日祝いも兼ねてるんだからねっ！　コゼットさんの気絶癖は、まだ完全には治なおってないんだからねっ!!」

　破は廉れん恥ちの気配を察したルアークが、トレイスに代わって二人の間に飛び込んできた。咳せき払ばらいしたカシュヴァーンは、「お楽しみは後に取っておくか」とつぶやきながら、アリシアの細い首筋にサファイアの首飾りをつける。

　続いて愛する妻と「息子」を両手で抱き寄せながら、カシュヴァーンはアリシアの耳元にそっとささやきかけた。

「──お前がプレアーナ妃殿下のように、なっていた可能性もあるんだよな」

　弱気を覗のぞかせたその声で、アリシアは理解した。

　ブライアンもユベルもだしに過ぎない。カシュヴァーンが本当にこの再婚式を敢かん行こうした理由は、鏡に映うつったアリシアである彼女の影──プレアーナのようにアリシアがなってしまわないよう、深く妻を繫ぎ止め直したいためなのだと。

「でも、私は、カシュヴァーン様のようにはブライアン様を愛せませんでしたもの」

　前夫への愛を捨てることができず、苦悩していたプレアーナとは違う。ブライアンのことは好きではあったが、「特別」な好きではなかった。その残ざん酷こくな差違を、今のアリシアは正しく理解していた。

「だからやっぱり、私たちってお似合いですのよ、カシュヴァーン様」

「残ざん虐ぎやく王おう」には「残酷王妃」が相応しいように、「アズベルグの暴君」には「死神姫」が相応しい。かけがえのないものを作る怖ろしさと抱き合わせだと理解していてなお、手に入れずにはいられないものが。

　肩を抱く手はそのままに、アリシアはカシュヴァーンに自みずから抱きついた。耳元にそっと、ささやきを落とす。

　一瞬眼を見張ったカシュヴァーンが痛いほどに強く抱き返してきた。

「……ッ、望むところだ、俺だけのお姫様!!」

　言いざま、周囲の注目もすぐ側にルアークがいることも忘れたかのように、ヴェールの上から熱ねつ烈れつに口づけられた。

「んっ、カーシュ様……！」

「ちょっとおにいちゃん、気を遣えって言ったよね俺!?」

　抗こう議ぎしたルアークの頰にまでちゅっと口づけしたカシュヴァーンは、それは楽しそうに笑いながら二人を抱き締めて頰ずりする。

「ありがとう、アリシア。俺だけでは、アズベルグを、俺自身を、愛せなかった」

　もがくルアークを捕つかまえながら、アリシアだけに聞こえる大きさの声で感謝を述べる。

「結婚前の俺には喜びと楽しみがなく、お前には怒いかりと悲しみがなかった。そんなもの、人生に必要ないかもしれんが……俺は人間ができていないので、俺のために怒り、悲しんでくれるようになったお前が嬉しい」

「……いいえ。私も、それでよかったのだと思っています」

　エルティーナたちとの出会いで嫉しつ妬とを覚え、ゼオルディスとのいざこざで人を嫌うことを覚えたアリシア。燃ねん費ぴの悪い、好ましからぬものとして幼おさない頃に捨てた感情が顔を出したのは、諦められない愛を見つけたからだった。

「絶対にこの人でなければだめ、という人を選ぶ喜びも、選ばれる喜びも、全部あなたが教えて下さったのです。会えてよかった。生まれてきて下さってありがとうございます、カシュヴァーン様……」

　心からの感謝をこめてそう言えば、出生にまつわる因いん縁ねんに長く苦しめられてきたカシュヴァーンの唇に染しみ入るような笑みが浮かんだ。

「あなたもよ、ルアーク。二年前、私がこういうドレスを着ていた時に、あなたがブライアン・バスツール様を殺してくれた。だから私たち、出会えたの。凄すご腕うでの暗殺者になってくれて、生まれてきてくれて、ありがとう」

　自分たちの出会いが、ブライアンの不幸の上に成り立つことは否定できない。彼がエリクス・バスツールにしてきた行いなどを思えば同情されることは少なかろうが、そこから眼を逸らさずに、はっきりと感謝を告げた。

「……お前こそ」

「俺たちの愛しい死神姫。出会えてよかった。俺たちを愛してくれて、ありがとう」

　はにかんだ夫と「息子」に抱き締められているアリシアの耳に、クロエの咳払いが届いた。慌てて正面の祭壇に眼を戻せば、大地の女神のタペストリーは片づけられて、クロエが舞踏会の最中は外していた翼を背負っている。横ではトレイスが早くももらい泣きしていた。

「えー、結婚段階ですでに息子がいる上に、誓いの口づけをさっさと交わし、補ほ佐さをしてくれる者は涙で前が見えない様子だが、一応形式的なことをしても構わないだろうか」

「も、申し訳ない、クロエ様」

〈翼の祈り〉に対しての反発を捨てきれていないカシュヴァーンであるが、今回はわざわざ頼んで時間を作ってもらったのだ。衝しよう動どうに素直になり過ぎたと反省し、妻子を両腕に抱いたまま正面を向く。

　ライセン式の、新郎新婦が互いに宣せん誓せいするだけの簡素な婚儀は、クロエに見守られたものも含めてすでに二回執とり行った。三回目ともなれば、〈翼の祈り〉式を受け入れる気になったようである。

「聖女アーシェルの名において問う。カシュヴァーン・ライセンは、アリシア・ライセンを終生愛することを誓うか？」

「誓います」

　即座に断言したカシュヴァーンにひとつうなずいて、クロエはアリシアのほうを向いた。

「聖女アーシェルの名において問う。アリシア・ライセンは、カシュヴァーン・ライセンを終生愛することを誓うか？」

「誓います！」

　やや食い気味に叫んだアリシアに苦笑したクロエは、「では、誓いの口づけを」と促した。

「両親」の間に立ったルアークが見守るなか、カシュヴァーンの手がゆっくりとヴェールを上げていく。神聖な静せい寂じやくとこの上ない幸福に包まれながら、アリシアはこの場にいない人々のことを思い出していた。

　クルセージュ王家やマルグレート王家の人々、旅立っていったゼオたちではない。生きていればまた会える彼らではなく、いつかカシュヴァーンと揃って至いと高たかき国へ飛ぶまで、あるいは水みな底そこの国に沈むまで、会えない人々のことを。

　最初の結婚相手、ブライアン・バスツール。

　彼に虐しいたげられていたエリクス・バスツール。

　先代聖女アーシェル、パーシア。

　先代シルディーン国王ランドレイ。「強い王」を求めていた宰相イーダル。

　ルアークの師匠、名なしの「先生」。

　ルアークの実兄サイード。

　カシュヴァーンの父、レジオール・ハルバースト。彼に殺されたカシュヴァーンの母マリアンヌ、トレイスの姉リリア。

　娘をいい家に嫁とつがせようと躍やつ起きになりすぎて、自分たちの健康を顧かえりみずに死んでしまったアリシアの両親。

「私を産んで、育ててくれてありがとうお父様、お母様。私、幸せです」

　プレアーナに面おも影かげを見た母が、父が、胸の奥で笑っている。そのぬくもりを感じながら、アリシアは大好きな夫の愛を唇に受け止めた。
















　豪華な結婚式も舞踏会も終わり、一部の関係者だけが集まった二次会も終了し、シルディーン王宮を夜の静せい寂じやくが包み込んでいる。しんと静まり返った薄暗い室内には、かすかな衣きぬ擦ずれの音とちゅっ、ちゅっという可愛らしい口づけの音だけが響いていた。

「……ん、カシュヴァーン様……」

　三回目の結婚式が終わったとなれば、次は三回目の初夜だ。ぬけぬけと言い放ったカシュヴァーンに連れられ、豪奢な客間の寝しん台だいに押し倒されたアリシアであるが、強烈な「おなかが痛い」に見舞われながらも逃げはしない。

『今夜は私が、たくさん愛して差し上げますわ……カーシュ様』

　先ほどそう言って夫を挑ちよう発はつしたのは、アリシアのほうなのだから。

「ん……、カーシュ様……、カーシュ……」

　口の中を支配する熱い舌に翻ほん弄ろうされながら、覆おおい被さったカシュヴァーンの黒くろ髪かみを優しく梳すく。指先が頭皮や耳じ朶だをかすめるたびに、カシュヴァーンが少しだけ身じろぐのが楽しい。ただしすぐに同じことをされるので、なかなか主導権を取れない。

「……ふぁ……」

　延々と続いた口づけはようやく終わった。結局息が上がってしまったアリシアの、とろんとした顔を見下ろすカシュヴァーンは妙に感かん慨がい深ぶかげな表情である。

「もうすぐお前は十七。俺は二十五、か。四捨五入すれば三十だな」

「あら……大丈夫ですわよ、カシュヴァーン様。カシュヴァーン様の見た目は、出会った頃から三十三歳ですもの……」

「いや、そういう話じゃなくてな」

　老ふけたと気にしている訳ではない、とカシュヴァーンは苦笑いする。

「そうではなくて……俺は三十まで生きられないだろう、と思っていたんだ」

　正気を失った領主を放置し、甘い汁をすすっていたアズベルグの貴族たち。自分たちは聖女を裏切った者の末まつ裔えいだという〈翼の祈り〉の教えに逆らうことなく、上位の無体に顔を伏せるだけの領民たち。

　双そう方ほうを蹴け散ちらすような政治を行っていた「アズベルグの暴君」は待っていた。理想の王子様が現れて、自分ごとこの地の矛む盾じゆんを破は壊かいしてくれると。

　そういう形で甘えていた。「怪物」の息子は「怪物」にしかなれず、王子様を呼び寄せるための生いけ贄にえにしかなれないと決めつけて、自分が王子様になる道を閉ざしていた。見知らぬ幸せよりも、慣れ親しんだ不幸のほうが楽だったからだ。

　今さらの自じ嘲ちようをするカシュヴァーンの頰を、アリシアは両手でそっと包み込む。

「ねえ、カシュヴァーン様。たとえこの先、あなたがまたご自分を嫌いになっても、私が赦ゆるしませんから。だってあなたにはこの先、守るものがもっともっと増えるんですもの」

　しぐさは女神の優しさを体現しているが、語る言葉は女神の厳しさを感じさせた。そっと伏せた瞳が胸より一層平らな腹部を指し示す。

「まさか……もう、そこに」

　俺の、と言いかけたカシュヴァーンに小さく首を振った。

「今はまだ、ここに赤ちゃんはいませんわ。ですが準備は進めております。クレメア様がお帰りになる前にも、いろいろとうかがいました。妊娠に関する本もたくさん読みましたけれど、現在と違っている部分もありますし、ああいう本を書くのは大抵男性ですから。実際に産む方の意見は参考になります」

　レネのようなことを言ってから、もう一度女神の慈じ愛あいと厳しさを込めて微笑みかける。

「私と私たちの子供たちのために、カシュヴァーン様はもっと強くなって、長生きしてくれないと困ります」

「──それは、困るな。仕方ない、三百まで生きるか」

　吐息だけで笑ったカシュヴァーンは、アリシアの額ひたいに敬けい虔けんな口づけを捧ささげた。

「お姫様だとばかり思っていたが……俺を捕らえていた怪物を退治してくれたお前は、実は王子様だったのかもしれないな。まったく、どこまで惚ほれさせてくれるのか……」

　完敗だ、と笑う顔こそが、「どこまで惚れさせてくれるのか」である。一気に「おなかが壊れた」状態に陥おちいり、真っ赤になっているアリシアの頰を大きな手が優しく撫でた。

「なあ、アリシア。俺はやはり、お前に似た女の子がほしい」

「そ、そうですわね。ルアークも喜んでくれるでしょうし……でも、私はカシュヴァーン様に似た男の子もほしいですわ」

　気を利かせて姿を消しているルアークに意識を逸らすと、多少は気も落ち着いてくる。素直に望みを告げたところ、カシュヴァーンはにんまりと微笑んだ。

「最低二人か、これは大変だ。お手柔らかに頼むぞ、我が花嫁よ。たくさん愛してくれるんだろう？」

　この手の駆け引きは、やはりカシュヴァーンのほうに分ぶがある。じたばたもがいたアリシアだったが、愛しい怪物に優しく食べられる幸せに負けて、呆あつ気けなく降参したのだった。











終章　あれから十年






　シルディーン王国北の辺境、アズベルグ地方。一年を通してじめじめと湿しつ気けが多く、水みず捌はけの悪い土地は農作物の育ちが悪い。冬ともなれば足元は凍りつき、空からは大量の雪が降り注そそいで陸の孤こ島とうと化す。

　このように気候や自然環かん境きようはひどく厳きびしいのだが、豊かなサファイア鉱こう脈みやくを有するため領民の暮らしぶりは悪くない。鉱脈が見つかる以前の、貧まずしさゆえに偏へん屈くつで、国教〈翼つばさの祈いのり〉に過か剰じように肩かた入いれしていた傾けい向こうも減りつつある。

「自分のおなかがいっぱいでないと、人にご飯をあげる気になれないものね！」

「ライセンの石いし屋や敷しき」こと領主カシュヴァーン・ライセンの館やかたを取り囲む黒い森の中に、明るい少女の声が響ひびき渡った。木々の隙すき間まから差し込む弱々しい陽光にも、彼女の金茶色の髪かみはきらきらと明るく輝かがやく。

「ま、そうだよね。自分が満たされていない時に、人のことまで気を回すのは難しいもん」

　少女の手をしっかり握にぎった銀ぎん髪ぱつの青年が、そう言って穏おだやかに笑う。一見細身の、華きや奢しやにすら見える肉体に秘められた凶きよう悪あくな戦せん闘とう能力を持つ彼がいるゆえに、子こ煩ぼん悩のうで心配性な領主も森の散歩を許してくれるのだ。

　顔立ちはかつてその手にかけた実兄と酷こく似じしていたが、満ち足りた笑顔はかけ離れていた。鏡を覗のぞいてやるせない想いに囚とらわれるたび、生きながら至いと高たかき国へ来たような現在の幸福を思い出して微笑ほほえめば、開きかけた過去の傷口は乾いて薄くなっていく。

「でもね、ルアーク。本当に好きな人がおなかを空すかせていたら、たとえ自分のおなかが空いていても、何か食べさせてあげたくなるんですって。お母様が言っていたの」

「そうだね。君たちのお母様は贅ぜい沢たくな食いしん坊だけど、本当に本当におなかが空いている人のことは、絶対に見過ごさない女神だよ」

　楽しげに笑ったルアークの手を、少女の指先がひときわ強く握り締めた。

「私だって、ルアークがおなかを空かせていたら、『肥ひ料りよう要いらず』の煮に凝こごりだって分けてあげるもの。だからルアーク、私と結婚して!!」

「……いや、あれが好きなのは、君と君のお母さんだけだから……」

　十にも満たぬ少女の口から飛び出た求婚に眼を丸くすれば、反対側からぐいっともっと強く引っ張られる。

「姉上、ずるいぞ。姉上も母上もルアークもトレイスもセイラもダンもロセも、俺と結婚するんだ!!」

　紺こん色いろがかった黒い瞳ひとみを光らせて叫さけぶのは、少女の双ふた子ごの弟だ。見た目はあまり似ていないが、変なところだけそっくりなんだよなと、ルアークは苦笑した。

「いや、俺も含めて、みんな一度に一人としか結婚できないからね？　あとセイラさんとダンさんは夫婦で、トレイスさんも決まった相手がいるし、一番だめなのはお母さんだよ。またお父さんに泣かされるぞ？」

　父親の小型版のような黒くろ髪かみの少年は一いつ瞬しゆんぐっと詰まったが、すぐに毅き然ぜんと首を振る。

「そ……そんなことはない。父上だってもういい年の大人なんだし、俺のことを愛して下さっているし」

　強がる彼に、ルアークはちっちっと指を振ってみせた。

「あの人の大人げなさを舐なめないほうがいいなぁ。家族を愛してるのは間違いないけどね。あー思い出すなぁ、初めて子供の顔を見た時、緊張しすぎて『カシュヴァーン・ライセンだ』ってなぜか名乗ったんだ……」

　今でも隙すきを見ればからかいの材料にする逸いつ話わを思い出すルアークであるが、それでも楽観視は危険だと諭さとす。

「でーも！　繰くり返すけど、特にお母さんとの結婚は諦あきらめるんだね。なにせ君のお父さんは、同じ相手と三回も結婚してる筋すじ金がね入いりの夫おつと馬ば鹿かなんだ。君にはいつか、君だけのお姫様が見つかるからさ」

　ところが黒髪の少年は、頑がん迷めいにルアークの忠告を蹴けった。他ならぬ、その父の言葉を引き合いに出して。

「嫌いやだ。好きな人を逃にがしたくないなら結婚が一番だって、父上自身が言っていたんだ！　その次に、金で買うことだって!!」

「……カシュヴァーンおにいちゃんは、成長しないなあ。いや、成長したと言うべきかな？」

　まずは手に入れることこそ肝かん要ようと開き直れたのは、よかったのか悪かったのか。あの人は年々可か愛わいげを失っていく、と苦笑いするルアークの左右から、双子たちが口々に言いたてる。

「ルアーク、お返事は！」

「ルアーク、俺と結婚するよな！　姉上は俺と結婚するんだから我が慢まんしてくれ!!」

「あー、なんか、バルロイおじさんの気持ちが今頃分かったよ……何回も会ってないはずなのに、レネの成分がどうしてこんなに入ったんだろうなぁ……さすがレネ様だよ……」

　幸福な悩なやみに頭を抱かかえたルアークは、そんなことより、と話を逸そらそうとする。

「そろそろお茶の時間だ、戻ろう。今日はクルセージュのユベル陛へい下かがいらっしゃるから、きっと豪ごう華かなお土産みやげがあるよ」

「そういえばそうね。あの方、すぐに私と結婚したいって言う以外はお金持ちで優しいしかっこいいから好きよ！　私が結婚したいのはルアークだけど!!」

「ユベル陛下がいらっしゃるなら、今度こそ俺と結婚してくれるよな！　ルアーク、姉上、急ごう!!」

　何ひとつ懲こりない子供たちに手を引かれ、かつての「死神」少年は森の中を駆かけていく。彼の家族のもとへ、彼の家族と共に。




















あとがき






　この作品に関わって下さったすべての人々に感謝を!!　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ二十二作目にして最終刊、『死神姫の再婚　─愛深き復ふく讐しゆうの女神─』を読んでいただきましてありがとうございました!!







　そういう訳で、クルセージュ編も決着です。途中はマルグレート編と言ってもいいような内容でしたが、振り返ればやはりクルセージュ編というか、クルセージュ国王一家のお話でした。「甘き毒の聖母」のあとがきで「クルセージュ編は『母』『民族宗教』がサブテーマ」と書きましたが、「民俗宗教」部分は前巻である程度完結したので、今巻はほぼ「母」あるいは「妻」というテーマで物語が進行していたかと思います。

　前回ひょっこり帰ってきた怪物王子様は歪ゆがんだ鏡に映ったカシュヴァーンでしたが、復讐の女神であり甘き毒の聖母だった彼女は、歪んだ鏡に映ったアリシアでした。クルセージュ国王一家自体がライセン家のアナザーバージョンと言えるかもしれません。夫婦の話として始まった「死神姫」でしたので、家族の話として完結するのが相応ふさわしいかと思っています。







　デュランダールの行いは、少なくとも現代日本の常識に照らせば決して赦ゆるされることのないものではありますが、彼を断罪できる人は結局彼の女神だけなのですね。亡なき弟とその息子むすこがどう思っているかは私にも分かりませんが、生きて腕うでに抱だける人たちを大事にしていってほしいと思います。

　ユベルは年齢的なこともあり、初期のティルナードばりに情けない部分が目立ちましたが、一連の出来事を乗り越えてかなり成長してくれたように感じています。初恋はあまり乗り越えてない気がしますが、一度好きになると長い気質を、両親から受け継いでいますからね……。







　主役夫婦は特にカシュヴァーンが精神的に安定したこともあり、最近はひたすらにこにこいちゃいちゃしておりましたが、旦だん那なのほうはデュランダール関連で地味に精神を削けずられていた様子です。初期の頃のように激しく何かに当たり散らすようなことはなくなっておりますが、彼の魂たましいに入ったひびが完全に消えることは今後もないのだと思います。

　作中でも少し書きましたけれど、子供にとっての親は神様に近しい存在ですものね。彼の神様との関係を修復することはもうできないので、願わくばデュランダール同様、生きた女神といちゃいちゃして、子供たちにとってできるだけいい神様でいてほしいです。

　最近すっかり愛いとしき女王様に虐しいたげられるのが楽しそうなルアークでしたが、ようやく彼のお姫様を手にできるかと思いきや、なぜか王子様まで付いてきてしまう苦労性は相変わらずですね……例の彼女がレネに似てしまった分、ちょっと前のバルロイみたいな態度になってしまったルアークですが、どうせ押しきられることでしょう。愛されることに怯おびえず、名実共にライセン家の息子になってほしいです。

　アリシアは元々あまり揺ゆるがない性格でしたが、物語の始めの虚うつろゆえの強さのようなものから脱だつ却きやくし、ちゃんと人間の女の子になったなあ、としみじみしていました。私は簡単そうでものすごく面倒なヒロインが好きでよく書くのですが、デビュー作のヒロインであり付き合いも一番長い彼女に一番その傾けい向こうが強いですね。欠けていた喜き怒ど哀あい楽らくをカシュヴァーンと補おぎない合って、これからもずっと、家族で歩いていってほしいです。

　最終巻ということで、その他のカップルもそれぞれの結末を迎えました。ようやく……！　という二人もいれば、急展開な二人もいる感じなので、まだ本編を読まれていない方は先に確認していただければ幸いです。ちなみに私が個人的に結婚したいキャラは女性キャラならアリシア、男性キャラならトレイスです。正直カシュヴァーンが羨うらやましいです。







　最後に、「死神姫」という作品の制作に関わって下さった皆みな様さまに感謝を。

　初代担当の大おお喜き戸ど様、ただあわあわしているだけだった私にいろいろなことを教えて下さって、本当にありがとうございました!!

　二代目担当の三みヶか尻じり様には、シリーズとしての「死神姫」について多くの助言をいただいた気がします。大変ありがとうございました!!

　三代目担当の山内様。小説本編だけでなく、メディアミックスなど多方面にわたってサポートしていただき、誠にありがとうございました!!

　初代イラストレーターの岸きし田だメルさん、お忙いそがしい中凝こりに凝った美び麗れいイラストをたくさん描いて下さって感謝しています。

　二代目イラストレーターの冨ふ士じ原わら良りようさん。コミカライズだけでなく、本編についてもシリーズ途中からの引き継ぎということでご迷めい惑わくをおかけしましたが、メルさんとはまた違ったシャープな絵柄で「死神姫」世界の魅み力りよくを引き出して下さって感謝しています。

　そして誰だれより、ここまでお付き合い下さった読者の皆様に最大の感謝を。私の脳のう内ないにしかいなかったアリシアたちを、足かけ九年もの期間にわたって本という形で送り出すことができたのは、皆様のおかげです。本当に本当にありがとうございました!!




　それでは、いつかまた別の物語でお会いできますように。








二〇十六年八月　　小野上明夜　　　　　　










著

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

ついに本編二十冊目、ついに最終刊ですね!!

思えばデビュー以来いろいろな作品を書いてきましたが、やはりこのお話が私の原点だなと改めて思っています。最後に相応しく、あの人もこの子も顔を出しておりますので、同窓会気分で読んでいただけると幸いです。

ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/










イラスト

冨士原良

Ryo Fujiwara




６年前の夏に、コミカライズで声を掛けていただき、長くお世話になった死神姫も終わるのだと思うとやはり寂しい気持ちでいっぱいですね。小野上先生、お疲れさまでした！　一ファンとしても大好きな作品に、最後まで関われてとても幸せです。ありがとうございました！
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デザイン／しいばみつお（伸童舎）
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死しに神がみ姫ひめの再さい婚こん




-愛あい深ぶかき復ふく讐しゆうの女め神がみ-








小お野の上がみ明めい夜や
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『死神姫の再婚 -愛深き復讐の女神-』

2016年9月27日初刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

http://www.kadokawa.co.jp/





エンターブレイン　カスタマーサポート

［メールアドレス］support@ml.enterbrain.co.jp

（かならず商品名をご明記ください）
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